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    　　　　　　【あらすじ】


    



    　旅芸人一座で奴隷のように働かされていたルカ・バルカはある日、エデン飛行船団の事故に遭遇し、空から墜おちてきた不思議な少女シルフィと出会う。なにかの予感に駆り立てられ、旅芸人一座を逃げ出して、スラム街でシルフィとの共同生活をはじめたルカだが、三年半後、もともと身体の弱かったシルフィは路上で凍死してしまう。「ヴィヴィ・レインを見つけて」。ルカはシルフィの最さい期ごの願いを胸に、旅に出る。


    



    　五年後、十七歳になったルカは兵士となって戦場を巡っていた。第七次テラノーラ戦役において偶然、ガルメンディア王国王女ファニアに見いだされ近この衛え兵となり、旧友の天才操縦士ミズキとも再会して、テラノーラ慈善同盟の聖都カルロビバリに進駐する。


    　同じころ、聖都上空を飛行していたエデンの飛行戦艦バルバロッサ内において、人造人間アステル・エアハートは魔法使いアナスタシアによって目を覚ました。最強の機械兵「ミカエル」に搭乗したアステルは聖都に下りたって王国軍総司令部を強襲、壊かい滅めつさせる。しかしアステルはミカエルに「ヴィヴィ・レインを連れてこい」と命じられ、強制的に機外へ射出される。


    　ルカとミズキは王女ファニアを救出し、アステルを拾い上げて、聖都から脱出する。王国へ落ち延びようとする四人だが、追っ手によってちりぢりとなり、ルカは王女ファニアとふたりきりで敵中突破を試みることに。立ちはだかる幾多の困難を乗り越えるうち、ふたりの間にはいつしか深い絆が生まれていた。


    　卓越した機転と勇気により、戦役そのものを勝利で終わらせることに成功し、無事に王女を本国へ送り返したルカだが、平民であるがゆえに王侯貴族から疎うとまれ、近衛隊を追放されて、アステルと共に放浪の旅に出る。


    



    　城じよう塞さい都市ウルキオラにおいて旧友ジェミニと再会したルカは、ジェミニの策謀によって暴動の首謀者に仕立て上げられ、暴動鎮圧のために王国軍を率いてきた王女ファニアと再会する。戦闘による決着を避けるため、ファニアとルカはお互いに無言の意志を通わせ、ウルキオラの無血開城に成功する。代だい償しようは、ルカの命のみ……。


    　その夜、ルカの牢ろう獄ごくを訪れたファニアはルカを助けることを告げ、代わりに、いつの日か王国で革命を起こすことを要請する。ためらいののち、ファニアの覚悟を汲くみ取ったルカは約束を交わす。


    「いつかこの国で革命を起こす。きみにもう一度、会うために」。


    　仲間たちと共にウルキオラを脱出したルカは、ジェミニのつてを頼って神聖リヴァノヴァ帝国へ落ち延びることを決める。一方、ルカとの約束と口づけを敵対する大貴族に見られたファニアは苦しい立場に追い込まれることに……。


    



    　三年後。


    　ジェミニらと共に神聖リヴァノヴァ帝国へ渡ったルカは、帝国の悲願である東方進出計画「ドル・ドラム戦役」に参加、歩兵・騎兵・砲兵・機械兵の四兵へい科かが連係する独立混成連隊を率いて破は竹ちくの快進撃をみせていた。その活躍に対し、東方派遣軍を率いるヴラドレン皇太子は王侯貴族にしか参加できない作戦会議にルカとジェミニを招き、発言を許可する。ルカの献策は却下されるものの、その内容は本国において反響を招き、ルカの名前は帝国においても鳴り響くこととなる。


    　ヴラドレン皇太子はさらにジェミニの正体が妾しよう腹ふくの第二皇子ヴィクトルであることを一目で看かん破ぱすると、皇帝に対しジェミニを庶しよ子しとして認めるよう奏そう上じようする。これによりジェミニは皇位継承権二位となり、公爵位を叙爵される。


    　第四次ドル・ドラム戦役が開始され、連隊長となったルカはカロルメン台地において敵の大軍を迎え撃ち、大勢の死傷者を出しながらも持久する。独自の勘によって近この衛え騎兵連隊を進出させたヴラドレン皇太子はルカたちを救うため近衛騎兵に突撃を命じ、敵軍に大損害を与える。


    　遅れてカロルメン台地に到着したジェミニは「盾たて」である近衛騎兵を失ったヴラドレン皇太子の暗殺を画かく策さく。ジェミニの魂胆を見破ったルカは、ヴラドレン皇太子と共にカロルメン台地を脱出。追っ手となったジェミニの部下、メルヴィルとガヴーを味方に引き入れ、一行はガルメンディア王国へ落ち延びる。


    　一方、ジェミニはルカを裏切り者として罵ののしり、復ふく讐しゆうを誓う。ヴラドレンがいなくなった東方軍の指揮権を握ったジェミニは、あろうことか東方軍を反転させて帝国首都パグラチオンを攻略、実父を暗殺し自みずからが皇帝として戴たい冠かんする。しかし胸に残ったルカへの憎悪は消えることなく、ジェミニはルカを苦しめることを目的にガルメンディア王女ファニアへ求婚する。ガルメンディア王はこれを受け入れ、ファニアはジェミニと結婚することに……。
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    　　　　　　一章　胎動


    



    　我が家へ戻った王女ファニア・ガルメンディアを待ち受けていたのは、廷臣たちの表向きの恭順と、その面つらの皮の一枚下からあふれ出てくる侮ぶ蔑べつだった。


    　──生いけ贄にえ王女。


    　──偽皇帝の玩具。


    　──淫売の成れの果て。


    　大廊下を歩き抜けるファニアの背後へ、そんな廷臣たちのささやきが航跡を広げる。


    　ファニアの耳には直接入らなくても、行き交う貴族高官がこちらへ届ける会釈から、表情から、わずかな素振りから、無言のあざけりがにじんでくる。


    　ファニアは唇を引き結び、顔を上げる。


    　こうなることはわかっていたし、覚悟もしていた。いまさら他人になにを言われようが構わない。


    



    　ステファノ歴一七九四年、二月十五日、ラランディア宮殿「水晶の間」──。


    



    　針骨の入ったフープスカート。腰回りに繊細なレース飾り。袖そで口がすぼんだ菫すみれ色のドレスに身を包んだファニアは、廷臣に先導されて「玉座」へ歩み寄る。


    　王と王妃、それから親戚の大貴族たちは水晶の間の玉座とも言うべき、フロアより階段を二段ほど上がった一角に集まり歓談していた。


    　ファニアは玉座の手前で左足を大きく引き、スカートの裾すそを両手でつまんで型通りの挨あい拶さつをする。


    「ただいま戻りました、陛下」


    　水晶の間に群れ集まっている数百名の廷臣たちの目線が、なにげないふうを装いながらもファニアの小さな背中に照しよう準じゆんされる。今日ここでの王と王女の会話の詳細は、明日には王国中に知れ渡るだろう。


    「旅はどうだったかね」


    　ガルメンディア王サルバドール・ガルメンディアの恰かつ幅ぷくの良い身体から、よく響く低音が大理石の床へ落ちた。


    「実り多きものでした」


    　このやりとりは事前に打ち合わせ済みのものであり、王と王女の台詞せりふは予め決められたものだからハプニングなどはあり得ない。しかし廷臣たちはファニアの答えを一字一句聞き逃すまいと興味津しん々しん、耳を澄ます。


    　王は取り澄ました顔で、顎あごの下の肉を撫なでる。


    「なにか変化はあったかね」


    　ファニアは少しだけ間を置いて、静かに答えた。


    「新たな見識を得て、考えを改めました。今後ますます王家のために尽くそうと、その思いを強くしました」


    　ファニアの背後では、ほう……と音のない言葉が水晶の間に広まった。日々、王侯の「語られない言葉」に耳を澄ましている廷臣たちは、いまのファニアの言葉が紛まぎれもなく反省の弁であることを看かん破ぱする。


    　四年五か月。


    　飛ぶ鳥を落とす勢いであった王女ファニアが王位継承権一位の座をクラウディオ枢すう機き卿けいへ明け渡し、自みずからは長い視察の旅へ出ざるを得なくなったあの大事件、世にいう「ウルキオラの醜しゆう聞ぶん」から、それだけの月日が経っていた。


    『これから社会はかたちを大きく変えていくでしょう。時代の流れの必然として、王から民へ、権力は移譲されてゆきます』


    『革命を率いてください、ルカ・バルカ。この国を救うために。わたしと敵対する道を選んでください』


    『ここで死ぬことは許しません。あなたは革命を率いて、わたしは王政を守って、いつか時代の転換点で会うのです、無駄な血を流さないために』


    　次期女王ファニア自みずからが反逆者ルカ・バルカを脱獄させ、あろうことかそんな言葉で革命をそそのかし、そのうえ口づけまで交わした──。その一部始終は敵対する大貴族たちに盗み見られており、衝撃の一報はまたたくまにグレイスランド中の宮廷へ燃え広がった。


    　国内はおろか国外に至るまで、王侯貴族は面白おかしく王女の転落劇を噂うわさした。


    　結果、いまやグレイスランド社交界において王女ファニアといえば「前科者に貞節を捧げた淫売王女」だった。その淫売がついに今日、ラランディア宮殿へ帰ってきた。王家の足手まといにすぎないファニアが帰還した理由ももちろん、ここに居合わせたすべての廷臣が知っている。


    　およそ五か月前、神聖リヴァノヴァ帝国新皇帝ジェミニから突然届けられた親書がすべてを変えた。


    『朕ちんはリヴァノヴァとガルメンディア両家の長きに亘わたる敵対関係を終えるために、王女ファニア・ガルメンディアを皇妃としてもらい受けたい』


    　その一文の衝撃は「ウルキオラの醜しゆう聞ぶん」をもしのぐほどのものだった。


    　リヴァノヴァ皇家とガルメンディア王家、百年以上に亘ってグレイスランドの覇は権けんを争いつづけたふたつの名家が、ついに血縁関係を結ぶというのか。しかも、もはや政治的に使いものにならない「淫売王女」を、かの悪名高い「褐色の皇帝」が娶めとるというのか。


    　この申し出はガルメンディア王にとって、救いの一手だった。


    　長引く財政不況と不作によって王国内は飢えた住民による擾じよう乱らんが絶えず、地方では富ブ裕ル市ジ民ヨ層アを中心とした新しい勢力が幅を利かせはじめた。国庫はとうの昔にからっぽ、あてにしているテラノーラ慈善同盟の賠償金の支払いも滞って、領地経営に苦しむ貴族たちのなかには自らの連隊を手放したものも多くいる。王侯貴族の軍事力が衰退しているいま、なんらかの手を打たねばそのうち本当に革命が起きかねない。


    　ここでリヴァノヴァ皇家との婚姻が成立したなら、長年邪魔だったゼノビア都市連合を東西から挟きよう撃げきできる。戦勝後、ゼノビアの領土を両家で分け合うこともできるだろう。新たな領地を獲得し、そこから上がる収益を国庫の立て直しに是非ともあてたい。


    　この婚姻にはメリットしかない。


    　ならばファニアの意志など関係ない。


    　ガルメンディア王は了承の意向をジェミニ皇帝へ伝え、それから約五か月に亘って、式典の段取りを外交官を通じて協議してきた。


    　最大の問題は、花嫁の受け渡し方法だった。


    　リヴァノヴァ帝国から大使を派遣して、ガルメンディア王国において花嫁と大使が第一次結婚式を行い、それからリヴァノヴァ帝国へ戻ってジェミニ皇帝と第二次結婚式を行うのが筋だ。しかしふたつの大国の間にはゼノビア都市連合という仇きゆう敵てきが横たわっており、両家の婚姻で最も被害を蒙こうむるゼノビアが花嫁を黙って通すわけがない。陸路が無理ならミドルレイクを通る水路しかないが、これもゼノビア沿岸を通過する際に襲撃される危険が大きい。歴史的式典に万が一があってはならない。絶対に安全なルートを設定できないことには、式の日取りすら決められない。


    　両家の外交官は窮きゆう余よの策として、ミドルレイクの中央、ミストラス島のエデン特区に仲介を頼んだ。すなわち、エデン特区から飛行艦艇を派遣してラランディア繋けい留りゆう塔とうでファニアを引き渡し、再びエデン特区を経由してリヴァノヴァ帝国のパグラチオン繋留塔へ空から送り届けるルートだ。エデン外交官まで巻き込んだ難しい交渉を経ること五か月、ようやくリヴァノヴァ～エデン特区～ガルメンディアを股にかける花嫁護送計画が本決まりとなり、ついに本日、王の口からファニアへ結婚式の日取りが告げられる。


    「華か燭しよくの典だが、今年、十二月七日に決まったよ」


    　王は昼食の献立を告げるように、無感動な調子でファニアに伝えた。


    　水晶の間が静まり返る。なんてことだ、あと十か月しかない！　過去百年以上の記録文書を紐ひも解いて両家のしきたりを調整する儀ぎ仗じよう担当官の無言の悲鳴があがる。結婚契約書、各種式典への招待客リスト作成、持参金、婚礼行列、その他婚姻にまつわるあらゆる高等難問に関してリヴァノヴァ皇家の儀仗担当官と交渉を行い、両家の伝統ある儀礼と慣例を守護しつつ、折り合わないところでは妥協点を探し、論文をひねり出し、万事つつがなく進行するよう差配するにはせめて二年は欲しかったのに！


    　担当官の絶望など知らぬ顔で、ファニアはただ黙礼だけを返す。言葉はない。皇妃が言葉をかける。


    「忙しくなりますよ。大使をお迎えするためのオペラホールを建てねば。馬車も衛兵の制服も新調して、第一次結婚式の当日はパレードも。それから謁えつ見けん式、答礼式、舞踏会と晩ばん餐さん会の準備。祝祭は七日間つづけましょうね。リヴァノヴァ皇家のしきたりについても学んでおかないと、あちらで恥をかいてしまいます。十か月などあっという間、さっそく今日から準備をはじめませんと」


    　皇妃は表向きファニアに語りかけているが、それは同時にここに集う数百名の廷臣たちへむけた言葉でもある。十か月後、絢けん爛らん華麗な式典を以もつてリヴァノヴァとガルメンディアは血縁を結ぶ、あなたたちはこの事実をサロンや領地や外遊先で告げ回りなさい。


    　ファニアはドレスの裾すそを両手で持ち上げ、御前を辞した。


    　それから王族や貴族たちの歓談に交じり、上っ面つらだけの称賛や祝福の背後にある「哀れな生いけ贄にえ」「人ひと柱ばしら」「偽皇帝の慰み者」などの無音の言葉を感じ取りつつ、無愛想にならない程度に無表情を崩さなかった。


    　ジェミニの噂うわさも、耳ざとい彼らから伝え聞いた。


    　いまをときめく「褐色の皇帝」はかつて、ここラランディアのアパートで独り暮らしをしていたらしく、幼いころのルカ・バルカとも親交をもっていたという。


    　その話は視察旅行の間に入手していた帝国軍広報誌「東方軍広報」を通じてファニアも知っていた。ジェミニとルカは同じ独立混成連隊に所属し、帝国の東方制圧作戦「ドル・ドラム戦役」において大戦果をあげたという。


    　親族のひとりがいかにも邪気などなさそうに、なにげなさを装ってファニアに告げる。


    「かのルカ・バルカは戦争中にヴラドレン皇太子を誘拐し、行方ゆくえ知れずだそうですな。いったいどこにいることやら」


    　昨年三月に起きた有名な事件だ。ルカが皇太子をさらって戦場から逃亡した結果、ジェミニは皇帝として戴たい冠かんすることとなった。


    「見当もつきません」


    　ファニアはつれなく答える。末永く噂うわさ話のネタになりそうな面白い返答を期待しているらしく、親族は冗談めかした言葉をつづける。


    「もしやラランディアにいるのでは。彼はずいぶん、殿下にご執心の様子ですから」


    　いかにもたわいない世間話のふうを装っているが、ファニアの本心に少しでも触れたいのだろう、口元に緊張が垣かい間ま見える。


    　ファニアは愛想笑いすらたたえず、そっけない。


    「根拠のない噂に過ぎません」


    「おぉ、もちろん、殿下がルカなど歯し牙がにもかけないことは存じております。……それにしてもジェミニ陛下はルカの首に懸賞金までかけて捜索しておられるとか。ルカが殿下への未練を引きずり、華か燭しよくの典を妨害してくることも充分に考えられます、用心するに越したことはありますまい」


    「ご注進、痛み入ります」


    　ひとことで切って捨て、その場を辞す。興味の目線が背中に突き立つのを感じるが、素知らぬ表情を貫き通す。


    　背後に常にひそひそ話を背負いながら、ファニアは主要な大貴族へ格式通りの挨あい拶さつ回りをつづけた。そのなかには「ウルキオラの醜しゆう聞ぶん」の元凶となったイシドロ伯爵とマクシミリアノ大将もいたが、なにもなかったかのように世間話に応じ、長年に亘わたるふたりの功労を称たたえた。


    　その日、ファニアは王侯としての立ち振る舞いから離れることはなかった。感情のかけらも表出することなく、あたかも中空に浮遊して眼下を見下ろしているかのような、とらえどころのない受け答えに終始した。夜更けにファニアが自室に戻るまで、廷臣たちの誰ひとり、ファニアから今後の噂話のネタを仕入れることはできなかった。


    



    　四年五か月ぶりに帰ってきた宮殿五階の自室は、出たときと全く同じ状態に保たれていた。


    　光沢のあるシルクの寝間着に着替えたファニアは侍じ女じよたちを下がらせ、ひとりきりになって窓辺に佇たたずんでいた。


    　天井に届くほど高いガラス窓に顔を近づけると、二月のラランディア市街地の明かりが黒のむこうにまたたいていた。子どものころから慣れ親しんだ夜景は、懐かしいというよりどこか寂しかった。
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    　ひとつ、ほうっ……と深いため息をつく。


    　神経のすり減る一日だった。


    　覚悟してはいたものの、宮廷人たちのゴシップに対する執念には恐れ入る。噂うわさ以外にやることがないから仕方ないとはいえ、荒れた情勢や破は綻たんした財政など口の端はにも乗せず、ひたすら他人の裾すその内を覗のぞき込もうとするその姿勢には呆あきれを通り越して絶望すら覚えてしまう。


    　──わたしの評判など、もうこれ以上、落としようもないというのに……。


    　しばらく街の灯を眺めて、思いは否いや応おうなく、今後の自分の運命へとむけられる。


    　──十か月後、わたしはジェミニ皇帝の妻になる……。


    　王侯にとって結婚とは外交戦略だ。本人の意志は関係なく、双方の王が合意したなら成立する。ファニアの役目は黙って受け入れ帝国へ飛行艦艇で運ばれることのみ。


    　王位継承権二位へ降等したとき、こういう日が来ることも覚悟はしていた。


    　もしも「醜しゆう聞ぶん」がなく、継承権一位のままであれば、次期女王を国外へ嫁がせる選択肢はなかった。おそらくは王侯貴族の子息を婿むことして宮殿へ迎え入れていたことだろう。現王が崩ほう御ぎよしたのち、ファニアは玉座に君臨し、ガルメンディア王国を統治していたはず……。


    　自分の思考に気づいて、ファニアは窓ガラスの至近から身体を引き、夜景に重なる自分の表情を見つめた。


    　──後悔など、ない。


    　──恥じることも、ない。


    　夜のガラス鏡に映る自分のすがたは、以前より少し痩やせていた。


    　──わたしは王族だから。個人の意志を持たない。


    　幼いころから、そう教えられてきた。王族は神の代理人であり、私情などというせせこましいものに拘こう束そくされない。


    　──民に君臨し、民を搾さく取しゆし、民のために死ぬ。


    　──それができるからわたしはこの国の王族なのだ。


    　この結婚が王国に繁栄をもたらすのは間違いない。ならば迷うことはなにもない。私心を捨てて、国民の安あん寧ねいのために他国へ嫁ぐことが、王女としての使命。


    　ファニアは鏡に映る自分自身へ、そう言い聞かせる。


    　けれど、どうしても。


    　意識の深しん淵えんから、あの約束の言葉が響く。


    『いつかこの国で革命を起こす。きみにもう一度、会うために』


    　鏡のファニアに、ひとりの少年のすがたが覆い被さる。


    　意識の内壁が、獣に爪つめを立てられたように、重く深く抉えぐられる。


    　旅行先でジェミニ皇帝との婚約を告げられてからもう五か月が経つというのに、覚悟などとうにできているはずなのに。


    　──ルカ……。


    　ファニアは彼の名を呼んでしまう。


    　心から締め出そうとするほど、交わした約束はかえって大きく残響する。


    　ガラス鏡のなか、ルカとファニアが溶け合っている。


    　目を閉じて、そのすがたを遮断する。


    　──ごめんなさい、ルカ。


    　──あの約束は、守れそうにありません……。


    　どこにも届かない謝罪を、ファニアは心中へ投げ落とす。次期女王としての地位を保ったままであれば、ファニアは約束通り王政の中心でルカの革命と対たい峙じして、話し合いによる決着をつけることもできただろう。ルカに革命を主導するよう求めたのは、彼が敵の首謀者であればファニアの言葉が通じるからだ。


    　けれどいまのファニアは、ジェミニに貢みつがれるための贈呈品に成り果ててしまった。あの約束を果たすことはできない。ルカが革命を起こしたなら、きっと王政は武力で迎え撃ち、無駄な血が大量に流れ出る。


    　あの約束を交わしたがために、何千、何万という無む辜この民が血を流し、手足をもぎとられ、死んでいく。そんな結末にだけは、させてはならない。


    　だから。


    　──約束を忘れてください、ルカ。


    　ファニアは祈る。この祈りがルカに届けば、どんなにいいだろう。


    　──いま、どこにいますか。


    　目を閉じているというのに、また、意識そのものをスクリーンにしてルカのすがたが描き出される。


    　洞どう窟くつで大切な本を焼くすがたが。ベオウルフの鞍あん上じようでファニアを胸に抱くすがたが。


    　背中合わせに座った馬で、たわいない話をしたときのことが。カルナタカの戦いのあと、機械兵の肩で抱き合ったときのことが。ウルキオラの住民たちを救うために、たったひとりで敵陣に乗り込んできたときのことが。鞭むち打たれ、傷ついた彼に膝ひざ枕まくらしたことが。


    　そして──交わした口づけが、約束の言葉が、不可視の爪つめとなってファニアの内壁を抉えぐりつづける。


    　──こんな感傷など、捨てなければならないのに。


    　──わたしはまだ、ルカにすがりつこうとしている……。


    　自分をあざけったとき、ふと、思い出した。あれはまだあるだろうか。自分がいない間に、使用人に処分されてしまったかもしれない。


    　クローゼットに歩み寄り、観音開きの扉をあけた。夜会服、大礼服、舞踏会用のドレス……。出ていったときそのままに、ファニアの衣い裳しようは残されていた。きらびやかな彩りと光沢を放つそれらの奥深く、薄汚れた近この衛え兵の上着は残されていた。


    　──あった……。


    　抉られた傷の奥が、またうずく。ファニアはその破れてくたびれた上着を取り出し、ためらってから、ここには自分ひとりであることを確認して、そうっと胸に抱く。


    　かつてルカとふたりきりで敵中突破したとき。雨宿りに駆け込んだ洞窟で、ルカが毛布代わりにファニアにくれた上着だった。


    　ファニアの胸のなかに痛みと温かさと苦しさ、そのほか言葉にならない感情が押し寄せて、汚れた上着を抱く手に力が籠こもる。


    　──会いたい。


    　自制しようとしても、ファニアの心はどうしても、ルカを求める。


    『もしやラランディアにいるのでは。彼はずいぶん、殿下にご執心の様子ですから』


    　昼間、水晶の間で親戚に告げられた言葉が舞い戻る。


    　今日、王がファニアに告げた結婚式の日取りについて、いまごろ廷臣たちは至るところで触れ回っているだろう。宮殿に勤める召使いや庭師や出入りの業者も、自分の生活圏に戻って得意げに言いふらすはず。そして明日には新聞記事となり、ファニアとジェミニの挙式が十か月後に行われることを王国の全住民が知るだろう。


    　──ルカの耳にも遠からず届く。


    　──そのとき……彼はどうするだろう。


    　ファニアは目をあけた。夜に塗り込められたガラス窓のむこうにぼんやり、ラランディア市街地の街灯がまたたいている。


    　このまたたきのなかに──ルカがいるかもしれない。彼がヴラドレン皇太子を誘拐し、戦場から逃亡してからもうすぐ一年になろうとしている。ガルメンディア王国へ潜伏し、ファニアとの約束を果たすため革命の準備をはじめるには充分な時間だ。


    　──ルカに謝罪し、革命を思いとどまらせなければ。


    　──そうしたらもう未練はない。


    　顔を上げ、ガラス鏡の自分を見み据すえる。


    　──運命を受け入れ、王国にこの身を捧げよう。


    　──それが王族としての、最後の誇りだ……。


    　ルカの上着を抱きしめながら、ファニアは切ない決意を胸中に刻んだ。


    



    　†††


    



    　受け入れるわけねーだろ、そんなもん。


    「あと十か月……！」


    　虚こ空くうへそう吐き捨て、ルカ・バルカはソファーの背もたれに上体を預け、燃え立つ眼光をサロンの天井へ突き立てた。


    「ふざけやがって、あのクズが……!!」


    　はらわたで煮詰まったジェミニへの怒りが言葉に変わる。その周囲では「同志」たちが葉巻や紙巻き煙草タバコをくゆらせながら議論に明け暮れていた。


    　絵画、燭しよく台だい、絨じゆう毯たん、そのほか調度品がいちいち華美な大広間に、煙草とウイスキーの香りがもうもうと立ちこめ、紫煙を透かせて三十人近い男たちの影が揺らめいている。声高な主張と野次と拍手の狭はざ間まに怒号も混ざり、今日も酔漢たちは結論の出ない議論に明け暮れている。


    　ラランディア宮殿のお膝ひざ元、上流階級の居住区「シティ」の端。


    　酒造家ラムゼン氏の私邸「ワイン・パレス」を拠点とする政治クラブ「ファビアン・クラブ」──ラムゼン氏が財を為なしたワインの銘柄からこの名がついた──の一員として、ルカはいま天井を睨にらみつけジェミニへ悪態をついていた。


    　傍かたわらではクラブの急進派が、口角泡を飛ばして危機を叫ぶ。


    「この婚姻は明らかに貴族どもの画かく策さくだ！　我々を抑え付けるためにリヴァノヴァの力を借りる気だよ！」「帝国と王国が血縁で結ばれたなら、王政が勢いを取り戻してしまう！　ぐずぐずしていては情勢は悪くなる一方だ、早急になんらかの手を打たねば！」


    　対して穏健派は芝居がかった仕草で両手を広げ、


    「おいおい、まさか式を妨害するわけではあるまいね。ぼくらの敵は王家ではない、あくまで特権にしがみつく貴族たちだよ！」「我々は人権を主張するものであって、暴力によって国体を害するものではない！」「婚姻を王が望むならそれでいい、我々は王政を否定するのではなく、ただ国政への参加を望むものなのだ！」


    　王女ファニアの婚約以来、「ファビアン・クラブ」はふたつに割れて激論を交わしている。おのれの主張に固執するもの、相手の話から融和的な解決策を持ち出そうとするもの、他の議題の肩慣らしのために嘴くちばしを突っ込むもの、趣味的に議論のための議論をするもの……。有う象ぞう無む象ぞうが交わす意見に結論が出ることはない。いつも最後は疲れ果て、混こん沌とんとしたままソファーや床で寝入って朝を迎える。会員たちは二十代前半から四十代後半の男性が中心で、なかには爵位を持つ急進的貴族も二、三人いるが、他の百三十余名はほとんどが平民だった。


    　現在、王都ラランディアだけでこうした政治クラブは七つある。いずれも数名の議員を「王都議会」に送り込んでいるが、彼らの議案が可決されたことは過去に一度もない。議会は貴族と聖職者と平民の三部に分かれており、平民の提案はいつも貴族と聖職者に否決されて、賛成一、否定二で通らない。反対に貴族・聖職者側の提案は賛成二、否定一で可決される。立法府が実に幼稚なやりくちで庶民に過酷な法律を押しつけてくる現状を改善するため、いま平民たちは盛んに政治クラブを結成して、修道院や富裕層の私邸を集会所として自みずからの権利を主張しはじめていた。


    「きみは議論に参加しないのか、ルカ」


    　ソファーにふんぞり返ったまま黙もつ考こうに沈むルカへ声をかけてきたのは、騎兵メルヴィル。昨年、ジェミニを裏切って以来ずっとルカに付き従ってきたこの精せい悍かんな没落貴族もまたファビアン・クラブの一員として、夜な夜な退屈しのぎに明け暮れていた。


    「今日はそういう気分じゃねえ。もともと好きでもねえし」


    　目線は天井に合わせたままつれなく答えると、メルヴィルは楽しげに笑う。


    「おれが思うに、ジェミニはこの婚約に政治的な意義など求めていない。これは単に、きみへの嫌がらせだよ」


    　ルカはじろりと目だけをメルヴィルへむける。


    「嫌がらせのスケール、でかすぎっだろ」


    「それをやるのがジェミニだ。通常の思考回路でやつの行動を測ってはならない。きみへの憎しみを晴らすためなら、名家のプライドなど平気で捨てるさ、今回のようにね」


    　これまでリヴァノヴァ皇家とガルメンディア王家の間に血縁がなかったのは、どちらかが先に折れて相手に関係を請うしかなかったからだ。プライドの高い両家がそんな不名誉を自みずから望むはずがなく、そのプライドのゆえに無駄な戦争が繰り返された。しかし新皇帝ジェミニはそんな見栄など一いつ顧こだにせず、自らガルメンディア王へ親書を送ってファニアをもらいうけたいと要請してしまった。王宮で育たなかったがゆえ、ジェミニは慣例も名誉も全く頓とん着ちやくなく、新しい施策へ踏み切ることができる。


    「すべてきみのせいだ、ルカ」


    　メルヴィルはずけずけと言葉をつづける。


    「きみが原因となって王女は醜しゆう聞ぶんに巻き込まれ、王位継承権一位から降等した。結果、本来は女王となるはずだった彼女は身売りのように他国へ嫁ぐはめになってしまった」


    「……………………」


    「それだけではない。皇帝ジェミニも、きみが生んだようなものだ。第四次ドル・ドラム戦役におけるカロルメン台地の闘争の結果、ヴラドレン皇太子はきみと共に帝国から逃亡する道を選んだ。きみに出会わなければ皇太子は国外脱出という暴挙に出ることなく、ジェミニの戴たい冠かんはなかっただろう」


    「……………………」


    「きみが原因でファニアはジェミニの慰み者に成り果てるのだ。愛いとおしい王女殿下がそんな目に遭うというのに、きみはここで天井を睨にらむだけかね？　責任をとりたまえ。自ら先頭に立って革命の旗を掲げるのだ。王政など木こっ端ぱ微み塵じんに破壊して愛しい王女をその胸に抱くがいい、それがきみの天命だ」


    　メルヴィルは胸に左手を添えて右手を高く掲げ、舞台役者みたいな台詞せりふを謳うたう。ルカは仏ぶつ頂ちよう面づらを持ち上げて、


    「……飲んでるだろ」


    「あぁ。しこたま飲んだ」


    「……心配すんな。このまま終わらせねーよ」


    　フロアではついに論客同士のつかみ合いがはじまってしまった。ファビアン・クラブでは日常的な光景だ。田舎いなかからやってきた野心的な文士、メルヴィルのような没落貴族、貴族の特権を自分のものにしたい富裕商人、王政に恨みを抱く貧民あがりの作家、理想に燃える弁護士……。さまざまな出自の会員たちが集い、この煙たいフロアで日夜議論を重ね、新しい社会の在り方を模索して、市民に行動を呼びかける……はずなのだが、議論に結論が出ることはなく、情熱を持てあました同士が野の放ほう図ずにおのれの主張をぶつけあう、ただ暑苦しいだけの議論がここでは繰り返されている。


    



    　ルカたちがジェミニの元を離れ、リヴァノヴァ帝国軍から脱走したのが去年の三月のこと。


    　メルヴィルと歩兵隊長ガヴーは総勢三百六十名の配下を引き連れてルカに合流し、ミズキ、アステル、ヴラドレン皇太子と共に南ユルガ山脈を踏破、イノリ川を渡ってゼノビア都市連合を横切り、四月十二日、夜や陰いんに紛まぎれてバール川を渡ってガルメンディア王国へ秘密裏に入国した。


    　そのとき流る浪ろうの一行に手を差し伸べてくれたのが、ファビアン・クラブの主催者でありヴラドレン皇太子の知ち己きであったラムゼン氏だった。氏はルカが連れてきた三百六十名の兵士たちを自みずからの私兵として雇い入れ、隠れ家としてこのワイン・パレスの一角を提供した。ルカたちは現在ここワイン・パレスに起居して、反体制的な活動に邁まい進しんしている。


    　ちなみにラムゼン氏がルカたちを囲い込んだのは親切心からではない。氏のような富裕層ブルジヨアの目的は、貴族の特権を自分たちのものにすることだ。不平分子を煽あおり立て、いつか貴族を排除して富裕層がその椅い子すに座りたい。各地の政治クラブの背後にいるのは、新たな時代の貴族を目指すラムゼン氏のような富裕層だった。


    　そしてルカもまた、ラムゼン氏の力を利用している。


    　──金持ちの力を集めれば、貴族に対抗できる……。


    　ことを為なすにはカネと人脈が必要だ。ファビアン・クラブにはそれがある。たとえいつもは無駄な論争に明け暮れ主張が相反していても、蜂ほう起きの際、クラブの会員たちはルカの心強い味方となってくれるだろう。


    　ちなみにヴラドレン元皇太子はルカたちをここに落ち着かせたのち、行く先も告げず三人の従者と共に行方ゆくえをくらました。そしてつい二週間ほど前にふいっとルカの前に現れた彼は大貴族から特許状を得て「武器商人ラヴレンチ・コンパンツェフ」を名乗り、各地の反抗勢力に武器を横流ししつつ、ファニアとジェミニの結婚式を妨害する気まんまんだった。


    「余だってファニアに求婚したかった。だが皇家が先に頭を下げるわけにはいかんから我慢しておったのだ。それなのに弟ジエミニは簡単に頭を下げおった。断じて許せぬ。式をめちゃくちゃにしてやるぞ、手伝えルカ・バルカ」。その熱意に押されながらもルカが了承を伝えると、ヴラドレンは満足げに頷うなずいて再び行方をくらませた。


    



    　物思いに沈んでいると、若い会員がルカの傍かたわらに寄ってきて文句をつけてきた。


    「ルカ、あなたはいつまで隠れているつもりなのです。そろそろ存在を明らかにしてもいいのでは？」


    　ルカは片目を若者にむける。またこいつか。田舎いなかから出てきた孤児あがりの弁護士、カミーユ・ロベル。
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    「……なにしろお尋ね者だからな。名乗って自分で面倒増やすのもバカらしいし」


    「あなたほどの人気ものが悠長すぎませんか？　テラノーラ戦役を勝利に導き、ウルキオラ暴動を無血で収束させ、ドル・ドラム戦役では帝国の英雄となったあなたが、この回天の時代にいつまでもこんなところでこそこそしているのは社会の損失であると考えます」


    　ルカは鼻を鳴らしてカミーユに答える。カミーユの言うとおり、この一年、王都では英雄ルカを待望する声がそこかしこであがっている。ファビアン・クラブにルカが所属していることが世間に知られたなら、大衆は大喜びで反王政の旗はた印じるしにするだろう。


    　だが、存在を知られた瞬間に衛兵隊がワイン・パレスに突入してきてルカを捕らえ、断頭台へ運んでいくこともまた確実。なにしろルカ・バルカはウルキオラ暴動の首謀者として、ここガルメンディア王国ではいまだ指名手配の身の上なのだ。


    「それより先にやることがあんだよ。おれがいま旗振ったって、他の政治クラブとか、他の街の不満分子とか、そういうのと協力できてないと、一過性の騒ぎになっちまう……」


    　相手にしないルカに、カミーユは不満そうだ。痩やせて顔色が青白く、度の強い丸まる眼鏡めがねを掛けたカミーユは、一見するとキュウリそっくりで頼りない。しかし眼鏡の奥をよく覗のぞき込んだなら切れ長の瞳には理想の炎がめらめらと燃え立ち、いざ論壇に立つと知識と情熱に裏打ちされた弁舌が聴衆を圧倒、心を鷲わしづかみにする。


    「あなたを捕らえようと官憲が来ても、民衆たちが黙っていませんよ。わたしたちの長年の活動が実り、いまやラランディア市民は黙って貴族に搾さく取しゆされるような子羊ではなくなっている！　あなたは飢えて踏まれることしか知らなかったひとびとに、勇気と希望を与えているのです。どうか一刻も早く彼らの思いに応えてあげてください」


    　カミーユは言葉の端々に情熱をにじませながらルカへ訴えかけてくる。自分の信念を微み塵じんも信じて疑わないのがカミーユの強みであり、怖さでもあった。


    「心配ありがと。でも、充分布ふ石せきを打ってからじゃないと表に出たって意味ない。これでも慎重なんだよおれは」


    　諌いさめるが、カミーユの静かな情熱は収まらない。さんざん次の社会の理念について熱弁を拝聴させられてから、疲れ切ったルカはワイン・パレス一階の大広間を出た。宮殿パレスを自称するだけに邸宅は広大で、大広間のある主棟の左右に西棟と東棟があり、ルカの部屋は東棟の三階にあった。


    　天てん蓋がい付きのベッドに黒こく檀たんのクローゼット、壁灯、銀の燭しよく台だい、馬ば巣す織りの絨じゆう毯たん。爵位もない流れものにあてがうには豪勢すぎる部屋だが、ラムゼン氏はいまだ市民に大人気の「悲劇の英雄」ルカ・バルカを招き入れることを大いに喜び、好きなだけ逗とう留りゆうするよう言ってくれた。


    　第七次テラノーラ戦役で、ウルキオラ暴動で、そして四次に及ぶドル・ドラム戦役で、ルカが打ち立ててきた功績は、王侯貴族よりも庶民の間でより広く熱狂的に支持されていた。命がけで戦いつづけてきたその見返りとして、いまの好待遇がある。


    　水差しの蒸留水をあおり、なんとなくベランダへ出て冷たい夜気を頬ほおに受けた。


    　夜空には星がまたたき、彼方かなた、市街地を見下ろす丘の上にラランディア宮殿が蒼あおく浮き立っていた。会員の報告によれば、今日、王女ファニアは四年五か月ぶりに宮殿へ戻り、王から結婚式の日取りを告げられたという。


    　──あそこにいま、ファニアがいる。


    　以前より少し長くなった髪の隙すき間ま、ルカの眼まな差ざしが厳しい光を帯びる。


    　ぼんやりと青白く、海底の深海魚みたいに光る宮殿はなんだか、ファニアが囚とらわれた魔王の城のようにも見えてくる。


    　ようやくここまで来た。手を伸ばせば届きそうな場所に、かけがえのないひとがいる。


    　星空の幔まん幕まくに、忘れ得ぬファニアの笑みが映じる。


    　第七次テラノーラ戦役の勝敗を決するカルナタカの戦いのあと、機械兵の肩の上で抱ほう擁ようを交わしたとき、はじめて見せた可か憐れんな笑みはルカの魂の中心に刻印されてしまった。ファニアが自分を信頼し、ふたりで時代を転換させようとまで言ってくれたことがとても誇らしく、うれしかった。以来、革命のために邁まい進しんしてきた。リヴァノヴァ帝国へ流れて傭よう兵へい稼業に身をやつしたのも、やがて来る蜂ほう起きの日のため部隊指揮の経験を積むのが目的だった。


    　そしていま、自分はファニアと同じ、この街にいる。


    　指揮官として充分に経験を積み、それなりの名声と人気、人脈も得た。アステル、ミズキ、メルヴィル、ガヴー、そしてヴラドレン。頼もしい仲間もいる。ファビアン・クラブの会員たちもルカの意見には一いち目もく置くところがあり、一枚岩とはいえないが、いざ決起のときが来たなら協力してくれるはず。あとは具体的な蜂起計画を立てるのみ……と思っていたが、ここに来て予想外の方向から邪魔が入った。


    「……悪ふざけにもほどがある」


    　星に透けたファニアの笑顔に、ジェミニのイヤミったらしい笑みが覆い被さる。


    　先ほどのメルヴィルの言葉が頭ず蓋がいへ舞い戻って、ルカは拳こぶしを握り込む。


    　──おれへの嫌がらせのために、国を巻き込みやがった。


    　真っ当な人間の感覚では理解不能だが、ジェミニならやりかねない。あいつは軍事的天才であると同時に救いようのないクソガキでもあるのだ。神聖リヴァノヴァ帝国という巨大な玩具を手に入れてしまったクソガキが、早速その力を使って国際的スケールの嫌がらせを仕掛けてきた。


    　──嫌がらせは成功だ。腹立って仕方ねーよ、ジェミニ。


    　──今度はおれの番だから泣きわめく準備しとけ。


    　彼方かなたのラランディア宮殿を睨にらみつける。


    　──あと十か月。


    　悠長にはしていられない。民の不満を煽あおり、政治クラブ間の結束を図り、いかにして王政を打倒するか、その方策も考えねばならない。


    　まず肝きもに銘じておくべきは。


    　──おれが立てば、多くの血が流れる。


    　蜂ほう起きしたなら必ず、王国軍との戦闘になる。王国軍総司令官はクラウディオ枢すう機き卿けい、参謀長はマクシミリアノ大将。ウルキオラ暴動を力尽くで制圧しようとしたマクシミリアノは、ルカを憎んでいる。


    　──軍事衝突はファニアの意志に反する。だけど……。


    　ファニアがルカに革命を要請したのは、最終的にファニアとルカが話し合いでことを収めるためだ。しかしいまや、ファニアは王国の外交道具となってしまい、中心的な役割を果たせない。それでもルカは、このまま革命を遂行するつもりでいる。


    　──おれはもう、引き返せないところまで来てる。


    　メルヴィルとガヴーは、ルカの革命の意志に従ってジェミニの元から離反した。ファビアン・クラブの面々も、ルカが革命を志すからこそ仲間として迎え入れ、官憲の目から匿かくまってくれている。ラムゼン氏もヴラドレン元皇太子も、これまでのルカの実績を評価しているからこそカネや人脈を提供してくれているのだ。状況が少しばかり変化したからといって「やっぱり無しで」というわけにはいかない。


    「こんな国、ぶっ壊してやるよ、ファニア」


    　夜のさなか、蛍ほたる籠かごみたいに浮かび上がる宮殿へ、ルカは決意の眼まな差ざしを突き立てた。


    



    　翌日、ルカはミズキとアステルを連れて、視察のため久しぶりに街へ出た。


    　三人ともウルキオラ暴動以来、王国ではいまだお尋ね者の身の上だ。ルカは特に顔の入れ墨というわかりやすい特徴があるため、巡礼僧に変装していた。裾すその長い木綿のローブを全身にまとい、顔をフードで隠せば目立たずに済む。ミズキとアステルも同じく指名手配の身の上だから、同じ扮装で顔を隠した。


    　王都ラランディアの中心街、シティは活気があった。このあたりは貴族や富裕市民層が暮らす地区であり、舗ほ装そう路も整備が行き届き、主立った通りにはガス灯も完備されている。二月の大気は石炭ストーブの煤すすで黒く汚れているが、人通りは絶え間なく、幅の広い道に馬車が相変わらず渋滞し、道路を横切る牛乳売りや新聞売りの少年に御ぎよ者しやが怒声をあげている。市場にも食べ物はたくさん並んでいて、身なりの良い婦人たちが露店の商品棚を巡りながら今日の献立を思案していた。


    　辻説法する弁士が目立つ。官憲の目など気にすることなく、過酷な税制や議会における不平等、庶民が人権を主張する必要性について胴どう間ま声ごえを張っている。聞き入るひとも多くいて、特に次のような意見には聴衆からの賛同が大きい。


    「我々市民は国王と貴族と教会の三者に納税しているのです！　なのに貴族と教会は納税を免除されている！　なぜです、なぜ我々だけが搾さく取しゆされ、彼らだけが肥え太っているのです！」


    　聴衆たちは不満顔を露あらわに、貴族や教会に対する怒りの声を上げる。


    「議会だって一見多数決の体裁を取っていますが、採択されるのは必ず貴族と教会の意見だけです！　こんな子どもじみたごまかしに、いつまで従うおつもりですか!?　我らは踏みつけにされるために生きているのではない、人間として当然の権利を主張するときがいま来ているのです！」


    　人垣から歓声と指笛が起こり、賛同の印として頭上に掲げられたハンカチがくるくると振られる。王国において最も裕福な市民が集まるシティですら、反体制派が主流となっている様子。


    　演説者を取り巻く人垣を少し離れた場所から眺めつつ、ミズキはにこにこしながら両手を頭の後ろにあてた。


    「いつもおれらがクラブでやってる議論と変わらないよな」


    「みんなの不満点は一緒だからな。食べ物なさすぎ、税金取られすぎ、意見聞いてもらえなさすぎ。庶民が黙って踏まれつづける時代じゃなくなってきてんだよ」


    　活版印刷技術が発達し、個人の隠れ家で反王政のビラや小冊子を印刷してばらまくことが可能になって、王都の市民たちは急速に「人権」という概念を理解するようになっていた。日一日、王侯貴族に対する不満は蓄積されていき、王政の足下に積まれた藁わら束は厚みを増していく。


    　と、ルカの傍かたわらから、アステルが怪け訝げんそうな顔をミズキにむけて、


    「いま、おれら、って言った？　あんた、議論なんかしてたっけ？」


    　どうでもいいことを聞いてくる。ミズキはアステルに目を剥むいて、


    「や、やったことくらいあるぞ！　相手がなに言ってっかちっともわかんねーから最後は殴っちゃったけど……でもやったことはある！」


    「殴ってんじゃん。だいたいあの演説してるひとたちも結局、金持ちに味方して自分が得したいだけでしょ。貴族にお金あげるのいやでーす、ってひとこと言って終わりでいいのに」


    　能天気だがそれほど的外れでもないことをのたまいながら、アステルは焼き芋の袋に片手を突っ込み、むしゃむしゃ食べはじめる。


    「うるせえ黙れバカ女、つーかお前いつのまに芋買った!?　おれにもよこせ！」


    　ミズキは怒り心頭の表情でアステルから芋をひとつ奪った。ルカは呆あきれ顔で、


    「お前、いまおれら坊さんの格好してんのわかってるか？　道歩きながら芋食う坊さん、そうそういねーぞ」


    「たまにはいいじゃん、あたし好きだな、そういうお坊さん」


    「お前の好き嫌いは関係ねえ。つーか、芋、高かっただろ？」


    「うん。六つで二十四ベリエ」


    「たっけー。やっぱ食糧不足なんだなー」


    　ルカが子どものころは、同じものが三ベリエで買えていた。すでにしてひどいインフレがはじまっている。これでは庶民は生活できまい。


    　ノルドマン大通りを西へくだっていくと、職工や作業員、店を持たない行商人などの一般庶民が暮らす街区へ入った。こちらは道路もあちこち穴があき、ガス灯も設置されず、道ばたには物ごいが多数いる。


    　行き交うひとびとの目は暗くて澱よどんでいた。慢性的な食糧不足に加え、仕事もなく、それでも税金は課される。払えなければ徴税請負人が大勢の手下を引き連れて、暴力を使ってなけなしの持ち物も家族も奪っていってしまう。そこかしこに溜まった女房たちから漏れてくる嘆きの声を聞いたなら、この地区の住民たちはつつけば破裂するだろうことは容易にわかる。


    　ぼろを着た子どもたちが、殺気ばしった目でルカたちを眺めていた。そういえば孤児の窃せつ盗とう団が増えていると聞いた。抜け目なさそうにじろじろとルカたちの身なりを観察する子どもたちが、たまらなく哀れだった。シルフィを助けたくてスリを働き、顔に入れ墨を入れることになったルカには、子どもたちの気持ちが痛いほどわかった。彼らはやりたくてやっているんじゃない、生き延びるために仕方なく罪を犯しているのだ。


    「あの子らにお金、あげていい？」


    　アステルがそんなことを聞いてくる。ルカは首を左右に振る。


    「ダメだ。物ごいになっちまう。かわいそうに思うなら、あの子らが腹いっぱい食えるように世の中変えるしかないんだよ」


    　ゔ──……とアステルは不満そうに呻うめくが、施しはしなかった。子どものころからひとにモノを乞うのが当たり前になったなら、引き返せなくなる。冷たいようだが、彼らのためにも施しは厳禁だ。


    「このままじゃダメだよな、やっぱり……。いまの王さまに任せてる限り、いつか絶対、すっげーでかい暴動が起きる」


    　ミズキの言葉に、ルカも頷うなずく。貴族は庶民が飢えて苦しもうが頓とん着ちやくしない。そもそも王侯貴族以外は人間扱いしていない。しかし「人権」を知った庶民たちは、いつまでも踏まれてはいない。もうすでに蜂ほう起きの動きはそこかしこにある。そして恐ろしいことに、王侯貴族はそのことに気づいてもいない。いや、知っていても自分には関係がないと思い込んでいる。生まれてからこれまで「今日はなにをして遊ぶのか」しか考えてこなかった人間たちは、徹頭徹尾、危機感とは無縁だ。だから街の様子など視察もしないし、どんなに不況が長引いていても平気で税金を課してくる。


    　──おれが先頭に立って旗を振れば、庶民は必ずついてくる。


    　ルカはそれを確信する。ラムゼン氏はルカを囲い込んで以来、ほぼ毎週のようにルカの功績を称たたえるビラや小冊子を街角にばらまき、ファビアン・クラブの弁士たちもことあるごとに「ルカがいつか帰ってくる」などと言いふらして民衆の期待を煽あおっている。いまここでルカが正体を明かしたなら、たちまちこの通りは群衆であふれかえって、ラランディア宮殿を目がけ「パンをよこせ」と叫びながら行進がはじまるだろう。


    　蜂起することは簡単だ。いつでもできる。


    　──だが、いまじゃない。


    　ルカが案じるのは敵よりむしろ味方だった。蜂起の中心となるのは王都にある七つの政治クラブの会員だろうが、クラブ間での意見が全く折り合わない。どうやらクラブの背後にいる大ブルジョアの利害が衝突しているらしく、王政を打倒したのち、どういう体制で国家を運営するのか、意見が全く一致しない。


    　なかでも問題になるのが、王族の扱いだ。


    　憲法で王の権力を規制して残すか。すべての権力を取り上げ、象徴として残すか。はたまた国外追放にするか。いっそのこと処刑するか。


    　これに関しては特に喧けん々けん諤がく々がくの議論になり、いまだに一致を見ない。一致しないまま蜂起してしまえば、国政を担うことができたとしても必ずそのあと内部闘争がはじまる。そのときルカ以外の人間が主導権を握ったなら、ファニアを処刑しかねない。そんなのはジェミニと結婚するよりひどい結末だ。


    　だから。


    　──おれが意見をまとめるべきだ。


    　政治は正直、苦手分野だ。だがそんなことも言っていられない。


    「パレスに戻ろう。カミーユたちと話さなきゃ」


    　促うながすと、ミズキはにっかり笑った。


    「お、顔がやる気になってんぜー。やっと腰あげる気か？」


    「腰あげるっつーか地道な根回しを開始する。こっからしばらく、おれの戦場はサロンだ。ラランディアだけじゃない、他の主要都市も回って味方を増やさなきゃ。お前は退屈だろうから部下鍛きたえてろ」


    「おっけー、しばらく郊外で練兵しとくよ。ていうか、いくらお題目唱えたって、最後は王国軍とやり合うんだろ？」


    「やりあうだろうけど、できるだけ被害が少ない道を探す。無駄な血を流さない、ってファニアと約束したからさ。おれを支持する人間を増やせば、そういうことも可能になる」


    「あたしは？　なにすればいい？」


    　尋ねるアステルを振り返って、ルカは笑いかける。


    「おれを護衛しろ。これから官憲に追われながら活動しなきゃいけない。危ないときはお前頼みだ、おれから絶対離れるな」


    　告げると、アステルは仏ぶつ頂ちよう面づらをたたえ、腕組みをして爪つま先さきで地面をとんとん叩く。


    「なにそれ。あたし、あんたの用心棒？　なんかすごいムカつくんですけど。それってあんたとずっと一緒にいなきゃいけないってことじゃん」


    「仕方ねーだろ、我慢しろ。できるだけうまいもん食わせてやっからさ」


    「……ふん。……おれから絶対離れるな、とか、なにそれ格好つけて。偉そうに」


    　もごもごしながらルカの言葉を反復し、アステルは仕方なさそうに了承した。


    「頼むぜ、ミズキ、アステル。たぶんあと半年くらいは地味な時間になるだろうけど、我慢して手伝ってくれ。世界を変えるぞ、おれたちの力で」


    「おう、任せとけ！　出番が来たら大暴れしてやる！」


    「なんかよくわかんないけど、まあ、おいしいもの食べられるならがんばろうかな」


    　ミズキは元気よく、アステルは戸惑いながらも了承して、ルカと一緒に帰路についた。


    　──さあ、革命をはじめよう。


    　道の先へルカは目線を据すえた。戻れない道を三人は共に歩いた。


    



    「ともかくいま為なすべきは、議会のシステムを変えることです。政権転覆後の王の扱いなど、先の話すぎて取り扱う意味がありません」


    　ワイン・パレスのサロンにて、カミーユはルカの話をそう遮さえぎった。


    「いまやっとかないと、あとで大変なことになるんだよ。八十年くらい前、グルーボブ王国で似たようなことがあった」


    　ルカはかつて存在したウェイステッドランドの王国について話した。絶対王政を敷いた王に対し、貴族と富裕層ブルジヨアが結託して計画を練り、王族を皆殺しにした。だが次は利権を巡って貴族と富裕層が対立し、互いの私兵同士が三年に亘わたって内部抗争を演じて疲ひ弊へいし、結果的に東から来た騎馬民族ドル・ドラムに征服されてしまった……。


    「貴族も金持ちも力尽くで王を排除したあと力尽くで互いを排除しあって滅ほろびた。王政を拒絶したあと、誰が、どういうかたちでこの国を運営するのか、やるからにはそこまでビジョンを持っていないと、内側から崩壊する」


    「いまの段階でそれを持ったとしても現実を変える力にはならないでしょう。まずは王都議会の不平等を改善するよう、平民議員が結託して王へ上申書を奏そう上じようすることからはじめるべきです。それが通らなかったならば改めて違う方策を……」


    　ルカは鼻息を抜いた。他人を説得する、とはこれほど難しいのかと改めて思う。カミーユはいうなれば、ファビアン・クラブの中道派の代表だ。言っていることは正しいが、しかし正しさだけでは世界は変わらない。


    「通るわけないんだよ、そんなもん。おれたちがいくら正しいこと主張したって、王さまも貴族もただの言葉なんか相手にしない。現実を変えるのは武力だ、言葉の正しさじゃない」


    「暴力で世の中を変えるというのですか？　それは野蛮人のやることでしょう、我々はあくまで文明人として、言論によって議会制度の変革を……」


    「無理。絶対に最初は暴力からはじまる。問題は相手を殴り倒したそのあとで……」


    　カミーユは呆あきれ顔でルカを正面から見やると、眼鏡めがねのつるを片手で押し上げ、


    「暴力で立ち向かって勝てると思うのですか？　王はその気になれば、二、三週間で二万の軍勢を王都へ集合させる力があるのですよ？　暴力で勝てないからこそ、我々は言論によって王の良心に訴えかけ……」


    「おれは勝てると思ってる」


    　即答すると、カミーユの呆れ顔が深くなった。


    「暴徒が軍隊に勝てると？　お言葉ですがルカ、そんな事例は世界史に存在しません」


    「そんな歴史をこれから作るんだよ。必ず勝てる。ウルキオラ暴動のとき確信した。王侯貴族に対する不満は、おれたちだけじゃない、兵士だって持ってる。いや、兵士のほうが庶民よりずっと根深く持ってる。その兵士の心情を狙い撃ちにする」


    　十二歳で傭よう兵へい稼業に身を投じたルカだから、兵士の気持ちがわかる。王国軍の九割を構成する戦列歩兵が、街や村から無理やり徴集された庶民だ。過酷な訓練を押しつけられ、戦場では四方を槍そう騎き兵へいに囲まれて、砲弾と弾丸の嵐のなかを否いや応おうなく敵陣へ行進させられる。彼らが敵陣へ突き進むのは勇敢だからではない、敵より味方の槍騎兵のほうが怖いからだ。上官への信頼など微み塵じんもなく、兵舎や露営地では上官の悪口は当たり前だし、王侯貴族への恨み言も当然のように吐き散らされている。


    　そして最前線で兵を統率する下士官や曹そう長ちよう・軍曹たちも、貴族に対する恨みつらみを持っている。どれほど戦功を立てようが、庶民出身の彼らの出世の限界は少尉までであり、その上は貴族の身分でなければなれない。結局のところ貴族の使い捨ての駒こまであることを彼ら自身が身を以もつて知っている。士官と兵の橋渡しをする下士官たちの間に堆たい積せきした負の感情もまた、ルカの標的だった。


    「ビラのアイディア、おれも出すよ。王国兵の仕事は臣民を守ることであって、殺すことじゃない……みたいなのを風刺画付きで、兵士の目に触れる場所にまき散らしたい。下士官や曹そう長ちようクラスが民衆側に立ってくれたら、王国軍は軍として機能しなくなる」


    　カミーユは言葉を呑のんで、いまの意見を黙もつ考こうした。いつのまにかふたりの周囲にファビアン・クラブ会員たちのほとんどが集まり、議論の行方ゆくえを見守っていた。


    　ルカは彼らにむかい、おもむろに尋ねる。


    「ところで誰か、知り合いに音楽家がいないか？　みんな一緒に歌いやすい、みんなで一緒に盛り上がれる歌を作って欲しいんだけど」


    　会員たちは互いに顔を見合わせ、そのなかのひとりが手を上げた。


    「わたしの妹はピアノの家庭教師をしていて、作詞作曲もするよ。みなが盛り上がれるかは保証できないが」


    「紹介してくれ。簡単じゃないだろうけど、みんなでアイディアを出し合って、最高の歌を作りたい。それができれば、おれたちは勝てる」


    　ルカが笑いかけると、手をあげた会員は不安そうにしながらも後日、妹をここに連れてくることを約束した。


    　ルカは椅い子すから立ち上がり、周辺の会員たちへ語りかける。


    「おれはそろそろ動くことにした。官憲に狙われるだろうけど、迷惑はかけないつもりだ。ここにいるみんなを信頼してるし、アテにもしてる。これからも頼むよ」


    　呼びかけると、会員たちは喜びに顔を輝かせた。


    「これから忙しくなるぞ。ここにいるみんなで新しい風を起こそう。ファビアン・クラブが新しい時代の中心になるんだ」


    　そう告げると、四十名あまりの会員たちは賛同の唱和とともに、掲げたグラスを近くの友人たちと打ち合って喜びを表した。


    　ついにルカ・バルカが動きはじめる。革命はいまここからはじまるのだ。この場に居合わせたファビアン・クラブ会員全員がそのことを感じ取り、高こう揚ようしていた。


    「ファビアン・クラブに栄光あれ！」「ルカ・バルカに栄光あれ！」「いまこそ革命のとき！　我らが自由を勝ち取るとき！」


    　そんな唱和が自然に発生し、朗々とサロン内に反響する。折り重なる声の中心にいるのはルカであることを、会員たちは理解していた。


    



    　それから──。


    　ルカはアステルと共に王都内の各政治クラブを渡り歩いた。さまざまな人間がさまざまな思惑を秘めて集会所に集まり、より良い社会の在り方について議論していた。純粋な使命感に駆られたもの、正義感を持てあましたもの、ただヒマなもの、貧乏すぎて投げやりになったもの、バカ騒ぎしたいだけのもの、暴動を起こして顧客台帳を焼き払い借金をちゃらにしたいもの、有う象ぞう無む象ぞうが高潔さと低俗さの振幅を往来しながら、議論したり野次ったり煽あおったり殴り合ったりしていた。


    　ルカはその熱気でむせ返るような人間の渦をかき分け、各クラブの中心メンバーとの接触を持った。共和主義者、立憲主義者、自由主義者、共産主義者に無政府主義者……新しい社会における王の在り方についてはそれぞれの立場から議論百出、意見が一致することはほぼなかった。


    　──こりゃ厳しい。


    　毎晩あちこちのサロンで議論を重ね、ルカは改めてそんな感想を抱いた。王というみなが仰あおぎ見る絶対的権威のもとでひとつになれる体制側とは違い、反体制側に突出したリーダーはおらず、構成員の身分も目的も雑多すぎて、とても一枚岩にはなれそうにない。このまま蜂ほう起きしたなら、力尽くで王政を打倒したとしても、反体制側が統治する国家は以前よりさらに乱れるだろう。


    　その事態を避けるにはどうしたらいいか。


    　──おれが反体制側の中心になればいい。


    　ルカは毎晩遅くまで政治クラブの幹部たちと会合を重ね、自分の理想と彼らの意見をすり合わせていった。討議を重ねるほどルカの理想は研磨され、シンプルに鋭くなっていった。


    「おれは身分を問わず、みんなが人間らしく生きられる社会を作りたい。意見の違いはあるけど、そこのとこはみんな賛成してくれるよな？」


    　この言葉はおおむね賛同を得た。みながひとつにまとまるための理念は可能な限りシンプルでわかりやすいものが良い。まずは反体制側に全員が見上げることのできる大きな幹を一本据すえて、そこから話をはじめよう。枝葉の細かい議論は後回し。可能な限り時間をかけて、足を棒にして王都内の七つの政治クラブを巡り歩きつづけ、自分の理想を彼らに擦りつけていくうちにだんだん、ルカの弁舌は磨かれていった。


    「あんたなんか最近、話し方が役者っぽくなってない？」


    　サロン巡りをはじめて三か月ほど経ったころ、いつものように巡礼僧すがたでガス灯の照らし出す夜道を歩きながら、アステルはそんなことを聞いてきた。


    「んー。そうか？」


    「うん。サロンで議論してるときとか、なんかお芝居してるひとみたいになってる」


    「……議論のときは仕方ねえ。うまいこと要点まとめて話さないと、自分の考えを他人に伝えることできないから」


    「ふーん……」


    　夜道を歩きながら、アステルは気に入らなそうに返事する。


    「なんだよ。言いたいことあるならはっきり言え」


    「……別に。でもなんか……ちょっと、あれっていうか……」


    　珍しくアステルが言いよどんでいる。ルカにはなんとなく、アステルの喉のどの奥で強こわばる言葉が読めた。


    「おれ、変わったかな？」


    　ん……とアステルは少しうつむき、むくれたような顔を上げる。


    「なんかさ。ちょっと今日、あんたが遠いなー……って思っちゃった」


    　その言葉に、ルカもなんとなく合点がいく。


    「……似合わないことやってんなー、とは思うよ、おれも。もともと人前で喋しやべるの、そんな得意じゃないし。部屋で本読んでるほうが好きだし」


    「……うん。……なんか……無理してる感じ、伝わる」


    　そうかもな、とルカもしみじみする。サロンでの政治的工作は正直、気が滅入ることのほうが多い。他人を口先で丸め込んだり、自分の意志を押しつけたり、自分から率先して他人の上に立ったり、そういうことは本来ルカは苦手だ。けれどファニアとの約束があるから、得意でないことも無理やり学んで対人スキルとして習得してきた。最近はそんな自分にそれほど違和感も抱かなくなってきていたが、アステルから見ると、ルカがルカでない別人のように見えるのだろう。


    「お前と会って、もう五年か……。なんだかんだでずっと一緒にいるもんな……」


    「あー。もうそんなになるかな……」


    「自分じゃ気づかないけど、おれも変わってきたのかな。いろいろあったし……たくさん仲間もできたし、考えることも増えてきて……。昔みたいに自由じゃいられなくなった」


    「…………うん。わかってるけどさ。無理してるなー、って時々、思っちゃって」


    　アステルなりに、心配してくれているらしい。生意気だしわがままだし大食漢だが、アステルはときどき優しい。ルカは笑いかける。


    「おれが変なふうになっちゃったら、お前が教えてくれよ。自分じゃ気づけないから」


    「……変なふうって？」


    「時々、自分でも違和感あるんだ。英雄だ英雄だ、ってみんなから持ち上げられて、褒ほめられてると、なんか、自分が知らない自分が出てきそうなときがあって、怖い」


    「……………………」


    「だから、偉そうだったり、傲ごう慢まんだったり、調子こいたり。他人のこと踏みにじって自分だけ得しようとしたり。おれがそういう、バカな貴族みたいなことしそうになったら、お前が教えてくれ。お前が一番、おれの近くにいるし。おれの変化は、お前が一番先に気づくと思う。お前にそう言われたら反省するからさ。頼む」


    　ルカは笑顔でそう頼んだ。アステルはしばらく黙って、うん、と頷うなずいた。


    「……いいけど。でも、ひとのうえに立つ、ってある程度、偉そうにしてなきゃいけないんでしょ？　戦争のときとか、無茶な命令もしなきゃいけないし……」


    「そういう仮面はかぶるよ。怖いのは、仮面かぶってる状態のおれがほんとのおれになっちまうことで……。そうなったらイヤだから」


    「……うん。それは、ヤだな」


    　アステルがいつもそばにいてくれて、間違った道に進みそうになったら教えてくれる。それはいまのルカにとって、とても安心できる、ありがたいことだった。


    　そして安心できない現実もまた、背後から迫ってくる。


    「んで、気づいてるか？　さっきからずっと尾行されてるぞ」


    「え、うそ？」


    「振り返るな。三人いる」


    　おそらくは憲兵だろう。サロンを巡るほど、どれほど口止めしようとも「ルカが帰ってきた」という噂うわさは大きくなり、官憲の気配が周囲にちらつきはじめる。王都市民から絶大な支持を得るルカは、いまやガルメンディアの王侯貴族にとって最も恐るべき存在だ。もしも憲兵に囚とらわれれば、王の封印状一枚で裁判も経ずに断頭台行きが決定する。


    　は──……っとアステルは軽く天を仰あおぎ、ルカへ横目だけ送る。


    「どうする？」


    「頼む」


    「いいけど。……あとの面倒、あんたが見てよ」


    「あいよ、お姫さま」


    　アステルは口をへの字に曲げて、ルカの腰へ右手を回し、翡ひ翠すい色の瞳を輝かせ、夜道を駆け抜ける疾風と化す。またたくまにふたつ先の街区まで到達し、一分間の高速機動オーバードライブを終え、その場にぱたりと倒れ込む。


    「イチゴクリームパン食べたい」


    「贅ぜい沢たく品だなー。あるかわかんねーし、あったとしてもすっげー高いぞ」


    　ぶつくさ言いながらルカは動けないアステルを背負う。尾行していた憲兵はいまごろ、突然消失した対象者に面食らっているだろう。


    「パン屋さん行きなさいよ。あるかもしれないでしょ」


    「御心のままに」


    　軽口を叩き、ルカはこの辺りのパン屋へ爪つま先さきをむける。減らず口を叩きながらも、アステルのおかげでこうして地下活動をつづけられることに感謝した。


    　アステルはおんぶされたまま、ルカの胸の前に深く腕を差し入れて、ささやく。


    「いまは、あんたが近いよ」


    　へっ、とルカは鼻で笑う。


    「いっつも一番近くにいるだろーが」


    「……うん」


    　アステルの両手が、ルカの胸の前で巻き付いた。ルカはアステルの柔らかさと温かさを背中に感じながら、ガス灯の照らし出す夜道を歩いていった。
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    　ワイン・パレスに戻って尾行の件を話すと、カミーユの表情が青ざめた。


    「これ以上王都にいるのは危険です、ルカ。あとはわたしが引き継ぎますから、あなたは地方を巡って、各地の同志たちと交流を持ってください」


    「あー、うん。……そうだな。このままだと危ないし……地方に知り合いも何人かいるし」


    　かつてリヴァノヴァ帝国の帝都パグラチオンで政治サロンに入り浸っていたとき、ガルメンディア王国で活動する野心家や文筆家たちと接触を持った。王国内を巡っていれば、彼らとも再会できるかもしれない。


    「私兵二十名を護衛に付けます。あなたになにかあったら、せっかくできた大きな流れが止まってしまいますから」


    「いらねーよ。アステルだけで充分。あんまりものものしいと逆に目立つしさ」


    　口の端はにイチゴクリームをつけたアステルが、相変わらずルカにおんぶされたままで頷うなずく。


    「ふたりのほうが気楽だしねー」


    　カミーユはやれやれと首を左右に振る。


    「……ルカ。あなたの名前には民を動かす力があります。宮廷も、そろそろ本気であなたを捕らえようとしてくる。もっと自分の重要さを弁わきまえて……」


    「いいからいいから。小作人に変装するからロバと荷車だけ用意してくれよ。あとは歌の件、おれがいない間、よろしく」


    　説教を途中で遮さえぎって、ルカはカミーユの肩に手を置き、にっかり笑った。了承を意味する鼻息を受け取って、アステルを背負ったまま、大広間の隅のピアノの周りの人垣に身体を割り込ませた。ひとの輪のなかで、若い女性がピアノを弾いている。


    「ラウラ、歌、できた？」


    　話しかけると、ラウラと呼ばれた女性の鼻に皺しわが寄る。


    「曲はこれでいいと思うの。問題は歌詞ね……」


    　しなやかな指先が鍵盤を跳ねて、軽快な行進曲が奏でられる。まだ歌詞ができていないためラウラはハミングでイメージを伝える。曲調は最初から最後まで高こう揚ようしていて、みんなで何回でも繰り返し歌えそうだ。


    「おー、いい感じ。そうだな、あとは歌詞だな。反体制側がみんなで一緒に盛り上がるのが大事だから」


    「みんなっていうと、スラム街からシティまで、貧民から富裕層まで含むわけよね。そういうひとたち全員が歌える歌って、想像がつかないっていうか……」


    「子どもも大人も全員だ。難しいだろうけどがんばってくれ。ラウラの歌に革命の成否がかかってる」


    「うーん……」


    　プレッシャーをかけると、ラウラは絶望したように天井を仰あおいだ。難しい依頼なのはわかっているが、主義主張が異なる人間同士が肩を組んで一緒に歌える歌がどうしても欲しい。


    　しばらく天井を仰いだラウラが、目線だけをルカへむけた。


    「歌のテーマは、王政を打倒して自由を手に入れるぜー、的なものでいいのよね？」


    「あぁ、だいたいそんな感じ。どんな歌詞でも、みんなが盛り上がれば成功だから。そうだな……そこらの酒場パブで試しに歌ってみて、みんなの反応見ながら直していけばいいかもよ。ひとりでぐちゃぐちゃ考えるより、とりあえず大勢の前で演やってみたほうがいい」


    「……了解。そうね、パブで歌えば、そこにいるひとたちが勝手に歌詞を変えたりするでしょうし。自然にみんなが盛り上がるかたちに仕上がっていくといいのかな」


    　またしても黙もつ考こうに沈むラウラを励まして、ルカはアステルを背負って自室へ戻った。


    「あーあ、またあんたとふたり旅かー。野宿ばっかりになっちゃうなー」


    　アステルのぼやきに、ルカは苦笑いを返す。顔の入れ墨というわかりやすい特徴のあるルカは、宿に泊まると警察に通報される危険が高い。旅に出たなら、野宿が基本だ。


    「我慢しろ。今回は荷車付きだ。馬ま草ぐさのベッドで眠れるぜ」


    　ベッドにアステルを寝かせながら、ルカはそうなだめる。


    「ついてないなー。世話が焼けるなー」


    　文句ばかり言いながらも、アステルはうっすらとにやけている。旅に出るのがうれしいらしい。そういえば数年前にも、アステルとふたりで風の吹くまま旅をしていた。路銭が尽きると道ばたでアステルが歌を歌い、ルカがリュートを弾いておひねりを得る楽しい旅だった。ふたりきりの気ままな時間は、城じよう塞さい都市ウルキオラでジェミニに出会って終わった。


    「さてと。どこに行こうかな……」


    　ルカはソファーに横になり、旅のプランを考えた。反体制派が活発に活動している都市を狙って、効果的に効率良く旅したい。


    　その目的は。


    　──全国一斉蜂ほう起きの布ふ石せきを打つ。


    　タイミングが大事だ。ラランディアだけで蜂起しても効果は薄い。王国内の主要都市において一斉に反体制側が蜂起したなら、王政へ大きなダメージを与えられる。各地の有力者と懇意になれば、一斉蜂起も夢ではなくなる……。


    



    　二週間後、ルカとアステルは夜や陰いんに紛まぎれ、王都ラランディアの城壁をロープを伝って下り、予め用意されていた荷馬車に乗った。人相書きが出回っているため、ルカが城門の検問を通るのは不可能だった。城壁を監視する衛兵をひとり買収できたため、こういうかたちで王都を出ることとなった。


    「よっ、と……」


    　地に足を下ろし、城壁上の味方に合図、ロープを回収してから、小作人に変装したルカとアステルは御ぎよ者しや台だいに並んで座った。ロバ二頭引きの荷馬車で、荷台には青々とした馬ま草ぐさがたっぷり積んである。


    「おー、星がきれいだな」


    　頭上には五月の星空がきららかだった。密に詰まった星が薄い皮膜になって、道の行く先に紫の霧みたいに立ちのぼっていた。アステルは星を遠く見つめながら、


    「おなかすいた……」


    「いきなりかよ。馬草でも食ってろ」


    　ますます食料難は深刻となり、台所を預かる女たちの怒りは深刻さを増している。この怒りが堰せきを越える日は近い。しかし一過性の暴動では意味を為なさない、ルカの狙いは暴動に可能な限り統制を利かせ、革命へ繋つなげることだ。


    　前を見み据すえ、手た綱づなを叩く。


    「さ、出発！」


    　二頭のロバがのそのそと歩きはじめ、ふたりのお尻しりに同じ振動が伝わる。


    「で、いつ帰るの？」


    「わかんね。行き当たりばったり。もしかしたら蜂ほう起きしたあとかもな」


    「てきとーだね。おなかすいた。星、すくい取って食べれたらいいのに……」


    「おれとロバは食うなよ」


    　ルカは呆あきれ声を鼻から抜いて手た綱づなを操あやつる。ふたりの荷馬車はのどかな蹄ひづめの音を立て、星空の下をのんびり歩いた。


    



    　†††


    



    　早朝のミサ、それから親族、公爵らと引いん見けん、のち昼食。あたかも円形劇場に登壇した舞台役者のように、客席に座った三百人近い貴族たちに見守られながら料理を口へ運ぶ。


    　それが終わると、侯爵位から男爵位の貴族たち二百数十名と引見。ひとりひとりに近況を尋ねたり、雑談に応じたり、病気の近親者へ見舞いの言葉を送ったり。これが終わってから、夕方の謁えつ見けん。これは平民出身の有力者に王族が宮廷への出入りを認可するもので、大地主、投資家、学者、芸術家、富裕商人など十数名が対象となる。


    　ファニアが宮殿へ戻って以来の三か月、毎日が同じ様式、同じ作法の繰り返し。


    　目の前を流れすぎていく、着飾った人間たちの波。


    　毎日、毎日、ほぼ顔ぶれの変わらない人間たちに同じような挨あい拶さつを送りつづけることで王族と貴族たちは互いの主従関係が維持されていることを確認するわけだが、それにしても単調だった。


    　しかしいま、ファニアの目の前に跪ひざまずき、靴の爪つま先さきに口づけした青年はやや、単調な人波とは異質な雰囲気を身にまとっていた。


    「ラヴレンチ商事社長、ラヴレンチ・コンパンツェフさま」


    　謁見者リストを片手に持った担当官が青年の名を告げる。聞いたことのない名前だが、こうやってファニアと夕方の謁見に臨んでいるということは勢いのある新興商人なのだろう。


    「謁見の栄に浴し、光栄の極みにございます、殿下」


    　金の髪、白すぎるほど白い肌、透き通った蒼氷色の瞳。白を基調にボタンや襟ぐりに金銀の細工を配した大礼服。本当に平民なのか訝いぶかしいほど、なにか神気じみたものが青年の周囲から立ち上っている。


    　ラヴレンチの瞳がゆっくりとファニアへ持ち上がり、驚きに見ひらかれる。


    「あぁ……七色の濛もう気き……!!　まさかここまですさまじいものであろうとは……!!」


    「…………濛気？」


    「……肖像画など比べものにならない、これが本物のもつ威力か……!!　できることなら後方にのけぞって後頭部を床に強打し、そのまま失神してしまいたい……!!」


    「……？」


    　ファニアは首を傾かしげる。このラヴレンチ社長、外見も身なりも美しいが、なにやら台詞せりふがおかしい。


    　ラヴレンチはファニアを見つめ、端正な顔立ちを苦しそうに歪ゆがませて、同時に瞳を潤ませる。わななく唇から言葉が漏れた。


    「……これほど希少な濛もう気きが……ヴィクトルごときに汚されるというのか!?　それは許せぬ、断じて許せぬ……!!」


    　ファニアは目をぱちぱちとしばたたき、周辺の儀ぎ仗じよう官かんたちも互いに目線を交わし会う。もしかしたらこのラヴレンチ社長、なんらかの手段でここへ紛まぎれ込んだ不審者ではないのか。


    　不意に──ラヴレンチはずいっと膝ひざを進め、ファニアとの距離を詰めた。護衛している近この衛え兵のひとりが剣の柄を握る。しかしラヴレンチは構うことなく、ファニアにだけ届く小声を発した。


    （ルカ・バルカの件で伝えたいことが）


    　ファニアは目を見ひらく。


    　ラヴレンチはいまだ苦しそうな表情ながら、かろうじて小声を絞り出す。


    （銀杏いちようの間におる）


    　ファニアは頷うなずき、近づいてくる近衛兵を片手で制した。


    「失礼……」


    　ラヴレンチはそそくさとファニアの前を辞し、次の謁えつ見けん者に場を譲る。


    「……………………」


    　退室するラヴレンチの背に一いち瞥べつを投げてから、ファニアは靴の先に跪ひざまずく著名な音楽家に目を戻し、同じ作法の繰り返しへと戻った。


    



    　午後の謁見を終え、再び三百人の貴族に鑑賞されながら夕食、夜のミサののち、親族・侯爵との懇談、午後九時、自室へ戻って湯ゆ浴あみ。


    　イブニングドレスに着替えたファニアは、王女付き近衛連隊副長、ウーゴ男爵を自室へと招いた。まだ三十台前半、口の堅い、信頼できる数少ない側近だった。


    「ラヴレンチ商事という会社をご存じですか」


    　美男ではないが、質実剛健な軍人らしい態度でウーゴ男爵は応える。


    「リトバルスキ侯爵から特許状を得た、このところ急速に名をあげている武器商会です。各地の有力者にコネがあるらしく、複数の連隊に最新鋭の野戦砲や銃器、魔獣などを供給しています」


    　即答だった。軍人の間では名の知れた存在であるようだ。


    「社長は、どういうかたでしょう」


    「リトバルスキ侯爵の遠縁ということですが、かなり謎の多い人物のようです。ラヴレンチという名前も偽名ではないかと。あまりに短い期間にのしあがってきたため、元はかなり高位の貴族か、異国の王族である可能性も」


    　ウーゴの言葉に、ファニアは考え込む。謁えつ見けんのときの台詞せりふを改めて振り返ると、かなり気がかりな点が多い。ルカの件はもちろんだが、ほかにも。


    　──わたしを見て、肖像画など比べものにならない、と言った……。


    　ファニアの肖像画は全部で三枚。一枚は幼年期、二枚目は十二歳のころ、三枚目は十六歳のころ描かれた。この三枚目はリヴァノヴァ帝国皇太子ヴラドレンへ送られ、噂うわさでは、皇太子はファニアの肖像画に魂を抜き取られ、対面を切に望んだという。


    　そして。


    　──ジェミニをヴィクトルと呼んだ……。


    　ジェミニ皇帝の正式名称はアリヴィアン・ヴィクトル・ジェミニ・リヴァノヴァ。世間ではジェミニ皇帝と呼ぶのが一般的だが、ラヴレンチは古いほうの名前で彼を呼んだ。幼いころのジェミニを知っているものでなければ、その名では呼ばないはず。


    　さらに、第四次ドル・ドラム戦役において、ヴラドレン皇太子はルカ・バルカによって誘拐され、行方ゆくえ不明となったままだ。皇太子が生存している噂は各地にあり、眉まゆ唾つばものの貴き種しゆ流りゆう離り譚たんが人口に膾かい炙しやしている。


    　──もしもラヴレンチがヴラドレンなら、当然、ルカを知っている……。


    　ファニアはウーゴへ目線をむけた。


    「……内密の願いが」


    「なんなりと」


    「銀杏いちようの間に、ラヴレンチ社長がおられるはずです。彼をこの部屋へお招きください」


    「……御意」


    　ウーゴ男爵はうやうやしく一礼して踵きびすを返した。閉じられたドアを、ファニアは厳しい眼まな差ざしで見つめて、それから呼び鈴を引いて侍じ女じよを呼んだ。


    「以前に確か、ヴラドレン皇太子の肖像画が送られていたはず。探せますか」


    「宝物室に展示していますから、持ってこさせます。少々お待ちを」


    「いえ、わたしが参りましょう。案内して」


    　侍女に連れられ、ファニアは他国からの贈り物を展示した宝物室へと足をむけた。王族でしか入室できないその部屋の壁に、ファニアの肖像画の返礼として送られたヴラドレン皇太子の肖像画は掛けられていた。


    「…………!!」


    　額縁のなか、絢けん爛らんすぎる衣い裳しようを身につけたラヴレンチ・コンパンツェフが退屈そうな笑みをたたえていた。


    



    　夜半──。


    　ウーゴ男爵がドアの外からファニアへ呼びかけた。


    「ラヴレンチ氏をお連れしました」


    「ご苦労さまです。どうぞお入りください」


    　ドアがひらき、後ろ手を組みふんぞり返ったラヴレンチがファニアの部屋へ入ってくる。


    「お招きいただき光栄の至りである」


    　若じやつ干かんおかしな台詞せりふを棒読みすると、ラヴレンチはファニアを一いち瞥べつし、ううむ……と呻うめく。


    「やはり……すさまじい」


    　胃の腑ふの底から言葉を絞って、苦しそうに眉まゆ根ねを寄せる。


    「余がこれまで鑑賞してきたあらゆる美術品がガラクタと化してしまった」


    「…………？」


    「七色の濛もう気きが質量を帯び、余の両肩にのしかかってくる……!!　行き過ぎた美とは概念でありながら物質化するというのか王女ファニア、すさまじい、すさまじすぎるぞ……！」


    　ラヴレンチはわけのわからないことを言いながら室内をうろうろしはじめ、時折ちらりとファニアへ目線を投げては「うおお」「ぬおお」などと呻いて勝手にのけぞる。


    　やはりラヴレンチの正体は皇太子ではなく、ただの不審者ではなかろうか。ファニアのこめかみを冷たいものが流れたとき、ラヴレンチはがっくりと肩を落とした。


    「うむ……。理解した」


    「…………？」


    「……短い夢であった、王女ファニア。余など眼中にないというわけだな。夜間、自室に余とふたりきりであるというのに濛気が翳かげる一方というのはつまり、そういうことだ」


    　ラヴレンチは唇を噛かみしめ、悲しそうに言葉を紡つむぐ。ファニアは彼がなにを言っているのか全く理解できない。


    「帰る。もう二度と会うこともあるまい」


    　いきなり別れを告げると、ラヴレンチはドアノブに手をかけ、こちらに背をむけたまま動きを止めた。そして、ふぅ──……っと深く息をついて、端正な横顔をファニアにむける。


    「……愛しておった」


    「……………………」


    「……さらばだ、美しいひと」


    　ばたん。ファニアの目の前で、ドアが閉まった。


    　ひとり自室に残されたファニアは、ぱちぱちと目をしばたたくことしかできない。


    「あの……ルカの件というのは……」


    　おそるおそる、閉ざされたドアにむかいそう呼びかけると、しばらくの間のあとドアがまたひらき、決まり悪そうな顔がこちらを覗のぞいた。


    「忘れておった」


    　ラヴレンチは再び室内へ戻り、ファニアへ向きなおる。もしかしたら泣いていたのだろうか、目が真っ赤に充血している。


    　ハンカチで目元をぬぐってから、ラヴレンチは用件を告げた。


    「ルカ・バルカは貴殿との約束を果たすため、この国へ戻っておる」


    「…………!?」


    「余の見立てでは、ルカが反体制勢力の首しゆ魁かいとなるのは間違いない。対するに貴殿は約束通り、王政を背負って立つことはできるのか。余はそれを尋ねたい」


    　ファニアは思わず眼まな差ざしを厳しくする。ラヴレンチは至って真しん摯しな表情を崩さない。


    　ラヴレンチがルカとファニアの関係について、すべて知っているのは間違いないようだ。ならばこちらも隠し立ては不要だろう。


    「なるほど……。ではわたしも、あなたにひとつお尋ねしても？」


    「ほう。構わぬが」


    　ファニアはその澄み切った瞳にラヴレンチを映した。


    「あなたはもしやヴラドレン皇太子では？」


    　いきなり問うた。


    　おぉ……。とラヴレンチは感嘆の声を漏らす。


    「噂うわさ以上に聡そう明めいであるな、王女ファニア……！　よく余の完かん璧ぺきな偽装を看かん破ぱした、見事だ、褒ほめてつかわす！　いかにも余は、失しつ踪そうした謎の皇太子ヴラドレンである！」


    「……いえ。それほど難しくも……」


    　一介の商人が王女に対してそんな口調で話すわけはないのだが、本人は完璧に偽装しているつもりらしい。ラヴレンチことヴラドレンはうれしそうに言葉をつづける。


    「いやはや、慧けい眼がんここに極まれり。そうか、以前に送った肖像画が目に焼き付いておったのだな？　余の美しい佇たたずまいが印象に残っておったので、ひとめで正体を見破ることができたというわけか。なるほど、それであれば余の正体を見破るのもさして困難ではあるまい。はっはっは。見事だ王女ファニア、しかしいや、これはまいった、はっはっは」


    　先ほどの謎の落胆はどこへやら、今度はなかなか笑いが止まらない。ファニアはしばらく黙り込んで、ヴラドレン皇太子の笑いが収まるのを待った。


    　かなり長い時間待たされたが、侍じ女じよに紅茶を運ばせるなどして我慢した結果、ようやく落ち着いてくれた。


    「うむ、良い茶である。この香りはムハンマド地方のアッサム茶であるな？　彼かの地では余の友人が大規模茶園を営んでおってな、是非今度一緒に……」


    　しかし関係ない話がはじまりそうだったので、ファニアは咳せき払いして本題に入る。


    「それで、ルカの件ですが……」


    　愛いとおしそうに紅茶のカップを揺らしていたヴラドレンの目が持ち上がった。


    「おう、そうであった。やつのことなどすっかり忘れておったわ。なにしろここに来るための口実であったからな、はっはっは」


    「ルカが立ったとして、そのときわたしが王国の中枢に立てるのか。そういう問いかけでしたね？」


    「うむ。話を聞く限り、約束を交わしたときと現在では、かなり状況が変わってしまっておるようだからな。貴殿に心変わりはないか、確認をしたい」


    　ヴラドレンの態度がようやく落ち着き、まともな話もできそうだ。


    　意を決し、ファニアは頼んだ。


    「そのことに関して……ルカに伝言があります。あなたに託してもよろしいですか？」


    「ふむ。申してみよ」


    　ファニアはしばらく黙し、頭のなかで文面を組み立ててから顔を上げた。


    「わたしはジェミニ皇帝と結婚します」


    「………………」


    「あの約束は忘れてください。勝手ながら、あのときはあまりにも幼かったといわざるを得ません。あれから各地を視察してわかりました、革命はかえって、この国を傷つけることになるでしょう。市民が国家主権を握るには、いまはまだ時期尚しよう早そうです」


    　ヴラドレンの表情が厳しくなる。ファニアは言葉をつづける。


    「わたしは王政を守ります、ルカ・バルカ。ジェミニ皇帝に嫁ぎ、両国の同盟によってグレイスランドに繁栄をもたらす……それが王族としてのわたしの務めだと悟りました。あなたの運命を弄もてあそんでしまったこと、謝罪させてください……」


    　そしてファニアは次の言葉を呑のみ込む。


    　本当の気持ちを伝えたい。けれど、それを言ってしまえば自分もルカも苦しくなるだけだ。


    　王族に私情はない。


    　そんなものに振り回されたなら、国が滅ほろびる。


    　だから──言わない。


    「さようなら。あなたの幸福を祈ります。わたしのことは、どうかお忘れください」


    　それだけ告げて、ファニアは伝言を終えた。


    　鋭かったヴラドレンの眼まな差ざしが、悲しそうに翳かげった。


    「……それで終わり、で良いのか？」


    「……はい」


    「……ウソではないか。貴殿の濛もう気きはいまの言葉と全く異なる色調を描いておるのに」


    「…………？」


    「……その気高さは悲しいな、王女ファニア。苔こけむした古くさい概念に縛られ、本来闊かつ達たつな意志を自みずから封じ込めておる。王族とて人間ぞ、個人的幸福を望んでなにが悪い。……余が救ってやりたいが、しかし、貴殿は余のことなど眼中にない……」


    　ヴラドレンの表情が再び悔しそうに歪ゆがんだ。ファニアは意を決し、言葉を投げた。


    「用件は終わりです。伝言、確かにお伝えください」


    　あまり長くここにいると、他人の目に触れないとも限らない。またややこしい噂うわさが流れることはできれば避けたい。


    「……わかった。できるなら貴殿らの狭はざ間まにこの身を割り込ませたいところであるが……それも無粋に過ぎるであろう。名な残ごり惜しいが、では」


    　ヴラドレンはまだなにか言いたそうだったが、重い足を引きずるようにして退室した。


    　部屋にひとり残されたファニアは再び、閉じられたドアを見つめる。


    　これで良かったのだ。そう思う。


    　ヴラドレンの言うとおり、いまの言葉は確実にルカを傷つけるだろう。こちらから革命を起こせ、とけしかけながら、一方的に約束を破棄し、自身はジェミニと結婚するのだから。


    　──ルカはきっと怒り、そして……わたしを嫌いになる。


    　──そして……いつかわたしを忘れる。


    　──それでいい。それがきっと一番いい。


    　自分に言い聞かせながら、ファニアの足が震える。手をぎゅっと握りしめる。目線を無理やりに持ち上げる。


    　うつむくな。自分を叱りつける。


    　──私情など持たない。


    　──わたしはファニア・ガルメンディア。


    　──王族として生まれ、王族として生きる。


    　無言の戒めを、ファニアは何度も何度も、自分の意識へこすりつけた。


    



    　†††


    



    「おなか……すい……た……」


    「……………………」


    「パン……食べたい……」


    　荷台で藁わらのベッドに横たわったアステルが、衰弱しきった様子で愚ぐ痴ちを垂れてくる。


    　御ぎよ者しや台だいでロバ二頭の手た綱づなを操あやつりながら、ルカも口元に苦く渋じゆうをたたえる。


    「……我慢しろ。みんな腹減ってんだ」


    　言いながら、ルカの腹の虫も悲しい鳴き声を響かせる。王都の民も飢えていたが、地方はそれ以上の食料難だ。諌いさめてはいるものの、大食いのアステルには辛つらいだろうことも重々承知している。できるならアステルに腹いっぱい食べさせてやりたいが、路銭はあっても市場に食べ物がない。財政難に不作が加わり、わずかな食料は王侯貴族と富裕層が独占してしまって庶民にまで行き渡らない。飢えたものたちは不満のはけ口を求め、怨えん嗟さを溜めた眼まな差ざしを王都へとむけていた。


    



    　ステファノ歴一七九四年、十月二日、ブラス街道──。


    



    　ルカとアステルが王都ラランディアを脱出し、地方都市を巡る旅をはじめてから四か月近くが経っていた。


    　中空高く昇った太陽が干からびた街道に陽炎かげろうを立てた。道の左右に広がる穀物畑にはぽつりぽつり、農民のすがたが見える。春蒔まき小麦の収穫はすでに終わって、いまはライ麦の種蒔きが行われる時期だ。小麦が不作だった今年、ライ麦までダメだと冬を越せない農民たちは餓死者か流民になるしかない。背中を折り曲げて種を蒔く農民たちの表情は一様に暗く翳かげっていた。


    「……晩ご飯……なに……？」


    　荷馬車から力ない問いかけが届く。ルカはげんなりしながら答える。


    「ジャガイモ一個。おれとお前で半分ずつな」


    「……死んじゃう。……死んじゃうから、それ……」


    「うるせえ、贅ぜい沢たく言うな。こんなんでもやっと手に入れたんだぞ、大事に食え」


    　叱りつつも、申し訳ない気持ちがする。おなかをすかせた子どもを持つ親たちは、いまのルカ以上に辛いだろう。


    　これほどの苦しみだというのに、ラランディア宮廷は関知していない。いや、関知しているかもしれないが、対応策はなにもない。宮殿には今日もたくさんの廷臣が用もないのに詰めかけて、お茶とお菓子と葉巻の煙に取り囲まれている。人口の一％に満たないひとびとが富と食料を独占し、残りの九十九％は近しいひとが飢えているのになにもしてやれない。王国全土に嘆きと怒りと憎しみをたっぷり含んだ負の藁わら束が積み上がって、あとは火が点つくのを待っているだけの状態だ。


    　──下へ手たすると、勝手に蜂ほう起きする連中が出てくる。


    　地方を回り、同志たちと会合を持って言葉を交わしてきたルカはいま、それを恐れている。各地の反体制勢力が連係する前に、自然発火的に暴動が起きかねない。統制されない暴徒の群れが王国軍に立ち向かうのは不可能だ。


    　そんなことにならないために。


    　──革命は、おれが仕切る。


    　その決意を繰り返し、おのれへ言い聞かせる。各地の有力者と意志を通わせ、全国一斉に蜂起して武力革命を完かん遂すいするために、ルカはこうして四か月もかけて地方を回っている。


    　マエスカス、リエラ、ロンゴリア、ウレド。これまで滞在した四都市ではいずれも反体制勢力との接触に成功し、各都市の顔役と目される有力者から歓待を受けた。ルカの名前は地方にも浸透していて、政治サロンでは必ずといっていいほど、第七次テラノーラ戦役、ウルキオラ暴動、ドル・ドラム戦役における活躍の仔し細さいについてあれこれと話をせがまれた。ルカはそのたびに出し惜しみなく、ときにはやや大げさに、自分の武功を喧けん伝でんした。そうすることでみんなはルカに一いち目もく置き、話を聞いてくれた。


    　各都市に一か月以上滞在して、有力者たちに顔と名前を売ると共に、ルカは積極的に里帰り中の王国軍下士官を探し求め、会って話を聞くようにした。予想通り、ほとんどのものが王侯貴族に対して根深い反感を持っており、街や村から徴ちよう発はつされた兵に対して同情的だった。ルカは彼らの心情に寄り添い、外敵から民を守ることが王国軍の存在意義であり、民に銃剣をむけるものは王国軍ではない、という結論へ導いていった。「連隊に戻ったら、周りの下士官や軍曹たちに伝えてほしい。きみたちの役割は民を守ることであって撃つことではないと」。ルカに託された伝言を、下士官たちは真しん摯しな表情で受け取った。いつか蜂ほう起きしたとき、彼ら下士官たちが民に同情してくれたなら、戦況はかなり違ってくるだろう。


    「んで……また野宿？」


    　荷台から、アステルの不満をいっぱいに溜めた問いかけが届いた。ルカは道の先を見み据すえて思案しながら答える。


    「ここからなら、ちょっと急げば日没前にウルキオラに着ける。あそこなら食い物もあるだろうけど……」


    　だがあそこへルカが入ろうとすれば、たちまち城門の検問で捕まるだろう。なにしろかつての暴動により、領主側にとってルカは憎んでも余りある大たい罪ざい人にんだ。暴動の犠ぎ牲せいとなったベルトラン伯爵親子に代わり、いまは伯爵の遠縁が爵位を継いでウルキオラを統治しているらしいが、ルカの人相書きは確実に検問所に張ってあるはず。


    　ぐおおおお……と野獣の咆ほう哮こうのような重い音が荷台から届いた。おそろしいことに、これはアステルの腹の音だ。ほんとにこいつ、死ぬんじゃないか？　そう思わせるくらいに断末魔じみた胃の腑ふの叫びだった。食料を手に入れるにはウルキオラに入るしかないが、まともな手段では不可能だ。


    「……内部から協力がいるな……」


    　これまで巡った四都市には城壁がなかったから入るのは簡単だった。だがウルキオラは街の周囲を城壁で覆った城じよう塞さい都市だ。城門の検問を通る以外の方法は、内部の協力者にすがるしかない。


    「まあ悩んでもどうしようもねえ。とにかく行ってみよう」


    　アステルの腹の虫に急せかされて、ルカはブラス街道とサウスランド大街道がぶつかる丁字路に辿たどり着いた。


    　ここはルカにとって思い出深い場所だった。


    「懐かしいな、ここ。前、棒倒ししたの覚えてるか？」


    「……あぁ、なんか……やったっけ……」


    　五年くらい前、アステルとふたり旅をしていて、この交差点で東西どっちに行くか迷い、棒倒しして行く先を東に決めた。そしてウルキオラに辿り着き、ジェミニに出会って、ルカは暴動の首謀者に祭りあげられ、結果的にファニアに再会し、そのあとの運命を大きく変えた。もしもあのとき棒の先が西を示していたら、きっとルカの運命はいまと大きく違っていただろう。


    　そのことで後悔はなにもない。ただしみじみこう思う。


    　──面白いもんだな。


    　シルフィの願いを受けて、ヴィヴィ・レインを捜すために旅立っただけなのに、たった五年でルカの人生は大きく変わって、いまこの国を根底から覆くつがえすために東とう奔ほん西せい走そうしている。行く先々で会ったこともないひとびとがルカを笑顔で迎え入れ、協力を約束してくれる。もうすっかり反体制勢力の中心人物のひとりであり、首しゆ魁かいと目されてもおかしくない立ち位置にいる。改めて冷静に振り返ると、なんだか他ひ人と事ごとみたいに現実味のない、この五年と少しの出来事だった。


    　ふと──。


    『弱いひとや、貧しいひと、身分の低いひとが踏まれない世界に、お兄ちゃんが変えるの』


    　シルフィの声が、ルカの耳の奥に響いた。ただの孤児だったあのころ、あまりに遠大すぎて自分には関係ないと思われていた言葉が、いま、現実になろうとしている。


    『シルフィには不思議な力があっての。未来を幻視する力じゃ』


    　あの白いフクロウが告げた言葉が、そのあとにつづいた。いまのルカのすがたが、シルフィにはあのころすでに見えていたのだろうか。そしてこれからのルカについても、シルフィは知っていたのだろうか。


    　──これからおれはどうなっちまうんだ、シルフィ？


    　暮れなずむ空を見上げ、ルカは問いかけてみた。


    　荒野から吹き付けてくる風のなかに、シルフィの答えが響いた。


    『ヴィヴィ・レインを見つけて』


    　短い答えを運んできた風が、ルカの頬ほおを優しく撫なでて西へ消えた。空の低いところ、ホオズキみたいな太陽がこれから地平線へ沈もうとしていた。


    　ルカは唇を結んで、頷うなずいた。


    　──そうだな。おれはヴィヴィ・レインを見つけなきゃ。


    　道の先になにがあるのかはわからない。道の途中で大切なひとに出会ったり、約束が増えたり、果たさなければならない仕事ができたりもするだろう。けれどひとつひとつ問題を解きほぐして、約束を果たして、それからまた前をむいて歩こう。そしていつかヴィヴィ・レインを見つけてこの旅を終える。おれがやることはそれだけだ。


    　──いまはファニアとの約束を果たすよ、シルフィ。


    　西の空に、シルフィの微ほほ笑えみが浮かんだ。これから行こうとする道は決して寄り道ではない。ファニアは、ルカが革命を成し遂げたならヴィヴィについて知っていることを教える、と約束してくれた。革命は、ヴィヴィの手がかりを掴つかむことに繋つながるのだ。


    「よし、行こう」


    　ルカは手た綱づなを入れて、荷馬車を東、城じよう塞さい都市ウルキオラの方角へむけようとした。


    　そのとき──。


    「ん？」


    　彼方かなたの空が皺しわばんでいた。大気からうっすら振動が伝う。


    　遠雷に似ているが、違う。規則性を伴うこれはソーマエンジンの駆動音だ。


    　西の空を睨にらむ。地平線上の赤いにじみを内燃機関の咆ほう哮こうが裂き破り、その破れ目の中心に複数の艦影が輪りん郭かくを露あらわにしていた。
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    「エデン艦隊……」


    　彼方、エデン飛行艦艇六隻せきが低空を飛行していた。


    　ルカの腹の底が、いきなりずうんと重くなる。


    　不吉を運ぶ堕だ天てん使しさながら、扁へん平ぺいな魚みたいな艦影が四つと、下腹が膨れた金魚みたいな艦影がふたつ。


    　ルカはさらに目を細める。針路はおそらく西南西。その先はラランディア繋けい留りゆう塔とうだ。扁平なのは護衛艦で、金魚じみた艦影は輸送艦だろう、なんらかの荷物を繋留塔に運んでいるらしい。


    　これまで幾多の死線をかいくぐってきたルカの直感が警鐘を鳴らす。エデン艦隊が現れて、ろくなことになった記憶がない。彼らは基本的にグレイスランドの出来事には直接手出しをしないが、間接的にはいろいろとろくでもないことを仕掛けてくる。地上の内輪もめを天空から眺めて笑っている連中だ。できれば関わりたくないが放っておいてくれない。


    　あの金魚の下腹が特に気になる。あそこにはなにが詰まっているのだろう。またよからぬものを地上に投げおろさなければ良いのだが。


    　ルカの不安をあざ笑うように、飛行艦隊は悠々と西を目指し航行してゆき、やがて茜あかね色のなかへ埋もれた。


    　しばらく空へ厳しい眼まな差ざしを注いでから、強こわばった息を抜く。


    「……ま、いまはとにかく、ウルキオラに入らなきゃな……」


    　独りごち、西に背をむけて手た綱づなを入れた。二頭のロバはのんびりとした足取りで、よたよたと東を目指して歩きはじめる。


    



    　夜更けごろ、ふたりはようやくウルキオラの城壁を視界に収めた。跳ね橋はまだ降りていて、城門内の検問には長い行列があった。


    「懐かしいな、ウルキオラ。いろいろあったよなあ、ここ。また戻ってくるなんてな……」


    「……ここ……カボチャパイがおいしいよ……」


    　ルカの感慨にアステルは好物で応える。さてどうやって入るか……と街道を行き交うひとへ視線を送ったルカへ、仕入れの帰りらしい、ひとりの女房が声をかけてきた。


    「あの……もしかしてあんた……」


    「…………？」


    「やっぱり、ルカ！　荷台の子はアステルだね、あぁ、あぁ、戻ってくれたんだね、うれしいよ、おかえり！」


    　日焼けした顔に涙さえたたえて、中年女性は御ぎよ者しや台だいへ両手を差し伸べてくる。軽く手を握り返しながら、ルカは挨あい拶さつを返す。


    「おれのこと、覚えててくれたんだ」


    　入れ墨を隠すため、ルカは土くれや泥で顔を汚していた。よほど注意していないと、ルカだとは気づかれないはずなのだが。


    「忘れるわけないよ！　あんたのおかげで息子が家に帰ってきたんだから！　あたしたちの恩人じゃないか、忘れたらバチが当たっちまうよ！」


    　聞けば五年前のウルキオラ暴動の際、領主側の兵隊として徴兵されていた息子がルカの呼びかけに応じて脱走し、街へ戻ってきたとのこと。


    「みんな大喜びだよ、さあ、列にお並び、英雄の帰還ってわけだね、今夜はお祭りになるよ！　アステルはおなかすかせてるのかい？　よしよし、みんなで食べ物持ち寄ってご馳ち走そうしてあげるからね！」


    　女房は興奮しきっていて、涙をぽろぽろこぼしながらルカの背中を押さんばかりに急せかす。


    「うん、ちょっと待って、おれ、お尋ね者だから。普通に列に並んだら捕まるからさ。どうやって入ろっかなー、って考えてたとこで……」


    　苦笑いしながら肩をすくめると、女房の泣きっ面つらに困惑が混ざった。


    「あんたが捕まる？　この街で？　そんなわけないじゃないか！　……あー……そうか、知らないんだね、街がいまどうなってるか」


    「？」


    「つまんないこと気にしてないで、さっさとお並び！　あんたのおかげでこの街は変わったのさ、他じゃどうか知らないけど、ここじゃ、だーれもあんたを捕まえたりしないよ！」


    　尻しり込みするルカを女房は泣き笑いの表情で急かす。すると周りの通行人も女房の大声でルカに気づいて、次々に寄ってきてしまった。


    「おいおい、大変だ、英雄が帰ってきたぞ！」「たくましくなったなあ！　アステルは全然変わってない！」


    　たちまちひとだかりができ、ルカを焦らせる。城門前でこれほど騒いだらそのうち衛兵たちが来てしまう。こんなしょうもない捕まり方はごめん蒙こうむりたいのだが。


    「英雄の凱がい旋せんだ！　ちょっとごめんよ、みんな、先に通してやってくれ！」「おれたちの街にルカとアステルが帰ってきたぞ！」「今夜は宴うたげだ、朝まで飲み明かそう！」


    　農民や町人が小躍りしながら、行列をかき分けてルカの荷馬車を先導する。並んでいたものたちもルカに気づくと喚かん声せいをあげ、文句も言わずに列の先頭へと押しやっていく。


    　勢いのまま、とうとう城門のアーチ内に入ってしまった。検査官は当然、慌てて荒縄を用意すると思いきや。


    「おぉっ、本当にルカだ!!　帰ってきてくれたんだな、待ってたよ！」


    　あろうことか、検査官本人が大喜びでルカを迎え入れ、旅券も確かめずに通そうとする。


    「おれ、あんたと一緒に戦ったんだよ、ほら、城門の外に打って出て、領主のバカ息子討ち取ったとき！　おれはいまでも酒場で自慢してるんだ、おれはルカと一緒に戦ったんだって」


    　感極まった様子で検査官はそうまくしたて、鼻をぐずっと鳴らした。赤地に白のラインが入った上衣に革帯を締め、下は白タイツに赤い布靴。見たことのない軍装だ。見れば数名の衛兵も同じ格好で、ルカの帰還を喜んでいる。どうやら民兵が検問所を取り仕切っているようだ。


    「そっか。住民が自衛してるのか。もう領主の私兵も衛兵もいないんだな」


    　ルカはようやく合点がいって、周辺の住民たちに笑いかけた。


    「領主はいるが、おれたちの自治権が認められたんだ！　街を守ってるのはおれたち民兵だ、あんたに手出しするやつなんて誰もいないよ！」


    　彼らの話によると、新たなるベルトラン伯爵──住民たちは「幽霊伯」と呼んでいる──


    は先代領主のように親子そろってさらし首になることを極度に恐れており、着任早々、特許状を出して住民代表による自治委員会にウルキオラ行政を委ゆだね、自分はここから二百キロメートル以上離れた生家で暮らしているという。


    「ずいぶん臆おく病びような領主だな。街にとっちゃ都合良いだろうけど。税金はどうしてる？」


    「役所に納めて、役人が領主の取り分を送付してる。昔とは比べものにならない、ほんのちょっとをな。そこから国と教会に納めるぶんを引いて、残ったカネは街のために使ってる」


    　へー、とルカは感心する。そういうかたちで住民が自治できているなら、良いのではないだろうか。


    「いや、うん、それでも問題はいろいろあって……ま、そのへんの話はあとでいいさ。とにかく今日は英雄の帰還をみんなで祝おう！」


    　城門前広場は噂うわさを聞いた町人たちが早くも集まって、大きな歓呼でルカを迎えてくれた。


    　王都ラランディアでもそのあとの地方巡りでも、ずっとお尋ね者として人目を気にしてきたルカにとって、これほどおおっぴらな歓待は面食らうものがあった。五年前、はじめてこの街へ来たときは領主と住民が対立していて、初日にいきなり暴力沙ざ汰たに巻き込まれたりしたのだが、いまは自由でおおらかな雰囲気がひとびとの表情からあふれ出ている。


    「なんだかすげーことになってんな、ウルキオラ……」


    　呟つぶやきながらも、ルカはとりあえず愛想よく、群衆へ手を振って応えた。くすぐったいが、この人気はいまのルカにとってとてもありがたく、役に立つものだった。


    「五年前、がんばって良かったね。あれがあったから、みんなこんな優しくしてくれるんだよ」


    　アステルが珍しくしみじみしながら、ルカにささやきかける。


    「だな。なにはともあれ、今夜はまともな食事とベッドにありつけそうだ……」


    　ふたりしておなかの虫を鳴らしながら、住民たちの歓呼に応えた。


    



    「あー、久しぶりにいっぱい食べたー。幸せー」


    　ぱたん、とベッドに身を投げ出して、笑顔のアステルはネコみたいに喉のどをごろごろ鳴らす。


    「あれ絶対、相当無理して食わせてくれたんだぞ、街のひとに感謝しろよ」


    　言いながら、ルカはソファーに腰を下ろし、ふう、と一息ついた。歓待の宴うたげは夜遅くまでつづいて、午後十一時、こうしてようやく解放されて今日の寝床にありついている。


    　街のひとたちがふたりの宿として用意してくれたのは、旧領主館の二階、かつて傷ついたアステルが運び込まれていたベルトラン伯の寝室だった。以前は贅ぜい沢たくな調度品にあふれかえっていたが、いまではほとんどのものが持ち去られ、だだっぴろい空間にベッドとソファー、クローゼットがあるだけだった。


    　ベッドに仰あお向むけになったアステルはすこぶる上機嫌。これまで長い期間、官憲の目を気にしながらこそこそしていたから、大手を振って街を歩けるウルキオラが気に入った様子。


    「いい街になったねー、ここ。隠れなくていいし、みんないいひとだし」


    「だな。五年前とは大違いだ」


    　ルカは相づちを打って、今日の宴うたげでのひとびとの笑顔に思いを馳はせる。王都ラランディアの住民たちとは対照的といっていいくらい、ここウルキオラのひとびとは貧しいながらも元気があった。


    「しばらくここにいるでしょ？」


    「そうだな。大きめの街はあらかた回ったし、蜂ほう起きするまではここを拠点にするのがいいかもな。ファビアン・クラブの連中も、おれに連絡とれないと困るだろうし」


    「やった！　顔隠さないで街歩ける！」


    　アステルはうれしそうに両手をあげて、ごろごろベッドを転がった。


    「革命がうまくいったら、王国中がこの街みたいになるのかな。だったらいいね！」


    「そうだな。そうなるようにがんばらなきゃな」


    　ルカも同意する。いまルカたちが歩んでいるのは険しい道のりだし犠ぎ牲せいも大勢覚悟せねばならないが、うまくいけばウルキオラのように、住民の笑顔が絶えない素敵な街が王国中に広がっていくことになる。そうなるなら、血を流しながら前へ進む意味もある。


    「ほんとは、戦わずにそうなれば一番いいんだろうけど」


    「まあな。話しあいだけでうまく収まるなら、そんないいことないけどさ」


    　諦てい観かんまじりのルカの返事に、横合いからいきなり、別の声が届いた。


    「戦いは避けられぬ。だからこそ余は武器商人に転身したのだ」


    「うわっ!?」


    　悲鳴の先、ラヴレンチ・コンパンツェフことヴラドレン元皇太子はずかずかと寝室の中央まで足を進めると、しげしげとアステルを眺める。


    「ふむ。相変わらず、そなたには一切の濛もう気きがない。まこと不可思議な存在であることよ」


    「ラヴちゃんさー、他人の寝室に入るときはノックしなよ」


    　さすがのアステルも呆あきれ顔で、自由過ぎるヴラドレンに文句をつける。


    「余にノックは不要。余に来訪されたものは歓喜に打ち震えるのみであるからな。さてルカ・バルカ、貴君に話がある。喜びに震えながら茶を出すが良い」


    　夜中に他人の部屋へノックもせずに入ってきて、ヴラドレンはソファーに腰を下ろしてお茶を要求する。ルカはなんとか動どう悸きを抑え、呼び鈴を引いて侍じ女じよに茶を頼み、ヴラドレンに頭こうべを垂れた。


    「殿下、ご無ぶ沙さ汰たしてます。突然で驚きました……」


    「殿下はやめろと言うておる。ラヴちゃんで構わん、いや、ラヴちゃんと呼べ」


    「あ、はぁ。いえ、ご命令とあれば……」


    「余は完かん璧ぺきに商人に偽装しておるというのに、貴君が臣下のごとき口調で余と会話したなら台無しではないか。たとえふたりしかおらぬ場であっても委細構わぬ、余を一介の商人として扱うのだ」


    　そんな口調で喋しやべる商人は絶対にいないと言い切れるが、ヴラドレンは完璧に偽装していると思い込んでいる。指摘するのも面倒なので、素直に言われるままにする。


    「えぇ、はい、頭ではわかってんですけど、なかなか難しいものが……お久しぶりです、ラヴちゃん」


    「うむ。男にそう呼ばれると腹が立ってくるな。やはり男の場合はラヴレンチと呼ばせることとする」


    　こいつ一回首締めようかな、と思いながら、ルカは呼称を訂正する。


    「はい……ラヴレンチ。で、ウルキオラでなにを？」


    「商談でな。この街の上層部と会っておった。このところ各地で富裕層が武器を欲しておる。にもかかわらず体制側はなんの手も打っておらん。役人に賄わい賂ろさえ渡せば小銃も魔獣もいくらでも庶民の手に渡る状況だ。回天の日は近いぞ、備えよルカ・バルカ」


    「えぇ、武器は大事です。蜂ほう起きまでに、扱える人間を増やしたいですね」


    　蜂起の際、重要なのは武器だ。斧おのや鎌かま、鋤すきや鍬くわでは限界がある。少しでも多くの小銃を行き渡らせ、町人に扱い方を教えておきたい。そしてできれば野戦砲も。


    「砲を街へ持ち込むのはさすがに不可能だ。これは武器庫のものを奪うしか仕方あるまい。蜂起したならまずは武器庫を襲い、野戦砲を奪う。砲を扱える人間は足りておるか」


    「リヴァノヴァから連れてきた砲兵八十人がいま、駐ちゆう屯とん地で訓練してます。蜂起のときは彼らが中心になって、野戦砲を扱う予定です」


    　野戦砲があるとないとでは大違いだ。ルカを慕って帝国軍から脱走してきた連隊兵たちの存在が、今後重要になってくる。


    　うむ、と頷うなずき、運ばれてきた紅茶に口をつけ、ヴラドレンはいきなり告げた。


    「王女ファニアに会ってきたぞ。噂うわさ通り聡そう明めいな王女であるな。余の偽装を一瞬にして看かん破ぱしてしまった、非常な才さい媛えんと言わざるを得ない」


    　ルカは目を見ひらく。


    「ファニアに!?　なんの用で？」


    「無論、プロポーズだ。ジェミニごときに渡すわけにはいかんからの。しかし彼女の濛もう気きは余がヴラドレンであることを看かん破ぱしてなお、なんらの変化も示さなかった。非常に悔しい事態であったが、余にも誇りがある。潔く引き下がって参った」


    　わけのわからないことを言ってふんぞり返るヴラドレンの言葉を一切無視し、ルカは質問をつづける。


    「ファニアの様子は？　おれのこと、なにか言ってましたか？」


    　ヴラドレンは気に入らなそうに口元を歪ゆがめ、わざとらしくゆっくり時間をかけて紅茶を飲み干すと、もったいぶった顔を持ち上げた。


    「……王女から貴君に伝言がある」


    「…………っ!!」


    「貴君には辛つらい内容だ。覚悟は良いか」


    「……はい。聞きましょう」


    　咳せき払いしてから、ヴラドレンはファニアとの謁えつ見けんの様子をルカに伝えた。


    『わたしはジェミニ皇帝と結婚します』


    『あの約束は忘れてください。勝手ながら、あのときはあまりにも幼かったといわざるを得ません。あれから各地を視察してわかりました、革命はかえって、この国を傷つけることになるでしょう。市民が国家主権を握るには、いまはまだ時期尚しよう早そうです』


    『わたしは王政を守ります、ルカ・バルカ。ジェミニ皇帝に嫁ぎ、両国の同盟によってグレイスランドに繁栄をもたらす。それが王族としてのわたしの務めだと悟りました。あなたの運命を弄もてあそんでしまったこと、謝罪させてください』


    『さようなら。あなたの幸福を祈ります。わたしのことは、どうかお忘れください』……


    　ファニアが託した言葉を受け取って、ルカはしばらく沈黙した。


    　ヴラドレンが補足する。


    「王女の真意は別にあるぞ。字面通りに受け取るでない。彼女の濛もう気きは全く異なる心象を描いておった」


    「……異なる、とは？」


    「……言わすな。無粋であろう。そのくらいは汲くみ取るのが紳士のたしなみというもの」


    　ヴラドレンは立ち上がり、後ろ手を組んで窓際へ歩み寄り、こちらへ背をむけた。これ以上の質問は受け付けぬ、という無言の意志がその背から伝う。


    　ルカは片手でぼりぼりと後頭部を掻かき、腕組みをして、ソファーの背もたれに上体を預けた。


    　──約束を忘れろ？


    　──あのときは幼かった？


    　──革命はこの国を傷つける？


    　勝手な言い草のあげくに。


    　──さよなら、だと？


    　──きみのことを忘れろ、だと？


    　やるせなさと、怒りと、そのほか名付けようのない感情がぐちゃぐちゃに交ざって、吐き捨てる言葉に変わる。


    「ふざけんな、ちくしょう」


    　ファニアとの約束があったから、リヴァノヴァを落ち延びて王国に潜伏し、大勢の有志たちを説き伏せて、自分が反体制勢力の中心に立つために努力してきた。協力者にウソもついたしハッタリもかましたし、苦手な社交や演説をこなせるように自分を磨いてきた。官憲に追われながら、顔を隠して各地を放浪し、会ったこともない人間たちと交わって、自分の意志を彼らに刷り込んできた。いまやルカの号令ひとつで、各地の反体制勢力が一斉に蜂ほう起きできるところまでこぎつけている。


    『いつかこの国で革命を起こす。もう一度、きみに会うために』


    　なにもかも、その約束を守るためだ。


    　そのためにルカは、大勢の人間を巻き込んでここへ辿たどり着いた。


    　なのに。


    「ジェミニと一緒に、グレイスランドを繁栄させる？」


    　ルカは思わず拳こぶしを握り込む。


    「なんだそりゃ」


    　怒りが、震える言葉に変わる。


    　思考が進まない。勝手に、濁った荒々しい感情がこみあげてくる。


    　──わがまますぎっだろ、王女さま。


    　──あんたが頼んだから命かけてやってきたってのに、いまさら全部撤回かよ。


    　アステルはベッドの縁に腰を下ろして、じいっとルカの様子を見ていた。なにか言いたそうに口をひらきかけるが、思い直し、口を閉ざす。


    　沈黙が垂れおりた。


    　ヴラドレンは漆黒に塗り込められた窓の外を見やりながら、ルカに背をむけたまま言った。


    「……敵に塩を送る趣味はない。貴君がここで降りるというなら降りるが良い。だが余はこのままむざむざ、王女をジェミニには渡さぬぞ。実際に会って確信した。王女ファニアには皇帝の玉座以上の価値がある」


    「……………………」


    「残念ながら現時点では、王女の目に余は映っておらぬ。だが貴君がこの様子なら、まだ好機はあろう。余は余で勝手に動き、いつか王女をこの腕に抱くことにする。貴君はここでひとりみじめに恨み言を連ねるが良い。ではな」


    　一方的にそう告げて、ヴラドレンはつかつかと寝室を横切り、来たときと同じようにいきなり退出した。


    　部屋にはルカとアステルだけが残された。


    「……………………」


    「……………………」


    　気まずい沈黙が垂れこめる。ルカの思考は停滞したまま動かない。見上げた天井に、ファニアとジェミニの表情が入れ替わり立ち替わり現れて、胸の奥が焼け焦げる。


    　アステルはルカの横顔を見る。これまで見たこともないほど、辛つらくて苦しそうなルカだった。


    「……寝る。……おやすみ」


    　それだけ言って、アステルは燭しよく台だいの灯を消し、ベッドに横になった。


    　暗闇のなか、ルカの影がほのかに、窓から差し込んでくる月明かりに晒さらされていた。


    　ひとことも言葉を発することなく、ルカは天井を仰あおいでいた。


    　アステルは目を閉じた。今日一日歩きっぱなしだったし、ウルキオラに入ってからは歓迎のひとたちに取り巻かれっぱなしだったし、おなかもいっぱいだし、ベッドに入ればすぐに眠れるはずなのに、眠れなかった。


    　一時間近くも、アステルは眠ろうとして目を閉じ、寝返りを打ち、羊を数えた。けれどダメだった。薄く目をあけると、ルカは相変わらず椅い子すの背に上体を預けて、ひとりで天井を見上げていた。


    　アステルは、イライラした。


    　自分でも抑えきれないなにかが、横おう隔かく膜まくを突き上げた。


    　上体を起こし、思わず吐き捨てた。


    「友達に好きな子取られていじけてんの？」


    　ぴりっ、と暗闇を通じて、ルカの感情が伝った。


    「いじけてねえよ」


    「いじけてんじゃん」


    「頭に来てるだけだ」


    「ファニアに？　ジェミニと結婚する、って言ったから？」


    「……………………」


    　は──……っとアステルはこれみよがしにため息をつく。


    「あんたさ……。ファニアが本気でそんなこと言ったと思ってんの？」


    「……………………」


    「バッカだねー……。あんた、戦争得意だけど女心とか全然わかんないんだね。うわー……バッカだねー……」


    「……お前になにがわかんだよ」


    「会ったこともない男と結婚するのがどんなにイヤかくらい、わかるよ」


    「……………………」


    「ファニア、自分の幸せより王国の幸せを優先してるんだよ。だから……ほんとの気持ちを殺してる」


    「……………………」


    「さよなら、ってきっと辛つらい気持ちで言ったと思う。でもそう言わないと、あんたは約束通り革命を起こして、たくさん血が流れて、でもファニアはなにもできない……ってことになっちゃう。だから……ファニアはこれ以上、あんたに迷惑かけたくないんだよ。わがままじゃないよ。優しくて不器用なんだよ。そんだけだよ」


    　ルカは黙って、アステルの言葉を聞いていた。いつもならすぐに悪口が飛んでくるはずなのに、なぜか反論してこない。


    　沈黙のうちに、ふとアステルは我に返った。どうして自分はいま、ファニアの気持ちを汲くみ取ろうとしているのだろう。人造人間だから人間の気持ちなんて考えたことはなかったし、理解できるとも思っていない。自分はただミカエルを操縦するために製造された兵器アークであり、人間の気持ちを理解したって意味ないのに。


    「お前さ……。頭、良くなった？」


    　ルカは突然、怪け訝げんな顔でそう言った。


    「……なにそれ。あたしの頭が悪かったみたいじゃん」


    「……うん。おれの知ってるお前は、頭悪いぞ」


    「ケンカ売ってる？　表出ようか？」


    「いや、つーかお前……成長してるよな？」


    「……………………」


    「進歩すんだな、人造人間も。安心した。ずっとバカなままじゃないんだな、良かったな」


    　なぜかルカは褒ほめてくる。アステルは憮ぶ然ぜんとした表情で、


    「あたしのこと、どーでもいーし。ファニアのこと話してんの。で、どうすんの？　このまま泣き寝入り？」


    　問いかけると、ルカはまたしばらく黙って、椅い子すから腰を上げた。窓枠に歩み寄って、窓をあけ、外気を部屋へ入れる。


    　しばらく冷たい風を頬ほおに受けてから、ルカは言った。


    「……終わらせるわけないだろ。半端な気持ちでここまで来てねーし」


    「……………………」


    「……ファニアがどう思おうが関係ねえ。今日までおれについてきてくれた連中を裏切るわけにいかない。このまま最後まで走りきる」


    　その返事を聞いて、アステルはなぜかほっとした。自分の内面が、よく理解できない。


    「へえ。結局やるんだ」


    「……やる。この先はファニアに頼まれたからじゃねえ、おれの意志でやり抜く」


    　ふーん、とアステルはまた鼻で返事する。素っ気なく振る舞っているが、ルカが変わっていないことに安心した。


    「……だったらさっさと寝なさいよ。明日からまた、やることいっぱいあるんでしょ？　いつまでもいじけてないで」


    「いじけてねー、っつってんだろバカ女」


    　ルカの文句を背中に受けて、アステルは頭からすっぽり毛布をかぶった。


    　──なにしてんだろ、あたし。


    　自じ嘲ちようして、目を閉じた。結局なぜか、革命を起こすほうにルカを誘導してしまった。そんなことアステルは、一度も望んだことはないのに。できるなら血なまぐさい争いから遠いところで、ルカとふたりでのほほんとしていたかったのに。


    　──バカみたい。


    　自分に呆あきれながら、眠りを待った。眠りはなかなか訪れなかった。ルカもソファーに座ったまま、眠っていないことはなんとなくわかった。ふたりは眠れないまま、黙って同じ夜をやり過ごしていた。


    　布団をかぶったまま、アステルは右手の手袋をそっと外した。


    『５４９』


    　闇のなか、アステルに残された日数が蒼あおく浮き立っていた。


    　──成長したって、あたしには関係ないし……。


    　──どうせもうすぐ消えちゃうんだしさ。頭良くなっても意味ないし。


    　やるせない気持ちを抱えながら、アステルは眠りを待った。


    



    　翌日。


    　ルカとアステルは軍服に着替え、ふたり連れだって城じよう塞さい都市ウルキオラの自治委員会に顔を出し、街を取り仕切っている十六名の有力者たちと接見した。五年前の暴動の際、顔見知りになっていたひとも多くいて、おおむねルカに好意的だった。


    　そして心配していた通り、十六名のなかにはお互いの利権が衝突しているものがいて、派閥などができ上がっていた。以前までは領主を共通の敵として団結できていたが、その障害を取り除いて自みずからが利権を手にすると、今度は身内同士でそれを奪い合ってしまう。


    　こうした争いにはルカも簡単に嘴くちばしを突っ込むわけにはいかない。普段は温厚で寛容でも、人間というものは自分の損得が関わった途端、狭きよう量りようさと醜悪さを露呈する。いまは一致団結して王政に対抗すべきときだから、ルカはあえてそういう内部抗争には関わり合いを避け、勝手にやらせることにしていた。そこに対処している時間はなかった。


    　午後三時、肩の凝こる会合から解放されてふたりは城塞内を散策した。


    　行く先々で市民たちがうれしそうに手を振ったり、握手を求めたり、歓声をあげたり。五年前の暴動のときは、どさくさ紛まぎれにろくな別れも告げずにウルキオラから逃げ出したから、住民から直接感謝の言葉を投げられるのは今回がはじめてだ。温かい歓迎はお尋ね者にとってはとてもありがたく、また照れくさいものだった。


    　それから厩きゆう舎しやを見て回った。


    　馬は六十頭ほど飼育されていて、民兵が世話していた。毛並みも良く、調教も行き届いていて、鞍くらも新しかった。民兵の話では、最近、ラヴレンチ商事から買ったものだそうだ。ヴラドレンのおかげで、一般庶民が武器を入手できている。


    「あっちの檻おりに魔獣がいますよ！　戦闘で使えるってんで奮発して買ったんですけど、怖くて誰も乗れなくて！　こっちです、見てください！」


    　まだ若い民兵が誇らしげに、厩舎から少し離れた鉄製の檻へふたりを連れていった。興味本位で檻のなかを覗のぞき込むと、強い獣けもの臭さがむわっと香り、暗がりのなかに獰どう猛もうな目が銀光りしていた。
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    「お、ベオウルフ」


    　ルカは思わず口笛を吹く。第七次テラノーラ戦役のとき、はじめてベオウルフ隊に遭遇してその威力を思い知った。ロマンヴィル騎士団が多く所有するそうだが、ガルメンディアで出会うのは珍しい。


    「強いよ、こいつら。小銃が効かないし、足止めても爪つめと牙きばで攻撃するし……」


    　ちっ、ちっ、と舌を鳴らしながら呼びかけると、ベオウルフはのっそりとその巨体を起こして、ルカの直前へ歩み寄ってきた。


    　銀灰色の毛並みに銀の眼まな差ざし。体長は二メートル半ほど、重量は六百キログラムを超えているだろう。前足の爪つめも口こう腔こうから先端を覗のぞかせる牙きばも、大人を引き裂けるほど太く鋭い。


    「名前は？」


    「バウワウ、って付けました。吠ほえたとき、そんな感じだから」


    「よし来い、バウワウ」


    　呼びかけると、バウワウは低い唸うなりを発し、ルカを威い嚇かくしながら鉄柵の狭はざ間まから鼻先を突き出した。


    　ルカも魔獣の目線を正面から受けて、顔を近づける。


    　殺気をたたえた白銀の双そう眸ぼうに、ルカの顔が映り込む。


    「……ん？」


    　なにか既視感を覚えて、ルカは首を傾けた。


    　バウワウのほうも、唸るのをやめてルカの目を覗き込む。


    「……お前……もしかして……」


    　顔つきに見覚えがあった。よく注意して見ると、たてがみの形状や身体の傷、やや茶色がかった鼻も記憶にあるのと全く同じだ。


    　ふいー、と突然バウワウが甘えた声を発し、鉄柵に胴体をなすりつけはじめた。ルカは恐る恐る、鉄柵からはみ出た毛皮を撫なでてみる。


    「ちょっと、危なくない？」


    　アステルが心配するが、バウワウはぶろろ、ぶろろと気持ち良さそうに鼻息を立てて撫でられるのみ。


    「……いや、大丈夫……！」


    　ルカは思いきって、バウワウの鼻先へ右手のひらを差し伸べてみた。たちまち食いちぎられる……こともなく、真っ赤な舌が伸びてきてルカの手をぺろぺろ舐なめる。


    「やっぱりお前か……！　懐かしいな、こんなとこで会えるなんて！」


    　ルカは満面の笑みをたたえて、もう臆することなく檻おりのなかへ左手を突っ込んで、バウワウの頭をぽりぽりと掻かいてあげた。バウワウはうれしそうに口をあけると、ルカの手をますます愛いとおしそうにぺろぺろ舐める。


    「……なに、あんたら、知り合い？　すっごい甘えてますけど……」


    　アステルが気味悪そうに、やたらとルカになつくバウワウを見やる。


    「昔、こいつにファニアとふたり乗りして、追っ手から逃げたんだ。カネが必要だったから最後は商人に売ったんだけど……。そうかお前、ラヴレンチ商事に買われたのか、元気そうだな、うれしいよ……」


    　ルカは魔獣に頬ほおずりせんばかりに、心底うれしそうだ。


    　五年ほど前、第七次テラノーラ戦役の際。機械兵ミカエルに襲われて聖都カルロビバリを逃げ出し、ククリの森で夜営していたとき、青ひげ部隊に襲われて王女ファニアを拉ら致ちされた。その際、ルカはこのベオウルフを鹵ろ獲かくしてファニアを奪還、そのまま敵中突破に成功した。


    「こいつの鞍くらの上で、ずっとファニアとふたりだった。こいつがいなかったら、おれもファニアも、あの森で死んじまってた……」


    　敵騎兵の追跡を振り切る際、何度も役に立ってくれた。外見は恐ろしいが、手た綱づなを握ると従順で賢かった。ざらついた舌の感触を手のひらに抱きながら、ルカは民兵に頼んだ。


    「なあおい、こいつの飼い主に、ちょっと話があるんだが……」


    



    　一時間後──。


    「えへへ。かわいいね、この子」


    「おとなしいし、頭いいし、そのうえ強いし。申し分ねーよ。肉しか食わないからエサ代高いだろうけど、そのぶん使えるし」


    　城内の練兵場にて、自腹で買い取ったバウワウの鞍あん上じよう、アステルは鞍の前に、ルカはその背後から手綱を握って、午後の散歩としゃれこんでいた。周辺では訓練中の民兵たちがこわごわと、ルカたちを遠巻きにしている。


    　バウワウは周辺を睨ねめつけながら、手綱に逆らうことなくのっしのっしと重い歩を進める。民兵たちの目には、ベオウルフを従えたルカのすがたが魔王のように見える。少し長くなった髪の隙すき間まから覗のぞく紅の双そう眸ぼう、稲妻のように顔を裂く入れ墨、漆黒の兵装、黒い長マント、銀灰色の魔獣、胸に抱いた白はく皙せきの少女──。それらの組み合わせがルカ本人にしかまとえない偉容となって、兵士たちに自然な畏い敬けいを呼び起こしていた。


    　バウワウの試し乗りがてら民兵たちの行進に参加して、陣形の変え方などを訓練していると、役場の職員が慌てた様子で駆けつけてきた。


    「ルカさん、大変です！　すぐに役場へおいでください、みなさんお集まりです！」


    「おー、なんだどうした、内輪もめか？」


    　鷹おう揚ように返事すると、職員は激しく首を左右に振って、


    「大変なんです、エデン艦隊に帝国軍が詰まってて!!　それがいきなり、繋けい留りゆう塔とうから降りてきて！　しかも王国軍も続々と集まってきていて……!!」


    　職員も焦っているらしく、説明が全く要領を得ない。だがともかく、ようやく敵も動きはじめたようだ。ルカとアステルは顔を見合わせ、バウワウに騎乗したまま役場へ急いだ。


    



    　ウルキオラ上町の広場に面した場所に町役場があった。警護の民兵はおっかなびっくりバウワウの手綱を受け取ると、ルカとアステルを二階の執務室へ案内する。


    　ウルキオラ管区長グスタボ・パルマがふたりを出迎え、商工会長、職人ギルド長、食料庫責任者、農業委員長、下町代議員二名、上町代議員二名、民兵隊長ら、自治委員会の面々と座を囲んだ。


    　管区長グスタボは緊張の面おも持もちで、今朝方、急使が伝えた内容を語った。


    「昨夜遅く、エデン飛行艦隊がラランディア繋けい留りゆう塔とうに接舷し、驚くべきことにリヴァノヴァ帝国軍一個師団、およそ一万を下船させました。現在、帝国軍はラランディア繋留塔近辺に駐ちゆう屯とんし、物資の集積を開始しております」


    　自治委員たちが驚きを眼まな差ざしに映し、互いに顔を見合わせる。民兵隊長ソシモ・ヒロが問いかける。


    「それは……ガルメンディア王が、帝国軍を王国内に呼び寄せたのですか？」


    「詳細は不明です。ジェミニ皇帝が王女ファニアを警護するべく、自みずからガルメンディア王に派兵を願い出たという話も。まだ婚姻前ですが、両国はすでに同盟関係にあるのだと内外に喧けん伝でんする目的もあるやもしれません」


    　ルカは気に入らなそうに口元を歪ゆがめ、黙もつ考こうに沈んだ。ウルキオラに入る直前に見た、エデン飛行艦隊。あの輸送艦の下腹には、リヴァノヴァ帝国軍一万が詰まっていたようだ。


    　──ジェミニの野郎。エデンと手を組みやがった……。


    　あれだけ「エデンを倒す」とのたまっていた男が、エデンと結託してガルメンディアまで派兵してきた。その目的は。


    　──結婚式は邪魔させない、って意思表示か。


    　ルカ・バルカ暗躍の噂うわさがリヴァノヴァ帝国にまで届いたとしたら、こういう手を打ってきてもおかしくはない。


    　もはやエデン打倒よりもルカへの嫌がらせを優先しているような皇帝ジェミニの行動。いまグレイスランドを揺るがしているこの状況は、ある意味、王女ファニアを巡るジェミニとルカの壮大すぎる花嫁争奪戦だ。


    　──もともとジェミニには「エデンを倒す」動機が希薄だった。


    　ただ他にやることもないから面白がって、その目標に邁まい進しんしていただけだ。しかし、あのカロルメン台地の戦闘においてルカに出し抜かれたジェミニは、はじめて人間らしい感情──「憎悪」を示した。


    『自分より大切なひとを見つけろ』


    　そんなルカの言葉に対し、血に染まった顔を憎悪に歪め、ジェミニはこう言った。


    『裏切り者。許さない。きみを殺す。地の果てまで追い詰めて必ず殺す』


    　感情を持たない電子演算装置だったジェミニはもしかすると、あのときはじめて人間になれたのかもしれない。


    　ジェミニがファニアに求婚したのも「自分より大切なひとを見つけろ」というルカの言葉への意趣返しではないか。ルカにとって「自分より大切」なファニアを我が物とすることで、ジェミニの復ふく讐しゆう心は大いに満たされるはず。


    　そんなくだらない動機で国家戦略を決定する皇帝がいるはずがない──と言いたくなるが、相手はジェミニだ。ルカを悔しがらせることを目的に、国のひとつやふたつは平気で潰つぶす。


    　──させるか。


    　──ファニアはお前の玩具じゃねーぞ。


    　私心を捨て、王国の繁栄のために我が身を捧げようとするファニアの気高さを、あのクズは個人的復讐の道具として利用している。


    「厄やつ介かいですな。王国軍が相手であれば、兵士たちが我らを撃てない可能性があった。しかし外国の軍隊は、平気で我らを撃てる……」


    　ソシモ隊長の声が執務室に重く響く。グスタボは言葉をつづける。


    「それだけではありません。王国軍麾き下かの連隊が続々とラランディア周辺に集まり、駐ちゆう屯とんをはじめました。周辺の道路は物資輸送の荷馬車で大渋滞となっております。正確な数はわかりませんが、少なくとも四個連隊、一万以上がラランディア近郊三十キロメートル圏内に分駐しているものと……」


    　うぬ……と低い呻うめき声が自治委員の間から漏れる。


    　ついにガルメンディア王が動きはじめた。


    　各地の反体制勢力の不穏な動きを察知し、重すぎるほど重い腰をあげて、主立った貴族諸侯に兵の動員を命じたのだ。


    「王は武力で我らを虐しいたげるつもりだ。そんなもの、とても国父のふるまいではない……！」


    　声を震わせたのは下町代議員エクトル・ウガルテ。ウルキオラ暴動の際、自みずから先頭に立って領主の私兵と戦い、上町と下町を隔てる防護壁を突破した勇猛な男だ。


    「王が本性を現した！　民を銃剣で脅おどしつけるものは、もはや王とは呼べぬ！　しかも外国の兵を招き寄せるなど言ごん語ご道どう断だん、自由都市ウルキオラは断固抗議する！」


    　うん……とルカは顎あご先だけで返事する。いまエクトルが言った内容は、恐らく各地の政治サロンで弁士たちが同じような文言を繰り返し、王との武力対決を煽あおるだろう。外国から軍隊を呼び寄せた事実は、体制転覆を目もく論ろむ扇動者たちをますます勢いづかせる。


    「もしや王女ファニアがジェミニに派兵を要請したのでは」「考えられる。結婚式まであと二か月。式を邪魔させないため、帝国の力を頼ったのだ」「外国人に王国民を殺させようとするなど、王女はリヴァノヴァ宮廷の手先に成り果てたのか!?」


    　そして勝手な妄想も膨らんでいく。ルカは黙っている。この流れに反論すればややこしくなるだけだと身に沁しみている。


    「同志ルカ、ご意見を」


    　ずっと黙したままのルカを、管区長が促うながす。


    　うん……ともう一度低く返事してから、一同を見回した。


    「おれはこの街から立ちたい。構わないかな」


    　ルカのその言葉に、自治委員会の面々が目を見ひらく。おぉ……と呻うめき声のようなものが各人から漏れて、ぐっ、と執務室の大気が圧力を高める。


    「それは……もちろん！　同志ルカが呼びかけたなら、ウルキオラの全住民が従いますとも！　そうですよね、みなさん。なにしろこの街を救ってくださった英雄ですから……っ！」


    　管区長の呼びかけに、エクトルは豪快に笑った。


    「いったい誰が反対するんだ？　ウルキオラの英雄が、これからいよいよ王国の救世主になろうというんだ、おれたちが支えないで誰が支える!?」


    　民兵隊長ソシモは、比較的冷静な思案顔で言葉を継ぐ。


    「いますぐに決起は無理です。食料も武器弾薬も備蓄できてないし、なによりまだ訓練が足りてない。いまの状態で帝国軍と対たい峙じしたなら、半日でこちらが全滅します」


    「わかってる。けどぐずぐずしてたら、勝手に蜂ほう起きする連中が出てくる。ばらばらに蜂起したって、王国軍に勝てっこない。あと一か月で準備して、十一月に一斉蜂起に持ち込まないとこっちの勝機はない」


    「……一か月。……わかりました。……厳しいですが、なんとかします」


    　ソシモの苦しげな了承を得て、ルカは一同に呼びかけた。


    「この一か月で勝負が決まる。おれは私兵三百六十人とメルヴィル、ガヴー、ミズキをウルキオラに呼ぶよ。役所のみんなには食料、馬ま草ぐさ、弾丸と火薬、ソーマと石炭の調達を頼みたい。民兵はガヴーの指揮下に入ってくれ。それから機械兵の交換パーツと整備兵をそろえないと。ミズキ隊がこっちの切り札になる、彼らが暴れられる環境を作るんだ。やることはありすぎるほどある。忙しくなるけど、おれたちがこの国を変えるためだ。王国全土をこのウルキオラみたいな自由な街にしたい。手伝ってくれ」


    　自治委員会の面々は表情を引き締め、頷うなずきを返した。互いに腹のなかには異なるものが詰まっているが、当面の倒すべき相手が体制側であることは一致していた。


    　そしてルカもまた、王政を破壊すべく、自分が反体制側のリーダーになろうとしている。


    　改めて、腹を据すえる。


    　──弱いものが踏まれない社会を築くんだ。それがシルフィの願いだ。


    　──今日までついてきてくれた仲間のためにも、決起しなきゃいけない。


    　自分の目的を確認し、彼方かなたを見据えた。


    　──ファニア。きみのところへ行くよ。


    　彼方のファニアへ、ルカはそう告げた。

  


  
    　　　　　　二章　業火


    



    　十一月の青空が、歌に震えていた。


    　全周十二キロメートルに及ぶウルキオラの城壁を釜かまとして、その内側で歌声が煮えたぎっている。


    　歌の内圧はやがて、城壁を超えた。


    　釜の蒸気が噴き出すように、跳ね橋が空から堀ぼりへ降りて城門がひらき、着の身着のままの住民たちが城外へと吐き出される。


    　ひとびとは手に手に鋤すきや鎌かま、斧おのや木き槌づち、脱穀用の千せん歯ば扱こきなどを掲げ持ち、押し合いへし合いしながら街道へなだれ込み、東の空の低いところから差し込んでくる曙しよ光こうを掲げた武器で弾はじき返す。


    『武器を取れ市民たち』『いまこそ革命のとき』『我らが自由を勝ち取るとき』『いざ行かん約束の地ラランディアへ』


    　そんな歌詞が、流れゆく雲の下腹を突き上げていた。身なりも武器も統一されていないが、歌だけは見事に唱和していた。


    『西へ！』『西へ！』『王都ラランディアへ！』


    　互いの農具を打ち合わせ、住民たちの盛り上がりは留まることを知らない。生まれて以来踏まれつづけ、溜まりに溜まった鬱うつ憤ぷんを晴らせるときがようやく訪れた。誰もが貧しく飢えているが、表情には生気と解放感がみなぎり、数千、数万の激情が歌となって蒼天を震わせる。


    　城内から噴き出してくる住民はみるみるうちに膨れあがり、騎兵、砲兵、機械兵まで加わって、やがて二万人以上の群衆がサウスランド大街道に縦隊を成し、歌詞に導かれるかのように西進を開始した。


    



    　ステファノ歴一七九四年、十一月八日、サウスランド大街道──。


    



    　隊列も組まず、ただ個々人が思い思いに街道を突き進んでいくこれは、一見すれば暴徒の群れだ。規律はなく、その場の勢いのまま城外へ出て、大した考えもなくただ王都へむかって突き進んでいる烏う合ごうの衆……にしか見えない。しかしよく目を凝こらしたなら、黒い軍服に身を包み、カスコート銃を持った目つきの鋭いものたちが縦隊の先頭と左右に居並んで、暴徒化したものが民家や通りすがりの荷車を襲わないよう見張っている。さらに縦隊の遙はるか前方、道沿いの村や集落には黒の軍服を着た騎兵が先触れに訪れ、住民たちに家財を持って逃げるよう勧告している。二万人以上の縦隊の要所要所にこの黒い軍服の兵士たちが配置され、規律なき集団を王都ラランディアまで行進させるために目を光らせているのがわかる。


    　そして──全長四キロメートル以上に及ぶ長大な縦隊の先頭近くに、明らかに規律を持った一兵団があった。


    　赤地に白いラインの入った上衣を着込んだ民兵たちが一千名ほど、真新しいカスコート銃を片手に、吠ほえるように歌っていた。その背後には二頭の馬が牽けん引いんする八センチ砲が十二門、さらにその後方から地響きを立てて、合計五機の機械兵がつづく。


    　先頭は中級三隊セカンドランク「力天使ヴアーチユーズ級」タブリス型機械兵。そして下級三隊サードランク「天使エンジエル級」ゼダル型機械兵四機がタブリス型を頂点にしたＶ字形の編隊を組んであとにつづく。ゼダル型は板金装甲に身を包んだ重装歩兵をそのまま巨大化させたような出いで立ちで、全長二・五メートル、三千馬力、いずれも両手に三メートルほどの長なが槍やりを持ち、薄いブリキ装甲を日差しにきらめかせて軽快に歩む。


    　Ｖ字編隊の後方から総勢五十騎ほどの騎兵隊がつづき、その騎兵の中心に、青灰色のベオウルフ「バウワウ」に騎乗したルカがいた。


    　おなじみの黒一色の軍服に黒マントを翻ひるがえし、バウワウの手た綱づなを握って前方を見み据すえるそのすがたには、威厳すら漂っている。左右には騎乗したアステルとメルヴィル、それから鎌かま鳥どりに乗った歩兵隊長ガヴーのすがたもあった。


    「帝国を逃げ出して一年半か。意外に早くここまで来たな」


    　愛馬にまたがった騎兵隊長メルヴィルが、機嫌良さそうにルカに話しかける。カロルメン台地をヴラドレン皇太子と共に脱走してから、もうそれだけの月日が経っていた。ルカはぼやきで答える。


    「予定より早い。あと十日は欲しかったけど……」


    　ルカが各地の有力者に送った書状には、一斉蜂ほう起きは十一月十八日と記していた。しかし港湾都市ロンゴリアの市民が暴走し、十一月一日、武器集積庫を襲撃。小銃と大砲を手にした暴徒たちは「ロンゴリア市民協議会」を名乗って土地台帳を焼き払い、勝手に貴族や教会の建物、領地を没収した。


    　これに呼応するように三日、交易都市リエラ、ウレドでも暴動が発生。こちらでも武器庫を襲って火器を手に入れた市民たちは、一切容よう赦しやなく支配者層を駆逐した。さらに六日、王都の北八十キロメートルに位置する大都市マエスカスでも暴動が発生、各地に分駐していた王国軍所属連隊が武力制圧に乗り出した。おそらく現在、暴動の起きた各地で反乱軍と王国軍が睨にらみあっているはず。


    　この流れに、ウルキオラも乗るしかなかった。時期尚しよう早そうなのは知りながらも、ルカは自治委員会に蜂起の意志を伝え、八日早朝、集まった住民を前に王政打倒を宣言し、こうしてみなで王都を目指し行軍している。


    　目もく論ろ見み通りではないが、ここまではまだ順調といえる。しかし。


    「問題はここからだ」


    　ルカは遙はるか彼方かなた、地平線のむこう、ラランディア宮殿の方角を見み据すえる。立ちはだかるのはリヴァノヴァ帝国軍一個師団、およそ一万。その壁を越えなければ、こちらの勝ちはない。


    「たとえ庶民が相手だろうが、帝国軍は必ず撃ってくる。なにしろうしろにいるのはジェミニだ。躊ちゆう躇ちよはない」


    「撃つだろうな。確実に」


    「機械兵、砲兵、騎兵、装備も練度も数も帝国軍が遙かに優勢だ。ドル・ドラム戦役を戦い抜いた連隊だから、経験も充分にある。それに比べてこっちの味方の九割は本番で使いものにならない」


    　メルヴィルは揶や揄ゆするように周辺の味方を見る。数は多いが、いざ戦闘になればこの二万人は霧散するだろう。戦闘力として期待できるのは、士気が高く、充分に訓練された民兵一千名余りと、かつての帝国軍バルカ連隊からルカに付き従って今日までついてきた三百六十名の熟練兵のみ。実質的に、帝国軍一万と味方一千四百少々の戦闘が、革命の成否を決める。


    　ウルキオラに到着して以来の一か月、ルカもずっと帝国軍一万との決戦について考えつづけてきた。敵についての情報を集め、周辺の地形を偵察し、その結果、対応策を決めた。


    「地形を味方につけるしかない。そのための訓練もやってきた。勝てるさ。必ず」


    　自分に言い聞かせるようにルカは答える。いまのルカの立場はこの二万人の群衆の統率者、すなわち総司令官だ。肩書きは「連隊長」ということにしている。反乱軍だから「将軍」あたりが妥当なのだが、大おお仰ぎようなのがイヤだし、古参の部下もずっとルカを連隊長と呼んでいるからそれでいくことにした。


    「だが肝心の地形も、こちらに有利とはいえない」


    　メルヴィルは眼前にひらける、遮しや蔽へい物のない平原を見渡す。グレイスランドの九割方はこうした平地だ。山岳や丘きゆう陵りよう、渓けい谷こくや大河がもっとあれば戦術に生かすことはできるのだが、ここから王都までの道のりはすべて真っ平らな平原があるのみ。なだらかな畝うねや起き伏ふくはあるものの、大軍をむこうに回して戦うには無理がある。


    　もちろんルカもそのことは承知しており、決戦場の選定については頭を痛めてきた。王都ラランディアを目指し西進する反乱軍と、逆に反乱軍を討とう伐ばつしようと東進する帝国軍は、必ずサウスランド大街道上で激突する。その衝突地点を、こちらの都合で選んでしまいたかった。


    　ルカの結論は。


    「ボカージュ頼りだ。まともにやりあえるとしたらあそこしかない」


    　ルカは王都への針路上に位置する散村、フィデル村の「ボカージュ」と呼ばれる特殊な田園地帯にすべてを懸かけていた。


    　フィデル・ボカージュ。


    　革命の命運を懸けたその舞台は「生け垣の迷宮」だ。


    　フィデル村は起伏のある大地に沼、森林、草地が点在し、農家は一軒一軒が広い地域に散らばって、酪農や果樹園、小規模な畑作を営んでいる。一年を通して風が強く、防風のための生け垣が道の左右に立ち並び、この生け垣に区分けされたモザイク状の耕地を一段落ち込んだ小路が取り囲んで、極めて見通しが悪い。


    　二週間ほど前に視察してみて、ルカはこの背が高くて厚い、通り抜け困難な生け垣が天然の要害として使えることに気づいた。ある意味自然のものより性質たちの悪い、生け垣と小路の織りなす迷宮が「田園の市街戦」とでもいうべき戦闘を生起させると見込んだ。王都を目指す針路上において、寡か勢ぜいが大軍に立ち向かえる舞台はフィデル村しかなかった。


    「壁ではないから、機械兵なら伐ばつ採さいもできる。いうなれば目の粗い迷宮だな。我々もそんな場所で戦った経験はない。どんな戦闘になることやら」


    　メルヴィルはいかにも楽しそうにそんなことを呟つぶやく。さっきからぼやいてばかりだが、この根っからの戦闘狂は、久方ぶりの軍ぐん靴かの響きに興奮を隠せない。強大な敵と未知の迷宮、行く手に待ち受ける困難がかえって血をたぎらせている。


    　それに比べると、ガヴーは落ち着き払っていた。ルカのすぐ背後を歩みながら、ひとことも無駄口を叩かない。黒い肌に黒の軍服をまとっているから、佇たたずまいは影法師そのもの。


    「たぶん散兵の勝負になる。頼むぜガヴー。歩兵がすべてを決める」


    　声をかけてみると、鎌かま鳥どりの鞍あん上じよう、漆黒の巨きよ躯くから短い応いらえが返った。


    「奇襲を心がける」


    　無愛想だが、的確な返事だった。その通り、生け垣などの遮しや蔽へい物で行動を隠いん匿とくしながら敵の急所を突くしかこちらの勝機はない。


    　ここからフィデル・ボカージュまでは約七十五キロメートル。住民たちの行軍速度では、四日間以上かかる距離だ。それに合わせていたら、帝国軍はボカージュを越えて、遮蔽物のない平原が戦域になってしまう。そうなれば勝てない。


    「戦闘員のみ、行軍速度を上げさせよう。帝国軍が来る前に、ボカージュに防衛陣地を築きたい」


    　訓練された兵士であれば、二日半あればフィデル・ボカージュへ辿たどり着く。ラランディア繋けい留りゆう塔とう近辺に駐ちゆう屯とんしている帝国軍はおそらく一両日中にウルキオラ蜂ほう起きを知って、討とう伐ばつに出むいてくるだろう。繋留塔からボカージュまでは急いでも四日はかかる。差分の一日半を、こちらは陣地構築のために使える計算だ。


    　とにかく敵より早く予定会戦地点へ辿り着き、こちらに有利な場所を占めてしまうこと。ルカがドル・ドラム戦役を通じて学んだ戦訓だ。そのために野戦砲の軽量化と砲ほう架か、車輪の改良に取り組み、歩兵の訓練も長時間の行軍に耐えられる肉体と精神力の醸じよう成せいに多くの時間を割いてきた。敵の予想を超える長距離を短時間で疾駆することで、有利なかたちで会戦をはじめることができる。


    　ルカは後方を振り返り、ウルキオラ管区長グスタボに告げた。


    「戦闘員は先行する。住民の統率は任せた。一日二十キロメートル、十日間歩けばラランディアに着く。頼んだぜ管区長、大仕事だが、確実にみんなを王都まで連れていってくれ」


    「わかりました。ご武運を、ルカさま」


    　頷うなずき、ルカは号令をかけた。


    「戦闘員、速歩、前へ！　フィデル・ボカージュを目指す！」


    　応が返り、伝令の騎兵が散っていく。住民の大行進を護衛していた民兵や旧バルカ連隊兵がルカの号令を受け取り、速度を上げる。


    　機械兵、砲兵、騎兵隊も次々に住民の列を追い抜いて、道の先で隊列を組み直す。これから二日半、一日三十キロメートルを越える強行軍のはじまりだ。


    「速度が武器だ、気合いで歩け！」「訓練の成果を見せろ！　敵より早く戦場に着けば、あとが楽になる！」


    　軍曹や曹そう長ちようが兵を叱しつ咤たし、軍楽隊の曲調に合わせ、規則正しい歩みを保たもたせる。熟練兵はもちろん、民兵たちも精せい悍かんな表情を前へむけ、彼方かなたの戦場を一心に目指す。


    　ルカはその隊列の先頭に立ち、西の空を睨ねめつけた。


    　──待ってろよ、ファニア。


    　──きみの王国をぶっ壊してやる。


    　もう迷いはなかった。これまで築き上げてきたすべてを懸かけて、ルカはガルメンディア王国を地上から消滅させる覚悟を決めていた。


    



    　†††


    



    「我々は王政の番人たらねば」


    　神聖リヴァノヴァ帝国西方派遣軍、第一混成師団長ゲオルグ・パスパロフ子爵は同行する将校たちへそう告げながら、手た綱づなを軽く叩いた。栗毛の馬がゆっくりと歩みはじめ、その後ろから、騎乗した総司令部の当直将校、司令部付き副官、連絡将校、兵へい站たん将校たちがつづく。


    　乾いた冷たい風が、遮しや蔽へい物のない平原を行き過ぎていく。真っ青な空から斜めに照りつける午後の日差しが、進軍を開始した帝国軍一万の真っ白い軍装に映えた。


    



    　ステファノ歴一七九四年、十一月九日、ラランディア繋けい留りゆう塔とう近郊・帝国軍駐ちゆう屯とん地──。


    



    　今朝方、ウルキオラ蜂ほう起きの一報が早馬により知らされ、ガルメンディア王より「ルカ・バルカ率いる賊軍を討とう伐ばつせよ」との勅ちよく命めいを拝した。これにより帝国軍は王国内で大手を振って、王国民を虐殺できることとあいなった。ゲオルグは言葉に皮肉を混ぜ込む。


    「まさか王の允いん可かを頂けるとはな。これで我らは王国の同盟軍、歯向かうものはすべて賊軍だ。正々堂々、大手を振って、ガルメンディア国民を撃てるというわけだ」


    　羽根飾りをつけた二折り帽の下、ゲオルグの蒼あおい瞳が静せい謐ひつさと獰どう猛もうさを織り交ぜる。


    「世も末だな」


    　その言葉に、随員たちが声を合わせ笑う。ぴんと伸びた背筋に軍服の上からでもわかる鍛きたえ上げた筋肉、短く刈り込んだ金髪、冷たく理知的で感情のにじまない表情。軍服を脱いだなら、幾多の刀傷や銃傷がゲオルグの戦場生活がいかなるものかを物語る。これらの傷はゲオルグが前線に出ることも厭いとわない勇敢な指揮官である証左だ。実際、西方派遣師団の兵員は、この師団長に全ぜん幅ぷくの信頼を置いていた。勇敢なうえ、話がわかる。命がけで戦う兵士たちが望んでいるものをゲオルグは知り、勝ったなら「特権」の行使を黙認してきた。


    　ゲオルグ・パスパロフが頭角を現したのは、第四次ドル・ドラム戦役における聖都バルミラ攻略戦、三千の守備隊を麾き下か一千名で壊かい滅めつに追い込んだときだ。パスパロフ家は十五年前に爵位をカネで買った新興貴族であり、軍司令部の大貴族からは「成り上がりもの」として疎うとまれ、作戦会議にも参加できなかった。が、ジェミニはゲオルグの指揮官としての才能を高く評価し、反乱軍として帝都パグラチオンを目指した際も、自みずからの右腕として身近に置いて重ちよう用ようした。


    　今回、ガルメンディア王国にうごめく「不穏分子」への牽制のため、西方派遣師団長という大役を仰おおせつかったのも皇帝ジェミニの寵ちよう愛あいによるもの。弱冠二十七歳にして少将に昇格、師団長を任されたのは帝国軍史上最年少記録である。大戦果をあげて期待に応え、自分を白はく眼がん視ししてきた大貴族たちを宮廷の隅へ追いやってしまいたい。


    　現在、蜂ほう起きした都市は五都市。マエスカス、リエラ、ウレド、ロンゴリア、そしてウルキオラ。ウルキオラを除く四都市へは、すでに近隣に駐ちゆう屯とんしていた連隊が討とう伐ばつに出向いているが。


    「あてにはできない。王国軍は自国民を撃つことをためらうだろう。だが我々は違う。偉大な皇帝陛下とファニア王女殿下のために賊軍と戦うのだ。相手が平民であろうと情け容よう赦しやは一切無用、初戦で完かん膚ぷなきまでに踏みにじり、我々を恐れさせろ。はじめにこちらの圧倒的な武力を示せば、あとの烏う合ごうの衆は戦わずとも霧散する」


    　ゲオルグは周囲の高級将校を鼓こ舞ぶするように、そう言い放つ。傍かたわらの当直将校が猛たけ々だけしく笑みながら、それに応えた。


    「これは戦闘というより、虐殺になりますな」


    「不満か？」


    「滅相もない。バルミラは忘れ得ぬ思い出ですよ」


    　当直将校の言葉に、周辺の側近たちも朗ほがらかな笑い声を返す。一年半ほど前、ゲオルグの指揮のもと、この将校たちはドル・ドラム聖都バルミラへ突入し、無期限の略奪にいそしんだものたちだった。長い戦場暮らしで倫理観は麻ま痺ひし「殺して奪うのは勝者の特権」と公言してはばからない。


    「蜂起した五都市の市民たちは、いずれも王都ラランディアを目指して行進している。王国軍は、連中をその場に留めてくれれば良い。我々はウルキオラ反乱軍を壊かい滅めつさせたのち、一都市ずつ順繰りにまわって壊滅させる」


    　おおかた、敵は時期を合わせて一斉蜂ほう起きすれば勝てると踏んだのだろう。かたちだけみれば確かに王都は反乱軍に包囲されているように見えるが、しかし、一個一個の勢力は脆ぜい弱じやくだ。帝国軍が逐一、全戦力を以もつて個々の勢力に相あい対たいしたなら、向かう先で蜘く蛛もの子を散らすように逃げるだろう。軍学の教科書でいう「内線機動」を行うに、最も適した状況である。


    　問題は初戦。この地に派遣された当初から最も警戒していたウルキオラ反乱軍との戦いにすべてがかかっている。


    　早馬の報告により、ウルキオラの住民たちを率いているのがルカ・バルカであることがすでに知れていた。四次に及ぶドル・ドラム戦役で傑出した戦果をあげながら、ジェミニを裏切ってヴラドレン皇太子を誘拐した帝国史上最大級の大たい罪ざい人にんの名は、もちろんゲオルグも知っている。


    　出自は貧民でありながら、おのれの勇気と才覚だけでガルメンディア王国においてもリヴァノヴァ帝国においても傑出した役割を果たし、わずかな期間に反乱軍の統率者にまでのしあがってきたルカに対し、ゲオルグは素直に敬意と称賛を送る。ゲオルグ自身も大貴族から疎うとまれてきたが、しかし出自は貴族だ。なにも持たずに生まれてきたルカに比べたなら、自分は恵まれている。だから決してルカを侮あなどらない。


    「ルカはかつて幾度も絶望的戦況をひっくり返した男だ、侮ればこちらがやられる。ルカさえ破れば、残りの反乱軍は教科書通り、内線機動で各個撃破できる。ルカとの戦いに総力を結集するのだ、各員、くれぐれも油断するな」


    　言いながら一行は畝うねの稜りよう線せんに立った。目の前の一段低くなった街道を、麾き下かの精鋭師団が東を目指して行軍していた。


    　ゲオルグの目の前を、純白の兵装に身を包んだ騎兵、歩兵、砲兵が行き過ぎていく。ドル・ドラム戦役を戦い抜いたこの兵士たちは、最新鋭の装備に加え、練度も高く、なにより略奪の味を知っているから戦闘意欲が旺盛だ。ゲオルグは「勝者の特権」をエサにして、兵士たちを操縦する術すべに長たけていた。


    　そして──ソーマエンジンの猛たけ々だけしい駆動音が平原に轟とどろいた。排気口から青紫の排気炎を吹き上げながら、全十四機からなる最新鋭機械兵の編隊が、随ずい伴はん歩兵も連れずに目の前を通り過ぎていく。


    　立ちこめる砂さ塵じんが、不気味な巨人たちのすがたを黄白色のとばりのうちに包み込む。ずーん、ずーん、と一歩ごとに腹に響く地響きを立てながら、刺とげ々とげしく毛羽だっていたり、繭まゆのように湾曲したり、土偶のようだったり中世騎士に似ていたり、それぞれ特徴的な輪りん郭かくがかすみのうちで影絵となり、さながら古代の神々の行進を見るかのよう。


    　ゲオルグは満足そうに、奥まった瞳を光らせる。


    「これほどの上級機械兵を集中運用した戦例は、過去にあるまい」


    　中級三隊セカンドランク機械兵、レミエル型四機、トロイア型六機、アクラシエル型三機が、編隊を組んで進軍していく。


    　そのなかに、一機──。


    　ひときわ目立つ純白の機械兵が歩を揃えていた。

  


  [image: ]


  
    　他の機械兵を見物するには、稜りよう線せんから街道を見下ろしていればいいのだが、この機械兵の頭部を見るには将校一同が顔を上げねばならない。それほどに大きい。


    　上級三隊フアーストランク「座天使ドローンズ級」機械兵、ラファエル。


    　グレイスランド初お目見えとなる、ファーストランク機械兵である。


    　将校のひとりが、感嘆をもらす。


    「こいつが歩むところをはじめて見ました。実に軽快ですな」


    「機械兵の最上位、上級三隊フアーストランクの第三階級だそうだ。骨格も装甲もエンジンも、素材そのものが下位機種とは異なる」


    　戦闘用機械兵のランク付けは大おお雑ざつ把ぱに三つ、上級三隊フアーストランク、中級三隊セカンドランク、下級三隊サードランク。そしてそれぞれのランク内でも三つの階級に分けられていて、最上位は上級三隊第一階級、最下位は下級三隊第九階級である。


    「ファーストランクでは最も低い階級だが、それでもセカンドランク機械兵との戦闘力は隔絶している。模擬戦ではセカンドランク十三機が一斉に襲いかかっても、ラファエル一機を倒すことができなかった」


    　全長十一メートル。まるで巨大な蝶ちようの幼虫を両肩に貼り付けているかのように、肥大した肩部装甲が盾たてとなって本体の左右を守っている。六千六百馬力のエンジンを内蔵した胴体は不自然なほど細く、屈折部の多い両手には死神のごとき全長八メートル近い大おお鎌がまが黒光りしている。異い形ぎようの盾に比して胴も手足も細身であり、純白の装甲も表面に光沢がなく、重量が感じられない。


    「複合セラミック装甲というらしい。軽くしなやかで鋼鉄より砕けにくい。榴りゆう弾だんを受けても破損せず、軽量のため動きも格段に速い。相手はあのミズキだろうが、ラファエルにかかれば問題になるまい。操縦士の腕が劣ろうと玩具の出来が違いすぎる」


    　周囲の将官たちも、輪形陣を組み上げるセカンドランク機械兵十三機と、その中心から頭ひとつ抜け出たラファエルの威容に呑のまれ、言葉を失っていた。敵にはグレイスランド最高の操縦士と称されるミズキがいるらしいが、これだけの物量・性能差を前にしたなら操縦士の技量など砂の城に等しい。


    　鋼鉄の神々が砂さ塵じんの彼方かなたに消え去って、輜し重ちよう隊たいの長い列があとにつづくのを見守っていたときふと、ゲオルグは彼方の空を見上げた。


    「エデン艦隊も見学か」


    　ラランディア繋けい留りゆう塔とうの上空から、エデン飛行艦隊が飛来してくるのが見えた。扁へん平ぺいな船体の下腹に、地上にむかって突き出した艦橋と、腫はれ物にも似た遊覧用の逆ドーム型ゴンドラ。十一月の透明な空のさなか、徐々に艦影を大きくしてくるそれは、エデンの貴族高官専用の遊覧艦隊だった。


    「天てん上じよう人びとはお気楽だな」


    　舌打ちしながらゲオルグは吐き捨てる。王国遠征のために乗り込んだ輸送船内でも、エデン将校たちの不ふ遜そんな態度は腹に据すえかねるものがあった。彼らにとってグレイスランドにおける戦争は、猿による猿山の争奪戦に過ぎず、大きな会戦の前には往々にして、こうして飛行艦隊に乗り込んで見学に訪れる。


    「気にせぬことです。三界不可侵の協約により、彼らは地上の争いに直接手出しはできません」


    　副官に諌いさめられ、ゲオルグは二折り帽の縁をつまむと、深くかぶりなおした。不愉快だが、いま目の前の敵はルカだ。まずウルキオラ反乱軍を制圧せねば、なにもはじまらない。


    「……わかっている。我らの仕事は戦うのみ。……行くぞ。繰り返すが、油断はするな。ルカは恐るべき敵だ、各員死力を尽くし、自みずからの本分を果たせ」


    　蒼あおい瞳が静かな光を宿し、その光のうちに、東を目指し空を行くエデン飛行艦隊、全七隻せきが映り込んだ。


    　下腹、全面ガラス張りの展望デッキに、着飾ったエデン人たちが双眼鏡や遠とお眼鏡めがねを手に地上を見物しているのが見て取れた。高度百五十メートルほどを飛んでいるためその表情までは見えないが、しかし恐らく野蛮な軍隊を見て蔑さげすんでいることだろう。ゲオルグは屈辱を覚えながらも、目線を展望デッキから引き剥はがし、彼方かなたの戦場だけを見み据すえた。
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    　皇帝は高らかに笑いながら、百五十メートル下方の部下の仏ぶつ頂ちよう面づらを遠とお眼鏡めがね越しに見下ろしていた。


    「ははははは。ゲオルグが怒ってるよ。ははははは」


    　いかにも憎らしそうに睨にらみ上げた先で、まさか皇帝が見下ろしていようとは気づいてもいまい。当然だ、今日ここへ来ることは側近にすら告げていないのだから。


    　神聖リヴァノヴァ帝国皇帝アリヴィアン五世ことジェミニは、その褐色の肌にあでやかな笑みをたたえ、長い蛇へびのようにうねりながら地上を行く帝国軍西方派遣師団を上空から観察していた。


    　エデン艦隊旗艦、飛行戦艦バルバロッサ展望デッキにはスーツやドレスで着飾ったエデン人の紳士淑しゆく女じよが五十名ほど詰めかけて、ジェミニと同じように全面ガラス張りの足下越しに地上の軍隊を見下ろし、歓談や賭かけ事に興じていた。周辺には六隻せきの巡空艦が輪形陣を組み、同位高度を飛翔している。


    　ジェミニも飛行艦艇に乗って地上を見下ろすのははじめての経験だった。空から見下ろす地上は精巧なミニチュア模型そのもので、しかしそこには確かに蟻ありのような人間たちがうごめいていて、みみっちい争いごとに明け暮れていた。


    「見物したくなる気持ちもわかるね。こうしてみると本当に猿のお祭りみたいだ」


    　ジェミニはほがらかに、傍かたわらに突っ立ったエデン艦隊総司令官、グレゴリオ・オナシス中将に話しかけた。グレゴリオは表情を変えることなく、その冷え冷えとした紅の目線を地上へと投げ下ろし、


    「気に入って頂けて良かった。我々も地上人をここへお連れするのははじめてでしてな」


    　全く気持ちのこもらない言葉を紡つむぐ。ジェミニはウインクを送ると、


    「無理言って悪かったね。そのぶん、お返しはするから。戦いが決着するまでいさせて」


    「お気になさらず、陛下」


    　言葉面だけは丁寧だが、グレゴリオの口調には敬意の欠片かけらも感じられない。非礼に当たらないぎりぎりで体裁を取り繕っている。


    　もちろんジェミニも、グレゴリオの内側を巡る自然な侮ぶ蔑べつは感じ取っている。だが子どものころから褐色の肌ゆえに排はい斥せきされてきたから慣れている。身分からいえばこっちは皇帝、グレゴリオは公爵。知らん顔をして、皇帝として振る舞っていればむこうも害は及ぼすまい。


    「友情に感謝しているよ、グレゴリオ公」


    　にっこり笑顔でそう告げても、グレゴリオは眉まゆひとつ動かさない。


    　エデン人は地上の畜肉や穀物をたいそう喜ぶ。その事実を知ったジェミニは積極的にそれらをグレゴリオ個人に贈答し、私的な結びつきを得た。今日こうしてエデン飛行艦艇に乗り込むことができたのも、グレゴリオの口利きによるものだ。選えりすぐりの畜産物・農産物・香辛料は三千メートル上方のエデンにおいて貴金属以上の値で取引されるらしく、グレゴリオはジェミニからの個人的贈答品により莫ばく大だいな収益を上げていた。


    「こちらこそ。実り多き友情に感謝を」


    　ジェミニは再び遠とお眼鏡めがねを右目に当てて、部下一万名の行軍に見とれる。


    「相手はどうやらルカらしい。ぼくの予想通り、ウルキオラから挙兵したみたいだ。あそこの連中はルカに心酔してるからさぞかし操あやつりやすいだろう」


    「……ルカ・バルカ。名前は聞いています」


    「へえ。きみが名前を知ってるんだ。地上のことなんて興味ないと思っていたけど」


    「……ガルメンディア宮廷へは、大使として何度か訪問しています。王女ファニアとの醜しゆう聞ぶんについて、その名前を聞きました」


    「あぁ。牢ろう屋やに忍び込んで革命そそのかしたってやつ？　王女、男見る目ないよねー。なんでルカなんだか」


    「……陛下は、意に介さないのですか」


    「？」


    「花嫁が他の男とそうした行為に及ぶというのは、耐えがたいものでは」


    　ジェミニは遠眼鏡から目を外し、きょとんとした表情でグレゴリオを眺め、それから合点がいったように、表情を和らげる。


    「あぁ。別に。ぼく、そういうとこおおらかだし」


    「……………………」


    「ぶっちゃけ、元々、王女なんてどうでもいいんだ。ルカに嫌がらせしたくて求婚しただけだから。王女が生き娘むすめだろうが使い古しだろうがどうでもいいよ、興味ないから」


    「……………………」


    　グレゴリオの表情は変わらない。しかし微妙に、彼の周囲の空気が毛羽立ったような気がする。もしかすると怒っているのかもしれない。


    　なんでだろう。考えてみて、ジェミニは思い至った。


    「あ、もしかしてグレゴリオ公、ファニアと面識あるのかな？」


    　問いかけると、据すえもののようだった紅眼がわずかに揺れた。


    「一度、舞踏会で」


    「へえ。ぼく、実際に会ったことないんだ。どんな感じ？」


    　グレゴリオはしばらく黙して、ゆっくりと返事を紡つむいだ。


    「評判になるだけのことはあります」


    　へえ、と今度はさっきより感情を込めて、ジェミニは返事した。この選民思想に凝こり固まった男が、地上の女性を評価するなんて意外だった。


    「肖像画は見たけどそんなにぴんと来なかったな。本物はすごいのかな。ぼく、女性に心動かされたことってないんだけど、実際に会ったら動くかな」


    　問いかけた。グレゴリオはまたしても沈黙してから、おもむろに一礼した。


    「……失礼。急用がありまして。どうかごゆっくりお過ごしください」


    「？」


    　いきなりそう言い、ジェミニに背をむけ、グレゴリオはさっさとその場からいなくなった。


    　その背中を見送って、ジェミニは首を傾かしげる。


    「……怒った？　……変なやつ」


    　ぽつりと呟つぶやき、しかしすぐに気を取り直して、唇の端に皮肉な笑みをたたえながら地上見物へ戻った。


    



    　グレゴリオはひとり、艦橋へつづく狭い艦内通路を歩き抜けていた。


    　行き交う船員たちが、艦隊総司令官に気づいて廊下の側壁に背中を押しつけ、最敬礼で道をあける。グレゴリオは一いち瞥べつもせずに、不機嫌を足取りに映してかつかつと歩き抜ける。


    　脳裏にジェミニのにやにや笑いが舞い戻る。吐き気がする。


    「猿が」


    　吐き捨てる。自分でもなぜこれほど怒りがこみあげるのか、よく理解できない。


    　いや──本当は理解している。原因は。


    　──王女ファニア。


    　一度だけ、ガルメンディア宮廷の舞踏会で彼女と踊った。


    　そのときは汚らわしかった。なぜ自分が地上のメス猿とみなの前で踊らねばならないのか、不満しか感じなかった。


    　しかし、ファニアを胸に抱いて踊るうち──グレゴリオの胸のうちに妙なものがうごめきはじめた。


    　右手に抱いたファニアの背のか弱さと、そのしなやかな弾力。左手で手袋越しにつないだ手と、耳元に感じた彼女の吐息。それらがいつしか、心臓の鼓動を速くしていた。


    　音楽に合わせて踊るうち、グレゴリオはいつの間にか、時間が経つことを忘れていた。


    　音楽が終わらないことを祈っていた。この甘い香りと、ターンのたびに光を孕はらみながら波打つ銀の髪と、抱き寄せた背中を感じていたかった。


    　願いも虚むなしく音楽は終わり、かろうじて仏ぶつ頂ちよう面づらを取り繕ったままファニアと離れ、歓談の場に戻っても目線はいつの間にかファニアを追っていた。おのれの心の動きが信じられなかったが、しかしいくら制御しようとしても、まぶたの裏にはファニアとの舞踏が何度も繰り返し再生された。両手に残った感触と彼女の残り香が、グレゴリオの内側に狂おしいなにかを呼び起こしていた。


    　いま、ジェミニと彼女のことを話していたら、不意に、生理的嫌悪が胸の底から突き上げてきて、とっさにその場を離れた。天空を圧する偉大な飛行艦隊を指揮統率する自分が、おのれの内面にあるものを制御できずにいる。


    　艦内の廊下を歩き抜けながら自分の内面を点検し、グレゴリオは推察する。できれば認めたくはないが。


    　──これはまさか、あれか。


    　地上のメス猿などに。エデン人のなかでも特権階級にあたる自分が。


    　ガキでもあるまいし、そんなことはあり得ない。あぁ、あってたまるか。ない、絶対にない。


    　そのはずなのだが。身体を巡る血液が、不愉快な熱を帯びる。


    　──あの王女が、あんなゴミのものに。


    　ジェミニの軽薄なへらへら笑いが、グレゴリオの口角を嫉妬に歪ゆがめる。


    　──あの美しいひとが、あんなクズに貢みつがれるなどと……！


    　行き交う船員たちが明らかに恐れを為なして、廊下の壁に激突するように背中を押しつけているから、恐らく自分はすさまじい表情をしているのだろう。


    　──たかがルカひとりへの嫌がらせのために、あの王女が犠ぎ牲せいになるというのか。


    　そんなふざけた事態になるのならば、いっそのこと。


    　──ファニアを奪い取れ。


    　おのれの心の声を確認し、グレゴリオは自みずからの拳こぶしを握り込む。


    　──わたしはエデン人だ。地上のすべてはわたしのものだ。


    　──わたしが望みさえすれば、王女であろうと手に入る。


    　──なにをためらうことがある。彼女のためにも、そうなるほうがよほど良い。


    　誰にも聞かせられない心の声に、グレゴリオは静かに同調しながら、どこへ行くともなく狭い通路を歩きつづけた。


    



    　†††


    



    　晩秋のボカージュは夕刻になると茜あかね色の陽光が被さり、赤や黄の枯れた色彩がいっそうあでやかだった。


    　丘から見渡すと、サウスランド大街道が緑の平原を白くうねりながら西へ延びて、そのむこうに日が落ちようとしていた。道の左右は刈り入れの終わった耕地で、生け垣が耕地と耕地をモザイク状に切り分け、さらに広く見渡したなら、溜め池、用水路、雑ぞう木き林ばやし、並木道、周囲を石垣で囲んだ農家など、人工の遮しや蔽へい物が多くあった。


    　西の空に落ちようとする夕陽が、防風林の影を長くしていた。この地に特有の強い風が吹き抜けるたび、草地が波打ち、銀杏いちよう並木がざわめき、木々の狭はざ間までリボン状に切り分けられた風の色が見えるかのよう。のどかな田園風景に、いま、漆黒の兵装に身を包んだ兵士たちが散開し、狭い道のあちこちに土ど嚢のうを積み上げ、陣地の構築にいそしんでいた。


    　後方ではパン焼き小屋の設営が終わり、鍋なべ釜がまにも火が入っていた。炊事の煙がたなびく下に建築資材を詰めた荷馬車が行き交い、樹皮で編んだ仮小屋が建てられ、スコップを持った兵が赤い粘土を掻かき出しながら塹ざん壕ごうを掘り、遅れていた輜し重ちよう車しや、砲車も続々と到着してきた。


    　ルカをはじめ、各兵へい科かの隊長たちは丘の中腹に司令部を置き、野外テーブルにフィデル・ボカージュの地図を広げて、予め決めておいた通りに陣地が設営されているかどうか検分していた。


    　地図はこの日のためにルカ自みずからがこの地に何度も足を運んで、測量技師たちと作成したものだ。王国軍が所有する地図があればそんな手間をかけずに済んだが、民間人が地図など所有できるはずもなく、自分で作るしかなかった。


    　司令部を置いた丘は標高二十メートルほど。このあたり一帯では最も見晴らしの良い場所ではあるが、土地のうねりや雑木林、並木、生け垣が邪魔になって敵軍の動きをすべて目視することはできない。


    「何度も言うように散兵の勝負だ。物量で敵かなわないぶん、兵士の質で勝負する。前線もない、隊形も意味を為なさない、泥沼の勝負に引きずり込んで、混乱した敵の急所を一撃で食い破るしかこっちに勝機はない。頼むぜガヴー、訓練の成果を見せてくれ」


    　地図から顔をあげ、ルカは歩兵隊長ガヴーにそう頼んだ。無口な大男は腕組みをしたまま無言で頷うなずく。ガヴーは今日の戦いのために、私兵たちを農民に変装させて何度もこの地を訪れ、その地勢を把握していた。三百六十名の熟練歩兵たちもこの一か月、ボカージュ戦を想定した訓練に明け暮れて相応の自信を持っている。


    　その傍かたわら、一千名の民兵を束ねる隊長ソシモ・ヒロは、やや不安そうだった。訓練を重ねているとはいえ、こうした大規模な野戦ははじめてだから仕方ないだろう。ルカはソシモを安心させるように、


    「民兵は待ち伏せして敵を襲ってくれればいい。危ないときはさっさと逃げて、また次の隠れ場所を見つければいいから。簡単だろ？」


    「……はっ。できます。みな、やる気にあふれている」


    　ほとんどの民兵が軍服も着ておらず、靴を履いていないものさえいるが、しかし士気は非常に高い。ウルキオラ暴動を経験したものが大勢いるし、戦闘が全くはじめてというわけでもない。民兵が活躍してくれれば、戦いは有利になる。


    　次にルカは騎兵隊長メルヴィルに目を移し、


    「騎兵は後方攪かく乱らんを頼む。敵司令官が動揺するように、神しん出しゆつ鬼き没ぼつな感じでよろしく」


    「遮しや蔽へい物が多いから楽しそうだ。騎兵が暴れられる環境だよ、任せろ」


    「おれは!?　おれはなにすればいい!?」


    　機械兵隊長、ミズキは地図に両手をつき、前のめりになって尋ねる。第四次ドル・ドラム戦役以来、一年八か月ぶりの戦闘だからすっかり興奮しきっている。


    「それなんだが……どうも敵の機械兵隊がすげえらしくてさ。偵察の報告だと、セカンドランク十三機に見たことない機体が一機、もしかしたらファーストランクかも、って話で」


    「うおっ、マジか!?　すげーな帝国軍、ファーストランク持ってんのかよ！　機体名は？」


    「わかるわけねーだろ、見たことないんだから。とりあえず高さが十メートル以上あって、肩がでかくなったような盾たて持ってて、装甲も見たことない感じって言ってた」


    「てきとーだな！　でもいいや、見ればわかるから！　楽しみだなー、ファーストランク相手か、ぼっこぼこにして乗っ取ってやりてーなー」


    　ミズキはお気楽そうに両手を頭のうしろに組み、にこにこ笑う。その危機感のなさが若じやつ干かん不安だ。


    「こっちはセカンドランク一機にサードランク四機、しかも『ブリキの棺かん桶おけ』ゼダル型だろ。どんなにお前が天才でも、まともにやりあったら絶対不利だ」


    　ミズキの乗るタブリス型は第五階級、戦力として見込める機械兵だが、列機のゼダル型は戦闘用機械兵の最底辺、第九階級だ。装甲は薄い板金ブリキであり、小銃で撃たれても下へ手たをすると燃料に引火して爆発する。スポンサーのラムゼン氏が中古市場に出回っていたゼダル型を良かれと思って購入してくれたのだが、マトが大きいし簡単に発火するぶん、重装歩兵より使い勝手が悪い。カネのある軍隊なら、ゼダル型は戦闘用ではなく土木作業用に使用される機体である。


    「んじゃ、おれ、どうすんだよ」


    「敵の出方見て、それからだな。ファーストランクってのがどのくらいのもんか見ないと対応も決められねーし。それこそミカエルみたいなバケモンだったら、戦うより一いつ旦たん逃げたほうがいいしさ」


    　ルカの脳裏には、かつて聖都カルロビバリで見た上級三隊フアーストランク第一階級「熾天使セラフイム級」機械兵「ミカエル」の威容が焼き付いていた。あろうことか飛行戦艦から地上へ飛び降り、たった一機で王国軍を壊かい滅めつに追いやったばかりか、味方であるはずの飛行艦隊をも投石で大破炎上させた正真正銘のバケモノ機械兵。燃え上がる聖都を足下に従え、片手に剣を持ち、砲撃を受けてもビクともせず、全長十八メートルの巨体が歩むさまは神々しくさえあった。あんなのが出てきたらお手上げだ。


    「あぁ……それはないな。ミカエルとルシフェルは、ちょっと違うから」
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    　ミズキはぽつりとそう言った。ルカは首を傾かしげる。


    「違うって、なにが？」


    「……ん？　……あ！　い、いや、ほら、ミカエルってだいぶ違ってただろ、動き方とか！」


    「ルシフェルってなんだ？」


    「え？　……あ、あぁ、お前知らないのか。有名だぞ。ミカエルと同じ第一階級の機械兵で。エデンの『目録カタログ』にも載ってるし」


    　ミカエルは知っているが、ルシフェルは聞いたことがない。そもそも『目録』は王侯貴族でないと見られないから、庶民が内容を知っているはずはないのだが。


    　もごもごしていたミズキはいきなりきっぱり顔を上げ、


    「機械兵マニアの間じゃ有名なんだよ！　お前が知らないだけ！　なんだよ、詳しかったら悪いのかよ！」


    　怒り出す。ルカは面倒臭くなり、とりあえず片手であやしながら用件を繰り返す。


    「うん、わかった、知らなくてすまん。ともかく！　敵の出方を見るってことで。機械兵はそこらへんの生け垣のうしろにでも隠して、お前は司令部にいてくれ。いざとなったらおれもボカージュに入って戦うから、お前とアステルがいないと困る」


    　そのアステルがいないかと周囲を見たが、見当たらない。


    「アステルはパン焼き小屋だ」


    　ガヴーが短く告げた。またかよ、とルカはがっくり首を落とす。司令部にいろ、と言ったのにアステルはふらふら勝手気ままに出歩いてつまみ食いにいそしんでいる。


    　メルヴィルが肩をすくめ、


    「敵司令部にアステルを放り込めばこっちの勝ちだ。負けられない戦いにおいてアステルが味方にいることは非常に大きい。ファーストランク機械兵に遜そん色しよくない戦力だよ」


    「……そうなんだけど。でもバカなんだよな。なんであんなにバカなのかな、強いのに」


    「大砲にアステル詰めて、司令部に撃ち込めればいいのにな！　そしたら一発でこっちの勝ちなのに！」


    　ミズキの無邪気な提案に、苦笑を返すしかない。気を取り直してルカは一同に告げる。


    「明日いっぱいは準備に使えるはず。みんな、気を引き締めてやってくれ。この戦いに負けたら一斉蜂ほう起きも意味がなくなる。帝国軍を壊かい滅めつさせるしか革命が成じよう就じゆする道はない。間違いなく歴史の転換点になる戦いだ、命を懸けてくれ」


    　おう、と一同は答えて、それぞれの持ち場へと散っていった。ルカもバウワウの手た綱づなを取って、騎乗する。ボカージュをひととおり見て回って、不備がないか確かめねば。


    　丘をめぐる風が頬ほおに吹き付けた。決戦の足音が刻一刻と近づいてくる。みなに言ったように、この戦いに負けたらこれまでやってきたことはすべて意味を失う。


    　──負けねーぞ絶対。


    　テラノーラ戦役で、ウルキオラ暴動で、ドル・ドラム戦役で、生まれてからこれまで積み重ねてきたすべてを懸かけてこの決戦に勝利する。ルカはそう決意しながら、鐙あぶみを蹴けった。


    



    　二日後──十一月十二日、早朝。


    　朝霧のたなびくフィデル・ボカージュに、エデン飛行艦隊と純白の兵団が現れた。


    　色づきはじめた空の下、縦陣を組んでサウスランド大街道を進んできた歩兵たちが道の左右へ散開し、並木道や生け垣の背後へ隠れていくのが、ルカの遠とお眼鏡めがねで芥け子し粒つぶみたいに見て取れた。敵との水平距離、約二・五キロメートル。


    「多いな」


    　歩兵だけで七千名ほどいるだろう。動きもなめらかで、臆している様子は見えない。ルカたちと同じく、敵もまたドル・ドラム戦役で幾多の修しゆ羅ら場ばをかいくぐってきた帝国兵だ。油断したならまたたくまに、こちらの司令部まで食い破られる。


    　──兵の質は同等。数はむこうが上。


    　──ならば指揮官の優秀性がすべてを決める。


    　ルカは拳こぶしを握り込む。顔の見えない敵司令官もおそらくいまごろどこかに潜んで、こちらの動きを読もうとしていることだろう。


    　上空ではエデン飛行艦隊が高度百五十メートルほどのところを遊ゆう弋よくしはじめた。全部で七隻せき。いつもの戦場見物だ。腹は立つが、こいつらは手出ししてこないので無視しておく。


    　再び地上に目を移す。騎兵・砲兵・機械兵は見えない。おそらく平原の畝うねや防風林の背後に隠れて接近しているはず。できるだけ早めに敵の布ふ陣じんの全容を掴つかみたい。


    「軽騎、偵察を頼む。ファーストランク機械兵を見つけたら、すぐ報告してくれ」


    　ルカは索さく敵てき用の騎兵を前線へ送った。やはり気になるのは機械兵隊だ。未知の機体がどのくらいの性能で、どのくらいのことができるのか、全く予測できない。


    　ぱんぱん、と紙風船の割れるような音が彼方かなたから届いた。カスコート銃の発砲音だ。早くも戦端が切られたらしい。音のしたほうへ遠とお眼鏡めがねを当てると、こちらの散兵が早くも敵陣を目がけ前進するのが見て取れた。堡ほう塁るいに立てこもって迎撃態勢を整えた一千名の民兵を背後に置き去りにし、ガヴー率いる三百六十名の散兵は、小隊さえ組むことなく、ひとりひとりがその名の通りに散らばって、巧みに遮しや蔽へい物を利用しながら戦場へ浸透していく。


    「容よう赦しやいらねえ、蹴け散ちらせガヴー」


    　声が聞こえるはずもないが、ルカは低く命じた。


    



    　ガヴーは鎌かま鳥どりに騎乗し、随員も連れず、ひとりで小路を疾走していた。


    　この辺りの農民が農作業に出る際に利用するこの細い小路は、左右に背の低い生け垣があり、さらに一段周囲の地勢から落ち窪んでいるため、サウスランド大街道沿いに展開している帝国軍からは視認しづらい。


    　微み塵じんも恐れる様子を見せず、ガヴーは鎌鳥の鐙あぶみを蹴りつける。ダチョウとカマキリを融合させたようなこの魔獣は、すっかりガヴーの愛馬、もとい愛獣だった。どこかユーモラスな、しかし軽快な足取りで赤土を踏み固めた路面を駆けていく。


    　自陣からずいぶん突出しているが、ガヴーは気にする素振りもない。愛用の十字鉾ほこを肩に担かつぎ、泰たい然ぜんと道の先を見み据すえたまま迷うことなく突き進むガヴーの周囲が、にわかに騒がしくなる。


    「いたぞ、敵だ、ひとりで来る！」「あれは『不敗のガヴー』だ、討ち取って手柄にしろ！」


    　生け垣の継ぎ目のむこうに、白い軍服がうごめくのが見えた。どうやら帝国軍の支配域に辿たどり着いたようだ。ドル・ドラム戦役の活躍により、ガヴーとメルヴィルの名前もミズキやアステルに並んで帝国軍に知れ渡っている。


    　道の先、ガヴーの針路上にぱらぱらと敵歩兵が七、八名ほど躍り出てきて、カスコート銃の銃口をむけた。ガヴーは手た綱づなを叩き、生け垣の継ぎ目に身を躍らせる。


    「逃げたぞ、追えっ!!」「あれは偵察だ、生かして返すな!!」


    　敵下士官の怒号が響く。生け垣越しに発砲音が轟とどろき、びしっ、びしっ、と音を立てて野原に土煙があがる。ガヴーは構うことなく野原を駆ける。細い水路を飛び越え、防風林に分け入って、敵から見えない反対側を突き抜け、さらに敵陣深くを目指して疾駆する。


    　事前にガヴー自みずからが地勢を確認し、何度か実際に鎌鳥で走ってみた経路だった。周辺はだだっぴろい野原で見晴らしも良いのだが、帝国軍はガヴーに翻ほん弄ろうされるばかりでまともな追尾もままならない。


    　さらに別の方角からも銃声が連続した。帝国軍から罵ば声せいがあがる。


    「くそっ、雑ぞう木き林ばやしのなかに敵がいる!!」「待ち伏せされていたんだ、包囲して仕留めろ!!」


    　ガヴーが逃げたのとは反対側の雑木林から、いきなりの斉せい射しやが帝国軍を襲っていた。六名ほどが弾はじかれたように野原へ倒れ、悲痛な叫びを上げる。ガヴーを追っていた帝国兵が慌てて踵きびすを返すと、黒い軍服を着た反乱軍の兵士たちが雑木林から走り出て、ガヴーとはまた違う方向へ逃げていく。


    　生け垣、落ち窪んだ小路、並木、あらゆる遮しや蔽へい物を利用して、反乱軍は身を隠し、いつの間にか移動し、あらぬ方向から攻撃を加えてくる。通常の会戦であれば横陣を組んだ戦列歩兵が鼓笛隊と共に前進し、最前線で横一線に並んで銃火を加えあうのが普通だが、このフィデル・ボカージュでの戦いには前線がない。いつの間にか帝国軍支配域内へ入り込んだ反乱軍の散兵が、個々の判断で前進したり後退したり待ち伏せしたり、自在に攻撃を加えてくる。


    「くそっ、厄やつ介かいな……！」「落ち着け、ゴキブリの駆除と同じだ、小隊を組み、ひとりひとり確実に仕留めろ！」


    　帝国軍もなんとか対処しようとしているが、地理に暗いことが災いし、なかなか組織だった反撃ができない。この混乱に乗じ、ガヴーはますます大胆に騎行して、単騎で帝国軍の懐ふところ深くへ入り込んでいく。


    　そして、小川を挟んだ銀杏いちよう並木のむこうにお目当てを見つけた。


    「……………………」


    　とっさにガヴーは鎌かま鳥どりの鞍くらから降りて、手た綱づなを片手に握ったまま、小川の堤に身を伏せた。鎌鳥の頭が堤から出ないよう、下方に愛獣を押しやってから、自分はそっと顔だけ出して銀杏並木へ目を凝こらす。


    　機械兵特有の歩行に伴う地響きと、ソーマエンジンの駆動音が伝ってくる。細くて浅い小川を挟んで、三さん角かく錐すいをした銀杏の枝葉の連なりのむこうに、並木より頭ひとつ大きな巨影が歩んでいた。


    「……………………」


    　ガヴーは驚きよう愕がくも示さず、ただ奥まった瞳を光らせて敵を観察する。


    　駆動音からして一機ではない。しかし他の機体は並木から頭が出ることなく、ただ幹と幹のむこうを歩行する影が見えるのみ。一機だけがやたら大きい。恐らく体長十メートル強。そして巨体のわりに足音は他機械兵に比べると重量感に乏しく、軽快だ。長年、戦場を渡り歩いたガヴーもはじめて見る機体。まず間違いなく、あれが噂うわさのファーストランクだろう。


    　並木の狭はざ間まへ目を凝らすが、随ずい伴はん歩兵がいない。ファーストランク機械兵を、他機械兵が随伴歩兵のように守っている。そして機械兵隊の後方から、野戦砲隊がつづいているのが幹の間かん隙げきに見て取れた。


    　反乱軍と同じ、馬二頭で牽けん引いんする八センチ砲だった。随ずい伴はん歩兵を省いた野戦砲と機械兵の連れん繋けい戦術は、ドル・ドラム戦役においてルカが編み出した新戦術。どうやら帝国軍は、ルカのやりくちをそのまま模倣してぶつけてくるつもりらしい。


    　──この道から攻めてくる。


    　ガヴーはそれを確認する。機械兵部隊はサウスランド大街道から来るかと予想されたが、違う。サウスランド大街道から南に三百メートルほど離れた、この一段落ち窪んだ小路──ルカが作った地図で「三号道路」と名付けられたこの道が敵機械兵隊の進行ルートだ。


    　──敵の主目標は三号道路の突破だ。


    　機械兵を使って三号道路沿いの反乱軍拠点を制圧しつつ東進したなら、ボカージュ全体を大きく回りこみ、反乱軍の包囲殲せん滅めつが可能になる。いまボカージュ内で行われている戦いはいわば陽動であり、このガヴーの目の前を進撃していく敵部隊こそ敵の主力。


    　それだけ確認すると、ガヴーは鎌かま鳥どりの鞍くらに再び戻り、手た綱づなを叩いた。


    「急ぐぞ」


    　くええ、と返事して、愛獣はおもむろに駆けだした。周囲の敵兵がガヴーに気づき、あちこちで呼び子が鳴る。


    　空気を切り裂く音と共に、カスコート銃の弾丸がガヴーの近辺を切り裂いていく。ガヴーはひたすら鐙あぶみを入れて、生け垣と小路と小川の堤に隠れて遁とん走そうする。なんとか味方の歩兵と合流して、隊をまとめ、敵に悟られることなく接触をつづけたい。ガヴーは鎌鳥を急がせながら、味方のすがたを探し求めた。騎兵と接触できれば、ルカのいる司令部に三号道路の状況を伝えることもできるのだが……。


    



    　戦局というものは常に動いている。


    　そして全体を見通すことは極めて難しい。


    　いま、ルカは丘の中腹からボカージュを見渡しながら、戦場の「雰囲気」を読み取ろうと神経を研ぎ澄ませていた。


    　天才軍師の神しん算さん鬼き謀ぼうなど信じないルカも、過去の名将たちに共通する、ある「特殊能力」は信じることができた。


    　その能力とは。


    　──勘。


    　もちろんただの当てずっぽうではない。収集した情報をもとに幾多の仮説を組み立て、敵の可能行動に対する合理的推察を経たうえで、最後は「勘」に頼って決断をくだす。言い換えるなら、情報と理論に両足を踏ん張ったうえで、経験に裏打ちされた「直感」に頼るということだ。過去の名将たちはいずれも最後はおのれの直感を信じて決断を下し、幾多の過酷な戦場で勝利を収めつづけてきた。


    　次々と伝令が駆けつけて、戦域の状況を報告し、ルカの指示を仰あおぐ。


    「ミケラン少尉が、予備兵の投入を請うておられます！」「ホリウッド中尉から要請を受けて参りました、我が後方を敵騎兵が迂う回かい、こちらは包囲されつつあります！」「パウル中隊、南西の農家から撤退！　至急、歩兵の増援願います！」


    　いずれも血と泥に汚れた表情を切羽詰まらせ、ルカに支援を懇こん願がんしてくる。


    　ルカは即答を避ける。


    　そしてただ戦場を見み据すえる。戦場の伝令は誤報が多い。ただの泣き言である場合がほとんどだ。司令部の周辺に配置した予備兵は百名。彼らを投入するタイミングが戦局を決する。請われるまま簡単に支援を送っていれば、すぐに予備兵は尽きて、やがて全軍が崩壊することになる。薄情なようだが、ほとんどの支援要請は却下せざるを得ない。


    「支援はまだ出せない。民兵は各員、危険を感じたら場所を移動して戦いを続行してくれ」


    　ルカの言葉を、他の伝令たちも唇を噛かんで受け取り、それぞれの隊へと戻っていく。きっと司令官に対する恨みつらみが溜まっているだろうが、それも勝つためだ。勝ちさえすれば、すべてが報むくわれる。


    　そのために、ルカは心を凍いてつかせる。優勢な敵に包囲され死にゆく部下を見捨て、戦局の潮目をただじっと待つ。


    　その間、おのれの善性をこころのうちでねじ伏せる。


    　──余計な感傷は必要ない、捨てろ。


    　──おれは指揮官だ。


    　一切の熱を排除した紅の双そう眸ぼうが、戦場を俯ふ瞰かんする。


    　──必要ならば戦友を見捨てる。


    　──勝利のためならば、味方の犠ぎ牲せいを厭いとわない。


    　それができなければ反乱軍が負ける。負けたなら、そこで夢は終わり、王政はつづく。王侯貴族と聖職者だけが肥え太り、庶民は踏まれる。パンが手に入らない母親は泣き、乳飲み子が死に、子どもたちは飢える。


    　──勝つために、戦場を読み切れ。


    　敵の陽動に乗ってはならない。現在、複数箇所で繰り広げられている戦闘は、敵司令官の仕掛けた罠わなだ。必ず、本当の攻撃目標が敵にはある。敵の作戦の主目標さえ読み取れたなら、打つ手はいくらでも出てくる。


    　ルカはボカージュを覆う硝しよう煙えんのとばりを睨にらみ据える。防御陣地を食い破られ、敵騎兵に長なが槍やりで蹂じゆう躙りんされながら、死にゆく民兵たちが家族の名を叫ぶ声を遠く聞く。


    「四号交差点の民家が突破されます……!!」「増援を、連隊長……っ!!」


    　司令部に控えた騎兵たちが、たまりかねてルカに要請する。ルカは黙って前を見据えたまま短く返事する。


    「その先にも生け垣がある。別の農家もある。陣地をひとつ突破されても次の陣地で止められる。まだ動く必要はない」


    「ですが……っ」


    「個々の拠点で止められるからこの場所で戦ってんだ。慌てて動けばこっちの負けだ。散兵を信じろ。ここからじゃ見えないが、いまごろ敵陣に浸透して攪かく乱らんしてる。敵だって苦しんでんだ。簡単に動けば、こっちの苦しさを見透かされる」


    　この硝しよう煙えんと霧のむこうで、ガヴー率いる散兵とメルヴィルの騎兵はそれぞれの戦いをつづけている。見えないが、経験に裏打ちされたルカの直感がそうささやいている。


    　──そうだろ、ガヴー、メルヴィル。


    　──お前たちがいるから、敵は大攻勢に出られないんだ。


    　あのドル・ドラム戦役で三年以上も共に戦ったから、ルカにはわかる。ガヴーは敵の内側から、メルヴィルは機動力を生かして敵の側面を大きく迂う回かいし、敵軍へ動揺を与えつづけている。敵が一向に前線を押し上げてこないのがその証あかしだ。懐中を侵食するガヴーの散兵と、後方連絡線に脅威を与えつづけるメルヴィルの騎兵が気になって、大胆な攻勢をかけられないに違いない。


    　──見えないが、信じてるぜ。


    　──ボカージュが、お前たちの味方だ。


    　この戦場を選んだのも、メルヴィルとガヴーの戦闘力を最大に発揮するため。彼らが十全に実力を発揮したなら、六倍の兵力差も兵器の質の差も必ず挽ばん回かいできるとルカは信じる。


    　──敵を攪乱してくれ、メルヴィル。そして敵指揮官の動揺を誘え……！


    　精鋭の三十騎を率いて出撃したメルヴィルに、ルカは祈る。寡か勢ぜいの味方が大軍に対抗するには騎兵の機動力が不可欠。騎兵が後方を攪乱し、焦った敵指揮官が采さい配はいを誤ってくれれば、こちらの思うつぼなのだが……。


    



    　†††


    



    　リヴァノヴァ帝国軍第一師団長、ゲオルグ少将は奪い取ったばかりの農家に司令部を移し、丘の中腹からボカージュ全体を見渡していた。


    　硝煙が立ちこめ、生け垣と並木と防風林、それに平地のうねりも相まって戦況は全く目視できない。数の優位があるから全体に押せている模様だが、調子に乗って戦線を押し上げると敵の散兵が背後にいきなり現れ、こちらの背中にカスコート銃の斉せい射しやを浴びせてくる。前線があいまいで、ボカージュ全域に散発的な戦闘が繰り広げられる、焦点の定まらないぼんやりした戦場だ。


    「緑の迷宮だな。実に始末が悪い」


    　ゲオルグは傍かたわらの副官に愚ぐ痴ちる。副官も頷うなずき、


    「敵は線ではなく点で守っておりますな。こちらは根気よく、ひとつひとつの点を潰つぶしていくしかないかと」


    「わかっている。時間をかければ問題なく勝てる相手だ。機械兵隊が南の並木道を突破したなら決着がつく」


    　ルカたちが「三号道路」と名付けた目の前の並木道をゲオルグは見やる。この三号道路の突破こそがゲオルグの主目標であり、だからこそ司令部をその道沿いへ持ってきた。現在、ラファエルを中心とした機械兵隊は順調に三号道路を東進している。


    　司令部にはひっきりなしに、ボカージュ内で戦っている味方の中隊から連絡が入ってくる。どこそこの拠点を攻略、どこそこの道路を突破、どこそこの耕地で敵大部隊と遭遇……。報告はおおむね、帝国軍の優勢を伝えるものだ。しかしそのなかに時折、不穏なものが紛まぎれ込む。


    「輜し重ちよう第三中隊が敵騎兵に襲われました！」「野戦砲第一中隊が敵騎兵の襲撃を受け、三両の弾薬車が爆発、炎上しております！」「後方連絡線に敵騎兵が出現、荷馬車が燃やされ、徴ちよう発はつした農民たちを追い散らしております！」


    　ぬぅ、とゲオルグはそのたびに眉まゆを動かす。こちらの被害はほとんど、敵騎兵によるものだ。


    「やられすぎではないか。我が騎兵はなにをしている」


    「敵騎兵を追尾しております！　しかし生け垣や並木に紛れ、敵はすぐに行方ゆくえをくらましてしまい……」


    　思わず舌打ちが漏れた。そういえばルカには優秀な騎兵隊長がついている。


    「メルヴィル隊か……。厄やつ介かいだな」


    　ドル・ドラム戦役においてジェミニ連隊の名を一躍轟とどろかせた四人の将、ルカ、ミズキ、ガヴー、そしてメルヴィル。『騎兵王』とも称される男がいま、こちらの背後を掻かき回している。


    「陽動であろう。わたしの動揺を誘う気だ。乗るつもりはない」


    　ゲオルグは自みずからに言い聞かせ、ボカージュを見渡す。


    「並木道の突破に集中するぞ。メルヴィル隊は騎兵が始末しろ。好き放題にやらせるな、数ではこちらが優勢なのだ」


    　副官にそう告げて、戦況の監視に戻る。


    　しかし二十分、三十分、一時間……。


    　時間が経つにつれ、後方からの危険を知らせる伝令が降り積もってくる。


    「敵騎兵がサウスランド大街道に出現し、荷馬車を焼き払いました！」「敵騎兵、第四果樹園に出現、野戦砲隊が損害を受けております！」「敵騎兵の大部隊が北西方面を移動しています！　狙いは我が輜重部隊であるものと……」


    　ぐぬぬ……とゲオルグは唇を噛かむ。敵騎兵はそれほどの数はいないはずだが、それにしても複数箇所に同時に出現しすぎだ。もしかするとかなりの数の軍馬を隠していたのかもしれない。


    「……敵騎兵は何騎だ？」


    　傍かたわらの副官に尋ねた。


    「……おそらく……この報告からして……二、三百騎は後方へ回り込んでいるかと」


    　うむ、とゲオルグも重く頷うなずく。これだけの被害を受けているということは、そのくらいいてもおかしくない。さすがにこれを看過したならこちらの致命傷となりかねない。


    「歩兵第一大隊、騎兵第三大隊、野戦砲第二中隊を後方へ回せ。このままでは敵騎兵が背後から我が司令部を突いてくる」


    「はっ」


    　副官は言われるまま、当該の部隊へ伝令を飛ばす。ゲオルグは腕組みをして三号道路を見み据すえる。


    　──前方の敵より、後方のほうが脅威だ……。


    　すがたの見えない騎兵数百騎。その存在がゲオルグの思考を揺るがしにかかる。


    「……司令部を前進させるぞ。我々も三号道路を行く。わたし自みずから前線で指揮を執ろう」


    　ゲオルグはそう決断し、副官に告げた。


    　農家に陣取っていた帝国軍司令部は三号道路に降り立ち、勇ゆう躍やく、帝国軍機械兵部隊の背中を目指して行軍を開始した。ゲオルグは知らず、存在しない騎兵数百騎に追い立てられ、司令部を前線へ移動させていた……。


    



    　†††


    



    　ルカは相変わらず、丘の中腹の司令部から戦場を見渡していた。


    　報告は苦戦を伝えるものばかり。敵後こう背はいへ回ったメルヴィル隊からの連絡はない。心配だがきっとメルヴィルは敵後方へ脅威を与えつづけていると信じる。たった三十騎だが、メルヴィルなら遮しや蔽へい物を利用して小隊を大部隊に見せかけ、敵司令官の動揺を誘ってくれるはず。


    　結果、戦場に必ず綻ほころびが生まれる。ルカの役目はその綻びを見逃さないことだ。


    　そのとき、新たな伝令が司令部へ駆けつけた。


    「ガヴー隊長より報告!!　敵機械兵部隊を発見、全十四機が三号道路を東進中！　歩兵・砲兵多数、ファーストランクらしき機械兵もおり、おそらくは敵主力と目されます！」


    　来た。


    　ルカは顔を上げ、三号道路を地図で確認する。


    　三号道路はサウスランド大街道の南を沿いながら、ボカージュ全体を大回りして東西を結ぶ小路だ。道は狭く舗ほ装そうも良くないが、機械兵が通れないほどでもない。もしも三号道路沿いの拠点がすべて敵に制圧されたなら、ボカージュに潜んだ味方は帝国軍に包囲されることになり、真綿で首を絞めるように包囲殲せん滅めつされるだろう。


    　──三号道路の突破が敵の主目標だ。


    　ルカはそう読み、顔をあげる。他はすべて陽動、この部隊こそ敵の中核。ならばこちらの主力を以もつて撃滅するのみ。


    「騎兵、確認を頼む。機械兵を見つけたら、一騎は全容を確認しすぐに戻れ。残り二騎は距離を置いて接触をつづけろ。動きがあったら一騎は司令部へ戻り、残り一騎は味方が来るまで接触を維持。大事な役目だ、ヘマすんなよ」


    「はっ！」


    　すぐに騎兵が並木道を目指し駆ける。司令部のある丘からは、遠くぼんやりと三号道路の並木が見える。機械兵は視認できないが、伝令が本当なら間もなく見えるはずだ。ルカはミズキとアステルを近くへ呼んだ。


    「やっと出番か！　ヒマだったぜ！」


    　うれしそうなミズキの傍かたわら、アステルが不満顔を持ち上げる。


    「おなかすいた」


    「お前、そればっかだな……」


    「朝ごはん、パン一個しか食べてないし」


    　反乱軍の食糧事情は、はっきり言って悪い。パンが欲しくて反乱を起こしているのだから良いわけがない。ルカはなだめる。


    「勝てば腹いっぱい食える。我慢しろ」


    　アステルも贅ぜい沢たくがいえる環境でないことは理解しているようだが、しかしそれでも腹は減る。不満顔をずっと伏せているバウワウに戻して、


    「バウワウもおなかすいたよねー……。かわいそうにねー」


    　今度は首の下に手を突っ込んでふさふさの毛皮を掻かいてあげると、バウワウは気持ち良さそうに目を閉じた。ベオウルフは肉しか食べられないため食糧供給は人間よりも滞り、最後のエサをあげてから二日が経っていた。


    「勝てば食える。勝たなきゃ、メシも食えないんだ……」


    　ルカはひとりごちながら軽騎兵の帰還を待った。待望の続報はほどなく届いた。


    「敵機械兵全十四機、三号沿いの拠点に攻撃開始、非常に巨大な機械兵により、生け垣が薙なぎ払われています！」


    　ルカは頷うなずく。やはり三号を突破する気だ。ならばこちらも切り札を出さねば。


    「ミズキ隊、出撃。野戦砲四門、ミズキ隊を支援してくれ」


    「おっけ！　任せとけ！」


    　ミズキは無邪気に返事して、防風林の陰に隠していたおのれの機械兵へと駆けだしていく。


    「三号を突破されたら負けだ、おれも行く。司令部を動かすぞ、予備兵百、出撃」


    　ルカは民兵隊長ソシモ、周囲の副官や伝令騎兵たちにそう告げ、バウワウにまたがって、アステルへ目を移す。


    「お前、おれの前に乗れ。肝心なときにふらふらされると困る」


    「ふん。偉そうに」


    　気に入らなそうにしながらも、アステルはルカの前にまたがった。ルカはアステルの身体越しに手た綱づなを握る。


    　ルカの目線の先、ミズキの操縦するタブリス型機械兵とゼダル型機械兵四機が、膝ひざをついた体勢から排気音を立てて立ち上がった。ミズキを頂点とするＶ字形の編隊を組み、三号道路を目指し前進を開始する。


    



    　三号道路の両側は低い土堤と並木になっていて、一般兵士の背丈では堤のむこうを目視できない。絶え間ない小銃の発砲音と砲声、兵士の怒号と断末魔を堤越しに聞きながら、しかし兵士たちは状況を確認することもできず、不安を抱いたままの行軍だった。


    　ほどなく、道の先から複数の民兵たち十数名が逃げてきた。よほど慌てたのか、小銃を持っていないものもいた。ルカたちに気づくと、すがりつくように戦況を報告する。


    「バケモノです、でかくて、早くて、堡ほう塁るいが蹴け散らされました！」「生け垣に隠れても、鎌かまで薙なぎ払うんです！　おれたち、隠れるとこもなくて……!!」


    　半分泣き顔で、口々にそんなことをわめき立てる。ウルキオラの民兵は戦意が高く、簡単に逃げ出すような連中でもないのだが、やはり相当なバケモノがこの先に立ちはだかっているらしい。


    「逃げるな。おれたちについてこい。こっちにはミズキがいる。バケモノの相手はバケモノに任せるんだ」


    　ルカはそう言って、潰かい走そうしてくる民兵たちを吸収して行軍をつづけた。バケモノ呼ばわりされたら怒るだろうが、しかしミズキもまた機械兵同士の戦闘ではいまだ負けたことがない、グレイスランド最強と称される天才操縦士だ。たとえ相手がファーストランクだろうと、ミズキであればなんとかしてくれるとルカは信じ、先頭をいくタブリス型機械兵の背中に視線を据すえる。


    　──冷静に頼むぞ、ミズキ。お前が勝てれば、この戦いにも勝てる……。


    　そして万が一ミズキが負けたなら、この戦いは絶望的なものになるだろう。ルカはミズキの操縦技術に、反乱軍の命運を託した。


    



    　──ファーストランクか、どんなやつかなー。


    　一方のミズキはルカの心配などどこ吹く風、極めてのほほんと操縦桿かんを握りながら、狭い覗のぞき窓のむこうを眺めていた。


    　タブリス型は足が短く手足が長く、ずんぐりむっくりした不格好な機体だが、ミズキはこれまで乗ったなかでこの機体が最も気に入っていた。背丈は二・五メートルと小さいのにエンジンは五千七百馬力もあり、素早く安定していて小回りが利く。第四次ドル・ドラム戦役のときはこいつで舗ほ装そうされていない斜面を駆け下り、敵に飛び蹴げりまでくらわせてやった。そのあと転倒したためルカからは大目玉をくらったが、相手が機械兵ならたとえファーストランクだろうと負ける気はしない。


    　かなり進んだが、まだ接敵しない。背の高い機械兵に乗っているミズキだが、覗のぞき窓が狭いため道の左右の様子は見えない。機械兵の搭乗席は密閉型であり、自機のエンジン音が響き渡るため外界の音も聞こえづらいのだが、ミズキはわずかな異変を感じ取っていた。


    　自機のエンジン音に紛まぎれて、異様な振動が空間から伝ってくる。


    　これまで聞いたことのない内燃機関の駆動音。その音調の狭はざ間まに、樹木の倒壊音と兵士の悲鳴が紛れ込んでいる。


    　──近いな。


    　ミズキはタブリス型機械兵の右腕をわずかに持ち上げ、後方の味方に警戒するよう手信号を発した。列機四機が長なが槍やりの穂先を前方へ突きだして構え、戦闘に備える。さらにその後方、野戦砲四門も牽けん引いん馬を砲ほう架かから外し、代わりに人間たちが砲口を前方へむけて押しはじめた。


    　そして──。


    「やっと会えたぜ」


    　ミズキは覗き窓のむこうに屹きつ立りつした巨大な影へむかって、凄せい絶ぜつに笑んだ。


    　水平距離、約七十五メートル。


    　先頭の二機はセカンドランク最上位機種、第四階級、レミエル型。左手に盾たて、右手に剣を持ち、体長三・五メートル。長ローブを着て、目だけが開いた頭ず巾きんをかぶっているみたいな、古代の神官を思わせる出いで立ち。


    　さらに、土堤を乗り越えた道の左右にも、レミエル型二機、トロイア型三機が視認できた。エンジンの駆動音からするとまだいるに違いないが、見通しが悪くて見えない。さっきから木々を倒壊させているのは、三号道路の左右に展開した機械兵たちのようだ。反乱軍の拠点がありそうな場所を、虱しらみ潰つぶしに潰しているらしい。


    　それからなにより気になるのが、道の先に並んだ二機のレミエル型のすぐ後こう背はいに位置する巨大な機影。


    「でけーな」


    　全長十一メートル。屈折部の多い両手に、全長八メートルほどの大おお鎌がまを持っている。肥大した両肩の装甲は蝶ちようのさなぎに似ている。身体の左右をまんべんなく覆う肩部装甲に比して胴体は細く頼りない。全身、白一色に統一された機体の表面は陽光を吸収しているかのように光沢がない。あれが噂うわさのファーストランク機械兵だろう。ミズキはひとめ見ただけで装甲素材を看かん破ぱする。


    「圧あつ延えん鋼こうじゃねーな、積層装甲か。贅ぜい沢たく品だ」


    　こっちのタブリス型はありふれた合金装甲、大口径砲が直撃したら陥没して内部機構が損傷する安上がりな素材だ。だがミズキはぺろりと口の端はを舐なめて、


    「乗ってるやつの腕はどうかな」


    　ミズキは後方のゼダル型へ「散開」の手信号を発した。予め決めておいたとおり、四機は三号道路の土堤を乗り越えて、道の左右の並木が並んだ平地へと散開する。そしてゼダル型の後方からは、四門の野戦砲が躍り出て散弾筒を装そう填てんした。


    「行くぜ!!」


    　おもむろにミズキ機はエンジンの回転数を跳ね上げて、正面に並んだレミエル型二機へ肉薄する。


    　レミエル型は身を屈め、お互いの盾たてをくっつけあうようにして、ミズキへとむかってくる。覗のぞき窓から眺めると、まるきり鋼鉄の壁が迫ってくるみたいだ。なかなか優秀な操縦士が乗っているらしい。だが。


    「だいたいわかった」


    　足の運びを見たなら、操縦士がどのくらいの腕かは見切れる。ミズキはいきなりピッチをあげると、間合いをひといきに詰め、おもむろに右側のレミエル型の盾を片手で掴つかんだ。


    　面食らった敵が、慌てて右手の剣を振り上げる。


    　その振り上げた手が、隣に密着していた左側のレミエル型に接触する。


    　圧延鋼装甲が擦れ合い火花が散る。左側のレミエル型が一瞬わずかに体勢を崩す。ミズキはその一瞬を見逃さない。


    「おらっ」


    　左足を振り上げて、体勢を崩したレミエル型の膝ひざの上方を蹴けりつける。


    　結合ユニットとギアの破損音。レミエル型はがくりと地面に破壊された膝を突き立て、動きを止める。これでこいつはもう立ち上がれない。つづけざま、右のレミエル型が振り下ろした剣をミズキは機体の旋転で回避すると、自みずからの右足を残ったレミエル型の右足に絡め、右手を敵機の胸元に添える。


    「終わり！」


    　おのれの右足を後方へ大きく跳ね上げると、右のレミエル型もまたバランスを失い後頭部をしたたかに地面へと打ち付け、ばちぃ、と大きな火花を内部機構から散らした。


    　機械兵は衝撃に弱い。巨体が刈り倒された衝撃で内部の電子装置が発火し、燃料タンクの防火性も脆ぜい弱じやくであるためまたたくまに引火、哀れなレミエル型は内部から炎上をはじめた。圧延鋼装甲の継ぎ目から炎と煙を噴き上げ、慌てた敵操縦士が胸部ハッチをひらいて地上へ逃げ出す。


    　機械兵の弱点は二本足、特に膝ひざだ。エデン人の酔狂のためにわざわざ二足歩行などという不安定な構造を選び取ったがゆえに、歩行時は膝関節ユニットに自重の四倍近い荷重がかかる。だからミズキは機械兵の膝を狙う「足技」を毎日のように磨きつづけてきた。


    　わずか十数秒で上位機械兵を二機とも葬ったミズキは、さらに爛らんと瞳を輝かせて正面のファーストランクを見み据すえる。死神さながら大おお鎌がまを片手に持った敵機は、しかし微動だにしない。なんだか敵操縦士のにやにや笑いが透けて見えるようで、ミズキは気に入らない。


    「余裕だな。見下してんのか？」


    　問うと、ファーストランクは左手を斜め下へおろし、後方へ振った。それを受け、背後に控えていたセカンドランク機械兵四機のエンジン音が変調した。どうやらギアをニュートラルにしたらしい。ファーストランクは一歩前へ出て、ミズキにむかい頷うなずきかけ、名乗りをあげるようにうおーんと大きくエンジン音を猛たけらせて、両手で大鎌を握り直す。


    　これはもしかして。


    「一騎打ちってか」


    　ミズキは口角を釣り上げてファーストランクを睨にらんだ。セカンドランク二機を秒殺した挙動で、ミズキが操縦していることに気づいたのかもしれない。帝国軍にもミズキの名前は鳴り響いているから、一騎打ちでミズキに勝てば敵操縦士の名前は上がる。


    「調子こくなよ。ファーストランクったってエデン製だろ、ミカエルやルシフェルとは比べもんにならねーよ」


    　ミズキの紺こん碧ぺきの瞳に火の色が灯ともった。この舐なめくさった敵をぶっ倒して、機体を乗っ取ってやらねば気が収まらない。エンジンをブースト・ゼロぎりぎりまでふかしてから、スロットルをひらく。


    　タブリス型は地を蹴け立て、巨大な敵機へ突進する。


    　またたくまに距離が詰まる。敵機が大鎌を振り上げる。体長二・五メートルのタブリス型の頭部は、体長十一メートルの敵ファーストランクのちょうど膝のあたりに位置している。


    　──こんだけでかけりゃ、かえって膝が狙いやすい。


    　大鎌が振り下ろされるより早く、ミズキは敵機の膝を両手で抱え込んだ。


    　覗のぞき窓いっぱいが敵機に埋もれる。視界はゼロ。だが両手の操縦桿かんとフットパネルの感触を頼りにミズキは敵機の重心を見定め、素早く自機を旋転させると、ためらうことなくスロットルレバーを思い切りひらいた。


    　ソーマエンジンが咆ほう哮こうをあげる。真っ青な排気炎がひらめく。足底の接地面がひび割れ砕け、タブリス型は敵ファーストランク機械兵の右膝を抱え込んだまま、強引に右足を一歩前へ送り出す。


    　大鎌を振ろうとしていたファーストランクは重心を崩され、右足を宙に浮かせる。


    　──こいつ、軽い!!


    　なにも見えないながら、操縦席のミズキはそれを感じ取る。装甲のせいだろう、操縦桿かんから返ってくる手応えが非常に薄い。スロットルをふかすと、大きくて軽い相手はいとも簡単に押せる。


    　──複合セラミックか。だけど下へ手た!!


    　敵操縦士は重心を崩されようとしているのに、ただ木で偶くのごとくされるがままだ。ミズキは容よう赦しやしない。


    「ぶっ飛べ!!」


    　五千七百馬力を全開にして、タブリス型は両手に抱え込んだファーストランクの右足を水平方向へ思い切り振った。


    　十一メートルもの巨体が大きく傾き、両手で胸の前に大おお鎌がまを抱えたまま、地響きをあげて仰あお向むけに倒れ込む。


    「出直してこい、下手くそ!!」


    　もうもうとした土砂が巻き上がり、幹の砕けた並木がゆっくりと倒れる。土堤を枕まくらにしてファーストランクは、まるで足がもつれた酔っ払いみたいに天を仰いで、胸の前に両手で大鎌を握りしめたまま動けない。


    　案の定、でかいだけでなんてことはない。帝国兵が驚いて後ずさりし、味方の歩兵は驚嘆の声をそろえて前へにじり寄る。


    「おら、乗っ取れ!!」


    　ミズキは予備歩兵百名を急せかす。歩兵がハッチをこじあけて敵操縦士を操縦席から引きずりだせば、ファーストランク機械兵の鹵ろ獲かく成功だ。


    　ミズキに言われるまでもなく、味方の歩兵たちが歓声をあげて走り込んできて、巨体に虱しらみみたいにまとわりついた。ハッチは背面にあるらしく、土堤とのわずかな隙すき間まに歩兵が身体をねじこみ、ハッチの隙間に銃剣を突き立てはじめた。


    　ミズキは早くも他の敵機へ目を移し、次なる獲物を物色する。ファーストランクがこんなもんなら、あとの連中も大したことあるまい。数は多いが、自分ひとりでなんとかなると確信した、そのとき──。


    「うわあっ!!」「うおっ!?」


    　歩兵たちが悲鳴をあげる。ずさあっ、と擦さつ過か音が響き、再び土煙が巻き起こる。


    　おおーん、とソーマエンジンの咆ほう哮こう。視界を閉ざす土砂の幔まん幕まく。赤茶けたその皮膜のむこうに、青白い排気炎のひらめきを見た。


    「え!?」


    　ミズキは慌てて覗のぞき窓へ目を凝こらす。


    　巻き上がっていた土砂が晴れた先──。


    　転倒したはずのファーストランク機械兵が直立し、ミズキにむかい大鎌を振り上げていた。
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    「え？」


    　一瞬、呆あつ気けに取られた。


    　刹せつ那な──。


    「うおっ!?」


    　落雷が直撃したかのようなすさまじい破砕音が、操縦席内にこだまする。


    　計器盤から火花。刺激臭が鼻につく。ぐらり、と視界が大きく傾き、ぐしゃあ、ばきぃ、とギアの破砕音がタブリス型の内部に連続する。


    　なにが起きたかわからない。


    　だが反射的に、たたらを踏みながら体勢を立て直し、転倒を避ける。


    　覗のぞき窓のむこう、ファーストランクは十一メートルの巨体を屹きつ立りつさせ、なにごともなかったかのように、死神さながら両手に大おお鎌がまを構えて一歩、二歩、ミズキ機へ歩み寄ってくる。


    　その足下に、機体に取り付いていたはずの味方歩兵の変わり果てた亡なき骸がら。


    　──こいつ……跳ね起きた!?


    　ようやくミズキは状況を把握する。敵機は仰あお向むけに倒れ込んでおきながら、まるで人間みたいに跳ね起きて、歩兵を踏みにじり、返す鎌でミズキを斬ざん撃げきしたのだ。転倒から跳ね起きる機械兵なんて聞いたことがない。複合セラミック装甲による軽量化と大出力エンジンの組み合わせで、従来の機械兵には不可能な挙動が実現できるということか。


    　──くそっ、こいつ、エデン製のくせに強い……！


    　甘いソーマの香りが鼻び孔こうをくすぐる。ヤバイ。燃料が漏れてる。


    　慌ててフットペダルを操作するが、うまく機体が立ち直らない。脚部機構が破損しているらしく、どれだけ踏み込んでも、シャフトの空回りする音が響くのみ。


    「くそっ、動け……っ！」


    　涙目で懸命に両手の操縦桿かんを上下に動かす。しかし重要なギアが欠損しているらしく、どんなに操縦桿を入れても虚むなしい空回り音と共に、わずかに右腕が持ち上がるくらいで他の手足の反応はない。


    　動けないミズキ機に歩み寄り、処刑人のごとく、ファーストランクが大おお鎌がまを振り上げた。赤あか錆さび色のその先端が、胸部を狙っている。刃のついた鎌なら合金くらいは断ち切れる。装甲ごとこっちの搭乗席をぶった切るつもりらしい。だが。


    「逃げねーぞ、この野郎……っ!!」


    　ミズキは血走った目で処刑人を睨にらむ。そして最後の祈りを込めるように、スロットルレバーへ左手を置く。死ぬなら愛機と一緒に死ぬ。タブリスが壊されておれだけ生き残るわけにはいかない……。


    　悲しい覚悟を決めた、そのとき──。


    　いきなりミズキの脳裏に、子どものころの映像がひらめいた。


    



    『ミカエルは、女の天使だよ』


    　真っ白な特殊スーツに身を固めた少女がひとり、そう言ってミズキに微ほほ笑えみかける。


    『ルシフェルは、男の天使』


    　少女の背後には、二体の巨大な機械兵が影となって聳そびえ立つ。


    『ふたり合わせて、世界の引き金ワールド・トリガー』


    　真っ黒な特殊スーツを着込んだ八歳のミズキは、禍まが々まがしい機械兵を見上げる。


    　上級三隊フアーストランク第一階級「熾天使セラフイム級」機械兵──。


    　ミカエルとルシフェル。


    『ふたりが力を合わせると、世界が変わるの』


    　少女の言葉に、幼いミズキは気に入らなそうに、答える。


    『あたしたちがメインパイロットなら、すぐ世界は変わるのに』


    　金色の髪と翡ひ翠すい色の瞳を持った美しい少女は、悪戯いたずらっぽく笑う。


    『サブだって大事だよ。メインとサブが力を合わせないと、熾天使級は動かせないから』


    『ミカエルはメイン決まってるのに。ルシフェルのメイン、なんで空席なの。なんであたしじゃダメなの』


    『選ぶのはルシフェルだから。ルシフェルは待ってるんだよ、自分を動かせるひとがここに来るのを』


    『……見えてるの、シルフィ？　ルシフェルのメインパイロットが誰か』


    　シルフィはただ微ほほ笑えむだけで答えてくれない。未来を垣かい間ま見る力のあったシルフィには、ミズキに見えないものがきっと見えている。


    　あぁ……そうだ、シルフィ。


    　きみの言ってた意味がわかりかけてきたんだ、シルフィ・レイン。


    『世界の引き金ワールド・トリガー』。


    　そいつを引くまで、おれが生きてないと……ルシフェルが悲しむ。


    



    　ひらめきは、すぐに消え──。


    　記憶のなかの透明なシルフィの笑顔に、大おお鎌がまを振り上げる敵ファーストランク機械兵が覆い被さった。


    「…………っ!!」


    　我に返ったミズキは、とっさに胸部ハッチの留め金を外す。


    　ここでは死ねない。おれには約束がある。


    　座席ベルトを外そうとするが、しかし、無慈悲な鎌が日の光を弾はじき返し──。


    「…………!!」


    　間に合わない。もうダメだ。ごめん、シルフィ。ごめん、ルカ。いろんなウソ、つきっぱなしで……。


    　大鎌の先端が、搭乗席ごとミズキを両断すべく振り下ろされ──。


    



    　高い金属音を残し、刃が砕け散った。


    



    「!?」


    　開けっ放しのハッチのむこう、砕けた金属片がきらきらと舞う。


    　銀色の飛ひ沫まつが飛散するただなか、真っ白な軍服に身を包んだ少女がひとり、さかさまで中空を舞いながらミズキを睨にらんだ。


    「さっさと降りなさい、バカ」


    　金色の髪。翡ひ翠すい色の瞳。白はく皙せきの美び貌ぼう。


    　──シルフィ。


    　ミズキは無意識に、その名前を呼んでしまう。


    「降りろ、っての」


    　金の髪と白いマントをなびかせながら、アステルは片手でミズキの座席ベルトを引きちぎると、目の先の敵機を睨む。


    「まだ時間あるし。乗っ取っちゃお」


    　ミズキはとっさに、アステルを止める。


    「ダメだアステル、散弾筒……！」


    　しかし言葉が届く前に、すでにアステルはミズキの目の前から消失し、白銀の稲妻となっている。


    　転瞬、敵ファーストランク機械兵の背面ハッチに雷光が突き立った。


    



    「…………ん!?」


    　アステルは首を傾かしげた。


    　確かに背面ハッチの隙すき間まに手しゆ刀とうを放った。


    　通常の機械兵ならこれで留め金が破壊されるのだが、壊れない。


    　手応えも金属のものとは違う。軽いけれどしなやかで、破砕しない。


    　オーバードライブの残り時間、三十秒と少し。


    　眼下、味方の歩兵たちの亡なき骸がらが散らばっている。その傍かたわらに投げ出された銃剣が、アステルの目に留まる。


    　まだ時間はある。アステルは靴底をハッチに押し当てると、地面へと跳躍、銃剣を拾い上げて再跳躍、もう一度地上からの高さ九メートルほどの背面ハッチに取り付き、狭はざ間まに銃剣を突き立てた。


    　がきぃっ、と鈍い音。銃剣の刃がこぼれる。しかしハッチはひらかない。この装甲、見たことない。アステルはムッとして、渾こん身しんの力を両手に込め、銃剣の先を同じ箇所に突き立てた。


    　刹せつ那な──。


    　真っ白な灼熱がアステルを包み込んだ。風景が消え、音が消え、悪意すら感じ取れないひたすら冷厳とした光が世界を埋め尽くし、その内側から幾百の鋼鉄の拳こぶしが湧き上がってアステルに叩きつけられる。


    　円錐形の陥没がアステルの身体に折り重なる。全部の臓器がひしゃげた。そう感じた。


    　──あ。


    　声も立てず、背筋を反らして、アステルの身体は微細な金属片と共に蒼そう穹きゆうへ弧を描く。


    　音が聞こえない。呼吸ができない。ひしゃげた臓器が口から飛び出てきそう。


    　──散弾筒……。


    　さっきのミズキの忠告が、アステルの脳裏に鳴る。軽い筒に数十発の小さな弾子を詰め込んだ炸さく裂れつ弾。弾自体が軽いため、ドル・ドラム戦役の際、わざと味方の機械兵を散弾筒で撃ち、取り付いた敵歩兵を薙なぎ払う方式をルカが確立し戦果をあげた。同じことを、いま敵にやられたのか。


    　意識が遠のく。アステルに直撃した弾子は、通常であれば肉体を穴だらけにする威力があるが、アステルは軍服の下にエデン製の特殊スーツを着込んでいる。銃弾の直撃を受けても貫通せず、衝撃は分散して受け流す。しかし至近で炸さく裂れつした散弾筒の衝撃は、受け流すにしても大きすぎた。人造人間とはいっても、肉体の耐性は人間よりわずかに頑丈という程度。アステルの小さな身体は三号道路の土堤を飛び越え、雑草が生い茂った南側の草地に激突し、二度ほと大きく弾はずんで動かなくなった。


    　落ちた位置は不幸にして、帝国軍歩兵隊の真ん前だった。


    「アステルだ、捕らえろっ!!」


    　士官が号令を発するまでもなく、手柄を欲する歩兵たちが我先にアステルへ群がる。アステルは朦もう朧ろうとした意識のまま、オーバードライブを終えて動けなくなる。


    「アステルを捕まえたぞ!!」「拘こう束そくしろ、鋼線ワイヤーで縛り上げるんだ！」「司令部へ連れていけ、ゲオルグ司令に報告だ!!」


    　帝国兵たちが快かい哉さいを発し、力ないアステルの身体を抱え上げて、後方へ連れ去っていく。


    



    「アステルっ!!」


    　バウワウに騎乗したまま、ルカは我を忘れて叫び、手た綱づなを入れた。


    　しかしバウワウの胸具を、民兵隊長ソシモが両手で掴つかみ止める。


    「ダメです、追ってはなりません!!」


    「放せ、アステルが捕まった!!　取り返さないと……っ!!」


    「こちらが壊かい滅めつします、まだ敵機が生きてます!!」


    　ソシモは必死にルカをなだめる。周りの副官たちもバウワウの前に立ちふさがり、


    「三号道路を突破されたら終わりです、敵機を止めることを考えてください!!」


    　制止するが、ルカには届かない。


    「アステル……っ!!」


    　突然──合金を引きちぎる、高く耳障りな破砕音がルカの鼓こ膜まくに突き立った。


    　ばしぃっ、と鋭い音を立てて、千万の火の粉こが噴き上がる。


    　タブリス型機械兵の胸部に、敵ファーストランク機械兵の大おお鎌がまが食い込んでいた。


    　がくり、と反乱軍の切り札は両膝ひざを地に落とし、それから、炎上しはじめた。


    「ミズキ隊長っ!!」


    　民兵たちの悲痛な絶叫が湧わき上がる。玩具を弄もてあそぶように敵機はぐりぐりと大鎌の先端をタブリス型に押し込んでいき、やがて燃料に引火、凄せい絶ぜつな爆発が巻き起こった。


    「うわあっ!!」


    　兵たちの悲鳴を、爆風が吹き飛ばす。熱波が押し寄せ、バウワウが一歩、後退する。上半身の吹き飛んだタブリス型の残ざん骸がいが、仰あお向むけにどさりと倒れ込む。毛羽だった切断面に、空っぽの操縦席があった。


    　ミズキのすがたがない。もしや爆発に巻き込まれたのか。


    「ミズキ……っ!!」


    　ルカは叫ぶ。アステルとミズキを同時に失ってしまうなんて、考え得る限り最悪の事態だ。


    　敵ファーストランク機械兵は勝ち名乗りをあげるように、炎上するタブリス型の下半身を片足で踏みにじり、刀身の折れた大おお鎌がまを片手に握り、ルカたちを睨にらみ据すえた。紅ぐ蓮れんの業火を足下に従えて屹きつ立りつする十一メートルの白い機体は、裁定の天使そのもの。


    　その背後から、純白の兵装に身を包んだ帝国軍散兵が一気に押し寄せてくる。


    「ラファエルの勝ちだ、ミズキを倒したっ!!」「ラファエル万歳!!」「ラファエル万歳!!」


    　口々にそう唱和し、勝利を喧けん伝でんする。ラファエルとはあのファーストランク機械兵のことだろう、創世神話における高名な座天使ドローンズの名だ。


    　ルカの思考はいまだ混乱したまま動かない。しかし押し寄せる敵散兵を視認した瞬間、思考を経ることなく、号令が発せられる。


    「屑くず鉄てつ弾!!　てっ!!」


    　四門の野戦砲が素早く前方へ躍り出て、装そう填てん済みの屑鉄弾を発射する。


    　焼けただれた釘くぎ、鉄片、ガラス片の濁だく流りゆうが、突っ込んできた敵散兵を飲み込んで赤い狭霧に変える。


    　敵散兵がひるむ。水平に砲身を寝かせた野戦砲から放たれる屑鉄弾は歩兵の天敵。突破をためらったその刹せつ那な。


    「鎖さ弾だん!!　ファーストランクの足を狙えっ!!」


    　ただ本能のまま、ルカは咆ほう哮こうする。長い戦場暮らしで培った経験が、思考を介在させることなく、眼前の状況に最善の一手を処する。


    　熟練の装填手が滑かつ腔こう砲の砲身へ、ふたつの鉄球が鎖で繋つながった「鎖弾」を装填する。これは至近距離の機械兵に対抗するためにルカが開発した秘密兵器だ。滑腔砲は命中率は悪いぶん、さまざまな種類の砲弾を発射できる。


    「てぇっ!!」


    　発射された両端に鉄球のついた鎖弾は回転しながら、ラファエルの膝ひざ元に直撃し、絡みつく。だが。


    「……!!」


    　砲煙が風に舞い散る。ラファエルは止まらない。鎖弾など意に介さず、大鎌を構えたまま歩み寄ってくる。うまく接合部に鉄鎖が絡みつかないことには動きを封じることができない。


    「諦あきらめるな!!　ここを抜かれたら、おれたちは終わりだ!!」


    　ルカの号令が響く。本心ではバウワウに乗って敵陣へ突っ込み、アステルをいますぐ取り戻したい。しかし司令官としての立場が、二万人の反乱軍を統率するものとしての責任が、ルカの足をこの場に縫ぬい止める。個人としてのルカの行動を、統率者としてのルカが許さない。


    「鎖さ弾だん!!　てっ!!」


    　四門の火砲が、次々に鎖弾をラファエルに見舞う。練度の高い四人一組の砲兵は、清掃、装そう填てん、発射を二十秒でこなす。右膝ひざにひとつ、左腿にふたつ、鎖弾が絡みつく。砲手が敵機を恐れることなく、至近距離から発砲できるからこその命中率。


    　ラファエルの動きが、やや鈍る。帝国軍散兵が、絡みついた鉄鎖を解こうとラファエルの足へよじ登りはじめた。


    「散弾筒!!　てっ!!」


    　ルカは砲弾の種類を逐次変えながら砲撃をつづける。ラファエルに直撃した散弾筒が内部の弾子をまき散らし、機体を這はい上がろうとしていた散兵四名を肉片に変えた。


    　ドル・ドラム戦役以来、ルカに付き従ってきた砲兵隊は恐れを知らない。散兵を薙なぎ払うやいなや、さらにラファエルとの距離を詰め、至近距離からの鎖弾を一分間に三発、つづけざまに発射する。


    　ラファエルの腕や足に、新たな鉄鎖が絡みつく。さしものファーストランクも、やや動きが鈍くなる。このまま押し切れるか──と思った刹せつ那な、いきなり右の土堤からセカンドランク、トロイア型三機が出現し、ルカ率いる砲兵隊の側面をめがけ突っ込んできた。


    「ゼダル型、全滅……っ!!」


    　土堤のむこうにいた伝令騎兵が、大声でそう告げる。三号道路の両側に展開していた味方のゼダル型四機が血祭りにあげられたらしい。無理もない、どんなに操縦士の腕が良くても、ブリキ装甲ではセカンドランクに太た刀ち打ちできない。


    　機械兵隊の勝負は、完全に反乱軍の負けだ。


    　だが、まだ終わりじゃない。


    「予備兵、トロイアを止めろ!!」


    　号令と共に、予備兵百名がトロイア型へと群がっていく。


    　敵はルカの戦術を模倣しているがゆえ、随ずい伴はん歩兵を連れていない。機械兵に群がる歩兵は散弾筒で狙う作戦なのだ。しかし砲兵との連れん繋けいがうまくいかず、トロイア型三機編隊は単独で突出してしまっている。


    　ルカはそこにつけ込む。


    　──そう簡単に真ま似ねできるもんじゃねえ。


    　──おれたちは練兵場で徹底的に連繋を磨いたからできたんだ。


    　歩・騎・砲・機、四兵へい科かの連繋戦術はかつてのジェミニ連隊のお家芸。編成だけ真似しても、現実の戦場において効果を発揮するとは限らない。


    「恐れるな、膝を封じてハッチをあけろ!!」


    「機械兵なんて単独ならなんてことないんだ、行け、行けっ!!」


    　民兵隊長ソシモが声を張り上げ部下を叱しつ咤たし、象を狩る狼おおかみさながら、体長五・五メートルのトロイア型へ押し寄せる。


    　トロイア型は頭部にＬ字形の角を持つ、格闘戦に特化した機体だ。六千二百馬力のソーマエンジンをたぎらせて、三機でＶ字編隊を組み上げ、刀身三・五メートルの剣と分厚い盾たてを構えるそのすがたは、鋼鉄の壁そのもの。むかってくる歩兵へ刃のついた剣を容よう赦しやなく薙なぎ、五、六人まとめて胴体を両断する。


    　噴き上がる血風が、大出力エンジンの轟とどろきが、鋼鉄の壁のごとき威容が、民兵たちをひるませる。勇敢な民兵がそれでも剣をかいくぐり、鋼鉄の足に取り付いて、這はい上がる。しかし膝ひざまでようやく登ったところで、その隣にいた別のトロイア型の刀身が、ハエたたきさながら横ざまに振ってくる。


    　悲鳴さえあがらない。


    　装甲と刀身に圧殺された無残な亡なき骸がらがひらりと地面へ舞い落ちる。


    　この三機編隊はどうやら随ずい伴はん歩兵を連れない戦いに慣れているらしく、正確な挙動で互いが互いを守り合う。隣の僚機の身体を這い上がる歩兵たちをひとりひとり取り上げ、潰つぶし、また一歩、砲兵隊の側面を目指して前へ進む。


    　ルカは舌打ちし、敵機を睨にらむ。敵もさすがに練度が高く、一筋縄ではいかない。だが。


    「ウルキオラの男は恐れない!!　女おんな子こどもを守るための戦いだ、お前たち、命を懸かけろ!!」


    　民兵隊長ソシモは声を嗄からして民兵を励ますと、自みずからも手本を示すように敵機へ駆け寄り、膝を目指して這い上がる。


    「隊長!!」「隊長につづけ、勇気を示せっ!!」「ウルキオラの誇りを帝国軍に教えてやれっ!!」


    　勇気づけられた民兵たちも、震える足を地へ突き立て、叩きつぶされた戦友の亡骸を踏み越えて、歩行する鉄てつ塊かいへと群がっていく。


    　ここが正念場なのだと全員がわかっている。おのれの命を懸けられる理由は、背後にいる家族だ。最愛のものたちが飢えないために、踏まれないために、笑顔で幸せな人生を送るために、民兵たちは鋼鉄の巨人へ突進していく。


    「故郷のために戦うんだ、絶対に諦あきらめ……!!」


    　ソシモの号令は、傍かたわらのトロイア型の右手によって押し潰された。取り付いていた機体から


    叩き落とされ、地へ落下したソシモの身体は機械兵の足の底で踏みつぶされる。


    「隊長っ!!」「やってくれたなこの野郎、よくもソシモ隊長を!!」「みんな、隊長の仇かたきを討つんだ!!」「逃げるな、戦え!!　ウルキオラの誇りを見せろ!!」


    　民兵たちは勇敢だった。ソシモの死にもひるむことなく、かえって戦意をたぎらせて巨大なトロイア型に群がっていく。


    　一方のルカ率いる砲兵隊は、ただラファエルだけを照しよう準じゆんする。このファーストランク機械兵を止めなければ、勝機は生まれない。


    　砲兵たちは熱を帯びた砲身へ水をぶっかけ、真っ黒な海綿棒を砲口へ突っ込み、また新たな鎖さ弾だんを装そう填てんする。


    　ラファエルの腕、足にはいまや鎖弾四つ、合わせて八個の鉄球が絡みついていた。さしものファーストランクも動きが鈍ってきている。この隙すきに背面ハッチをこじあけ、鹵ろ獲かくしてしまいたいが。


    「くそっ、散弾筒が止やまない……!!」


    　敵も歩兵を警戒し、絶えず味方のラファエルへ散弾筒を発射し、弾子の幔まん幕まくを四方八方へ張り巡らせる。ラファエルに近づいただけで、こちらの歩兵は肉片に変えられる。


    「うしろの砲兵をなんとかしないと……!!」


    　ルカは歯がみしながら、ラファエルを支援しつづける敵砲兵隊を睨にらみつける。しかしあそこまで迂う回かいできる機動力を持った兵へい科かが、いま手元にはない。


    　──このままだと物量で押し切られる。


    　ルカは懸命に頭を冷まして戦場を俯ふ瞰かんし、その結論に至る。


    　だが、できることは持久のみ。そしてこの絶望的状況下で持久できるのは、「戦う理由」を持つ兵士だけだ。反乱軍の民兵が、訓練された帝国兵に優るのはその一点に尽きる。


    「子どもを思え!!　家族を思え!!　ウルキオラのために命を捨てろ!!」


    　ルカの叱しつ咤たが飛ぶ。この状況で必要なのは戦術ではない、ただ意地と気合いと根性だ。戦闘意欲を維持しつづけるしか、絶望に打ち勝つすべはない。


    　しかし。


    「左からも……っ!!」


    　騎兵の悲痛な声が、司令部に響く。


    　左側の土堤から、新たな敵機械兵三機編隊がのっそり、その上半身を現した。


    「…………っ!!」


    　セカンドランクの最上位、第四階級、アクラシエル型機械兵。


    　体長四メートル、六千五百馬力。土偶を思わせる丸みを帯びた頭部と、幾つもの関節を持つ腕、短い足。がっぽりとひらいたふたつの黒い眼がん窩かは古代の死神そのものだ。十字形の鉾ほこを両手に構え、ぎりぎりとギアを軋きしませながら、いままさに土堤を乗り越えようと右足を持ち上げた。


    「……左二門、アクラシエルを狙えっ!!」


    　ルカは四門しかない野戦砲をさらに半分に分け、新たな敵機にむけさせた。もはや焼け石に水だろうが、やるしかない。慌てて砲兵たちが砲ほう架かに取り付き、焼けた砲身へ手袋を押し当て、皮ひ膚ふがただれるのも構わず、歯を食いしばって旋転させる。


    「てぇっ!!」


    　放たれた鎖弾が、アクラシエル型の右腕に絡みつく。しかし止まらない。人間とは異なり、アクラシエル型の腕には四箇所の関節がある。鎖弾がひとつやふたつ絡みつこうと、意にも介さず土堤に右足をかけ、一気に登りつめる。


    　右からトロイア型三機、正面にラファエル、左からアクラシエル三機。


    　ルカの司令部は完全に敵機に囲まれていた。折り重なるソーマエンジンの轟とどろきは、帝国軍の凱がい歌かにも聞こえる。


    「ダメだ、押し切られる……!!」「機械兵隊が全滅した、もうダメだ……っ!!」


    　絶望的な叫びが民兵の間から漏れる。圧倒的な物量に攻めつづけられれば、いつか意地と気合いと根性も限界が来る。こうなると潰かい走そうは近い。


    　正面、幾多の鉄球を身体にまとわせながら、ラファエルはそのエンジンパワーを駆使して強引に迫ってくる。ラファエルを狙っていた二門の野戦砲は危険を感じて後退をはじめる。右方では歩兵百がトロイア型三機編隊を止めるべく、路面に血肉を撒まいて凄せい絶ぜつな挺てい身しん攻撃をつづけているが、いまだ一機も止められず、ただ屍しかばねだけが積み上がっている。


    　ラファエルが一気に、野戦砲隊との距離を詰めた。


    　あたかも人間みたいな身軽さで、大おお鎌がまが振り上げられる。


    　砲兵たちはしかしそれでも、次弾を装そう填てんしようとする。


    「逃げろっ!!」


    　ルカの叫びと、大鎌が振り下ろされたのは同時だった。


    　高い砲撃技術と戦闘意欲を併せ持った熟練砲兵四名が両断され、身体の切断面から真っ赤な濁だく流りゆうを吹き上げながら崩れおちる。


    　ラファエルは容よう赦しやしない。


    　つづけざま、左の野戦砲二門へむかい、その巨大な右足を振り上げる。


    　アクラシエル型を狙っていた残り二門に、もう避ける余裕はなかった。


    　砲兵たちはなすすべなく、ラファエルの踵かかとの下で血袋と化す。


    「…………っ!!」


    　ルカも絶句する。ミズキ率いる機械兵隊につづいて、虎の子の野戦砲隊が全滅した。ドル・ドラム戦役以来共に戦ってきた戦友たちが、替えの効かない熟練の砲兵たちが、ラファエルの足底でカエルみたいに地に擦り込まれてしまった。


    　ラファエルは血に濡れた白い顔を、ルカへむける。


    　アクラシエル型三機も悠々と土堤を登りつめ、これから三号道路へ降り立とうとしている。


    　止められる機械兵も、砲兵も、もうこちらにはない。


    　絶望が司令部を覆う。


    　とても敵かなわない。これだけの物量を押しとどめる手段が、もうこちらにはない。司令部は壊かい滅めつし、三号道路は突破され、包囲されたボカージュの味方はゆっくりと皆殺しにされる──。


    　いや。


    「まだ終わってねえ!!」


    　横おう隔かく膜まくをいっぱいに引き下げてから、ルカはそう一いつ喝かつし、バウワウに騎乗したまま双頭の鷹たかの描かれた軍旗を片手に掴つかみ、高々と持ち上げた。


    「諦あきらめるな、おれにつづけっ!!」
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    　そして鐙あぶみを蹴けり、ラファエルへ突進する。


    　突き進みながら、ルカは自分に言い聞かせる。


    　──おれが、切り開くんだ。


    　──おれが、勝利を掴み取るんだ。


    　最後まで、勝利を信じて信じて信じ抜く。その先にしか、奇跡はない。


    「連隊長!!」「連隊長!!」


    　司令部の騎兵、歩兵たちは一瞬呆あつ気けに取られてから、しかし、ルカに煽あおり立てられたかのように、バウワウを追う。


    　ルカは一跳躍でラファエルの股の下をくぐりぬける。巨大な機械兵はバウワウの機動力についていけない。


    　ラファエルを越えたむこうには、敵野戦砲十二門が、三列横隊を組んでこちらへ砲口をむけていた。ルカを視認して、砲身を水平に寝かせ、直接照しよう準じゆんで散弾筒を発射する。


    「……っ!!」


    　ルカが手た綱づなをはたくと、バウワウは横っ跳びで砲撃を避け、土堤を乗り越えて草地へ身を躍らせる。にわかに敵陣が騒がしくなる。


    「あれがルカだ、殺すな、生け捕りにしろ!!」「ジェミニ陛下の命令だ、ルカは殺さず、御前に引っ立てるんだ!!」「生け捕りにすれば恩おん寵ちよう金がたんまり出るぞ、稼ぎどきだお前らっ!!」


    　敵兵士のわめき立てる声が、ルカに届く。


    　ルカはわずかに口角を釣り上げる。ジェミニの野郎、簡単にはおれを殺したくないらしい。


    　──それなら。


    　ルカはバウワウを走らせながら、三号道路上のラファエルを確認する。


    　異い形ぎようの機体に反乱軍の兵士たちが取り付き、鉄鎖で関節を破壊しようと奮闘していた。涙が出るほど勇敢だ。しかし敵野戦砲の散弾筒が、容よう赦しやなくラファエルに取り付いた歩兵たちを薙なぎ払う。どうしたって散弾筒が厄やつ介かいだ。


    　ラファエルは、まとわりついてくる歩兵を振り払おうと身体を旋転させる。ルカはその挙動を注視する。


    　そして背面ハッチの継ぎ目が、わずかに破損していることに気づく。


    　さっきアステルが破壊しようとした名な残ごりだ。アステルはあそこに二度目の銃剣を突き立てた直後、散弾筒の爆発に巻き込まれて吹き飛ばされた。


    　ラファエルは身体を旋転させたため、背面ハッチは敵野戦砲隊の反対側をむいている。


    　──そしておれは、ジェミニの命令通り、生け捕りにしなきゃいけない。


    　ルカは千せん載ざい一いち遇ぐうの好機に気づく。


    「バウワウ頼む。散兵を攪かく乱らんしてくれ」


    　愛獣の耳元に口を当てて頼む。賢いベオウルフは低い唸うなり声でそれに応じる。


    　ルカは顔を上げ、右手一本で握った軍旗をもう一度高く掲げる。


    　──待ってろ、アステル。


    　──すぐ助けに行くからな。


    　鐙あぶみを蹴ける。バウワウは猛然と土堤を乗り越え、再びラファエルを目指し駆ける。軍旗を掲げるルカはどうしたって目立つ。


    「いた、ルカだっ!!」「散兵、行けっ!!　ルカを捕らえろ!!」


    　敵士官が怒号を発して、散兵二百ほどが野戦砲隊の前へ躍り出て突進してくる。


    　ルカは構わない。一気にラファエルの膝ひざ元へ駆け込むと、鐙あぶみから爪つま先さきを抜き取り、自みずからラファエルの巨大な脚部に取り付く。


    　それを見ていた反乱軍兵士たちが驚きよう愕がくする。まさか司令官自らが機械兵によじ登るとは思わなかった。兵士たちは呆あつ気けに取られた後、我に返り、歓声をあげてルカにつづきラファエルの機体に取り付く。


    「やってやるぜ、バケモノ……!!」


    　ルカはぎらりとした眼まな差ざしで上方を見み据すえる。背面ハッチまで、七、八メートルほどこの背中を這はい上がらねばならない。息を大きく吸い込んでから、鎖さ弾だんの鉄鎖へ指を絡ませ、渾こん身しんの力で登りつめていく。


    　砲兵が命を賭として絡みつかせたこの鉄鎖が勝利へのわずかな手がかり、足がかりだ。彼らの命に報むくいるためにも、ルカはこの積層装甲の断崖を登りつめることを誓う。


    　敵砲兵隊は砲身の仰角をあげ、散弾筒を装そう填てんするが。


    「撃つな、殺すな、払い落とせラファエルっ!!」


    　敵砲兵隊長が慌てて制する。ルカを生け捕りにしたなら一生遊んでも使い切れないほどの恩おん寵ちよう金が手に入り、殺してしまえば、しがない戦場生活が一生つづく。


    　そのためらいを利用して、ルカは血のにじむ指先を鉄鎖に巻き付け、鉄球に足を踏ん張り、まっすぐ上方を見上げたまま登とう攀はんしてゆく。


    　小銃が周辺を行き交う。敵散兵がルカの手足を狙っているのだ。積層装甲に跳弾する危険な音が耳元を、頬ほおを、頭ず蓋がいすれすれに鳴っては消える。


    　ルカはただ上方を見上げ、登る。ラファエルの背中のむこうの大空に、死んでいった兵士たちの顔を見る。連れ去られたアステルを見る。


    　──いま行くぜ、アステル。必ず助けてやっからな。


    　弾丸の雨あられに身をさらしながら、よじ登り、這い上がり、ついに背面ハッチに辿たどり着く。


    　ハッチと装甲の隙すき間まに破砕孔があり、覗のぞき込んだなら、ハッチの奥の操縦席の明かりがほんのり見えた。


    　──アステルがくれた光だ。


    　──こじあけてやるぜ。


    　ルカは左手一本で鉄鎖にしがみつくと、残った右手に短剣を握り、思い切りその隙間にねじ込んだ。


    　ぎぎぎ、と奥歯を噛かみしめながら短剣の根元まで隙間に押し込み、留め具の気配を握った柄から感じ取る。


    「壊れろ、この野郎……っ!!」


    　自分の体重を短剣の柄にかけて、留め具の破壊を試みる。


    　敵操縦士が、背面ハッチに取り付かれたことに気づく。いきなり巨体を旋転させ、背面ハッチを帝国軍野戦砲隊のほうへとむける。


    　撃て、と操縦士が叫んでいる。


    　だが野戦砲隊はまだためらう。砲兵隊長が、散弾筒の発射を許可しない。


    　撃てない野戦砲の代わりに、敵散兵数十名がラファエルの足下に辿り着いて、至近距離からルカの手足を狙う。


    　その歩兵の群れへ、バウワウが咆ほう哮こうをあげて躍り込み、鋭い爪つめと牙きばで食い破る。


    「うわあっ!!」「魔獣だ、ルカのベオウルフだっ!!」「殺せ、殺せっ!!」


    　歩兵たちが慌ててカスコート銃の銃口をバウワウへむけるが、その後方から反乱軍兵士が銃剣をきらめかせ、バウワウにつづいて突進してくる。


    「連隊長を殺させるな、戦えっ、戦えっ!!」「ウルキオラの誇りを見せろ!!　帝国の犬どもを蹴け散らせっ!!」


    　ルカの奮闘に煽あおられ、民兵たちも命を捨てて戦っていた。三号道路はまたたくまに敵味方入り乱れての乱戦となる。


    



    　危機にあることはわかっている。だが帝国軍砲兵隊長は、ルカを撃てない。皇帝の命令に背そむくことが怖い。なにより、恩おん寵ちよう金が欲しい。


    「ルカの手足を狙って払い落とすんだ、殺すなっ!!」


    　怒号をあげる隊長の背中から、冷たく押し殺した声が届いた。


    「なぜ殺さぬ？」


    　隊長はその声だけで誰なのか理解し、背筋をぴんと伸ばし、背後を振り返る。


    「ゲオルグ師団長!!」


    　最敬礼と共に、いきなり最前線に降り立った総司令官に言い訳を放つ。


    「陛下のご命令により、ルカは殺すなと……っ!!」


    　ゲオルグはその蒼あおい瞳で、ラファエルの背面ハッチに取り付き、おのれの全体重を短剣の柄に込めるルカを見て、拳銃を引き抜き、砲兵隊長のこめかみに押し当てた。


    「貴様は敗北を望むのか？」


    　低く告げて、引き金を絞る。


    　居合わせた帝国軍将校全員が息を呑のみ、地に倒れて痙けい攣れんする砲兵隊長と、そのこめかみから流れ出る血が路面を濡らすさまを見た。


    　ゲオルグは砲兵隊を振り向いて、命令を発する。


    「散弾筒装そう填てん!!　ルカを狙えっ!!」


    「……はっ!!」


    　師団長からの命令を受けて、砲兵たちは慌てて散弾筒を砲身へねじ込む。


    　ゲオルグは顔を上げる。


    　ルカは短剣の柄に自みずからの靴底を押し当てて、いままさにハッチの留め金を破壊しようとしているところだ。


    　バカが。撃てないと思って、自らマトになってくれた。


    　終わりだ、ルカ・バルカ。


    「てぇっ!!」


    　号令と同時に、すさまじい発射音がゲオルグの鼓こ膜まくを震わせた。


    



    「ひらけ、この野郎……っ!!」


    　ルカは靴底を短剣の柄に押し当てて、両手で鉄鎖にしがみつき、思い切り蹴けりつけようと右足を振り上げて……悪お寒かんに気づいた。


    　はっ、として敵野戦砲隊を見やる。十二門の砲口がすべてこちらをむいて、砲兵たちがいままさに火門に点火しようとしている。


    「あ…………」


    　まずい。撃つ気か。おい。おれは生け捕りにするんじゃないのか。


    　──アステル。


    　──ファニア。


    　──ごめん。


    　謝った刹せつ那な、すさまじい発射音が轟とどろき──。


    



    　帝国軍野戦砲兵が、血しぶきを吹き上げ一斉に倒れた。


    



    「!?」


    　ゲオルグは右方を振り向く。


    　漆黒の軍装に身を包んだ反乱軍歩兵三十名が、両手に持ったカスコート銃の銃口から青い硝しよう煙えんを吐きつつ、土堤を乗り越え帝国軍野戦砲陣地を目がけて突進してくる。


    　その先せん鋒ぽう──。


    　鎌かま鳥どりに騎乗し、十字鉾ほこを手にした漆黒の巨漢。


    　古いにしえの豪傑さながら、海を割るように帝国歩兵を鉾の横撃で薙なぎ倒し、踏み越え、歩兵の壁を突破してくる。


    　白い兵団が、黒の突進に割れる。止められるものがいない。三十人の歩兵は漆黒の槍やりとなって純白の壁を穿うがち、貫き、破砕する。


    　無慈悲な掘削の先端に、黒こく曜よう石せきのごとき戦士がひとり。


    　ゲオルグは、彼を知っている。


    「ガヴー……!!」


    　あのドル・ドラム戦役において「不敗のガヴー」と呼ばれた男が、ゲオルグが前線に現れるこのときを待ちわびていたかのように、熟練歩兵を引き連れて側面から突っ込んでくる。


    　──奇襲……!!


    　ゲオルグは迫り来るガヴーを見み据すえながら、慄りつ然ぜんとした。おそらくはボカージュに身を潜めて好機を窺うかがっていたのだろう。こちらに気づかれることなく散兵を集合させ、司令部へ肉薄して、ここしかないタイミングで急襲を仕掛けてきた。言葉にするのは簡単だが、現実にこれを実行できるのは傑出した将しよう帥すいのみ。


    　──ずっとわたしについてきていた……！


    　ゲオルグは静かにおのれの敗因を噛かみしめた。おそらくガヴーは早い段階から司令部が前線へ移動するのを察知し、隠れながら接触を保ちつづけていたのだろう。そしてこちらが足を止め、目の前の戦場に気を取られた瞬間、側面から強襲してきた。教科書に載せて末永く称たたえたいくらいに完かん璧ぺきな、地形を利用した奇襲攻撃。


    　──ルカは良い部下を持った。


    　いま思えば司令部を前線まで動かしたのも、神出鬼没のメルヴィル隊に動揺させられたせいだ。あれがなければここへ来ることもなく、敵にむざむざ奇襲の機会を与えることもなかった。勝利を目前にしながら、メルヴィルとガヴー、たったふたりの将にしてやられた。


    　自分の首根っこが鎌かま鳥どりの鎌に捕捉される感触をおぼえ、次に、目の前に迫るガヴーの十字鉾ほこの突端を見た。鉄臭い香りが鼻び孔こういっぱいにひろがって、ゲオルグの視界は暗転した。


    



    　おおおお、と民兵たちの歓声が、ルカの耳に届いた。


    　ルカはラファエルの巨体にしがみつき、短剣の柄を何度も蹴けりつけながら、敵陣を確認する。


    　鎌鳥に乗ったガヴーが思うさま、敵砲兵を蹂じゆう躙りんしている。黒い軍服に身を包んだ散兵たちも、徹底して帝国軍砲兵を狙い、砲ほう架かや車輪を破壊して、砲撃を不可能ならしめる。


    　わずか一手で状況がひっくり返る。


    「やってくれたな、ガヴー……っ!!」


    　言葉と同時に蹴りつけた靴底が、留め金を破壊した。


    　ばきぃっ、と音を立てて短剣が跳ね飛び、背面ハッチがこちらむきにひらく。


    　ルカは剥むき出しの操縦席へ顔を突っ込み、操縦士の背中へ声をかけた。


    「よう。これからどうすりゃいいか、知ってるよな？」


    　操縦士は真っ青な横顔をこちらへ示すと、慌てたように首を前後にがくがく揺らし、座席ベルトを外して両手をあげた。


    「出ろ。エンジンは止めるな」


    「は、はいっ」


    　操縦士は震える声で了承し、両手をあげて機外へ飛び降り、軟らかい地面に両足で着地し、悶もん絶ぜつする。大きい機体だと脱出も命がけだな、と思いつつ、ルカは自みずから操縦席へ腰を下ろし、座席ベルトを巻き付ける。もちろんファーストランクを操縦するのははじめてだ。計器盤には見たことのない計器や意味のわからないレバー、ボタン、スイッチが複数あるが、両手の操縦桿かんとフットペダル、スロットルの配置は一般的な機械兵とだいたい同じ。


    「やってやるぜ、ちくしょう」


    　四の五の言っていられない。いまだ三号道路の左右から敵機械兵が押し寄せて、味方の歩兵を押し潰つぶしている。おれがラファエルを乗りこなしたなら、戦況を変えられる……っ！


    「動け、おらっ!!」


    　ほぼ勢いのまま操縦桿かんを入れ、フットペダルを蹴け飛ばす。ラファエルは両手に持っていた大おお鎌がまを投げ捨てて、酔っ払いのように戦場を闊かつ歩ぽしはじめた。


    「うわっ、たったっ……」


    　はじめての機体のうえに機械兵の操縦は数年ぶりだ。感覚が掴つかめない。しかしここは練兵場ではない。敵は待ってくれない。


    　ともかく──敵機を殴ろう。


    　ラファエルは左右に大きく機体を傾けながら、なんとか旋回して、よちよちと三号道路を歩きはじめた。足が長く、重心が高いから操作しづらく、上下動もきつい。なんだってこいつ、こんな無駄にでかいんだ？　愚ぐ痴ちをこぼしながら広めの覗のぞき窓から前方を見回し、自分の半分ほどの大きさのアクラシエル型を視認する。さっき路上では巨大な古代神に見えたものが、ここからだと幼子に見える。


    　敵機はまだラファエルが鹵ろ獲かくされたことに気づいていない。味方だと思っているらしく、接近しても全く警戒することなく、歩兵と対たい峙じしている。


    　振り上げられたラファエルの右腕が、全開のスロットルと一緒に、アクラシエル型の頭部を陥没させた。


    　圧あつ延えん鋼こうのひしゃげる高い軋きしみと共に、アクラシエル型の膝ひざが破砕し、もげた上体が地面に激突、たちまち発火、炎上した。


    　ルカは間かん髪はつ容いれず、隣のアクラシエルにも横殴りの一撃。ファーストランク機械兵による全力の一撃は、セカンドランクの体勢を崩すには充分だった。


    　土煙をあげて、二機目のアクラシエル型が転倒する。たちまち歓声をあげて反乱軍の兵士が群がり、ハッチをこじあける。


    「なんだこいつ、バケモンかよ……」


    　いまさら自分が操縦する機体の性能に気づき、ルカは驚嘆する。機体は軽いのに、大出力エンジンのおかげか、洗練された内部機構のおかげか、一撃が重い。これなら並の操縦士が乗っても、ミズキに勝てるわけだ。


    　そういえば。


    　ルカはあけっぱなしの背面ハッチに首をねじ曲げて、外へ呼びかける。


    「ミズキはっ!?　ミズキいないのかっ!?」


    　ラファエルにミズキを乗せればこっちの勝ちだ。死んでいないことを祈るが、みな、自分の戦いに夢中でルカに答えられない。というかそもそも、戦場の喧けん噪そうのただなか、地上九メートルから怒鳴っても誰の耳にも届かない。


    　くそっ。罵ば声せいを放ち、ルカはさらなる敵機へと目を凝こらす。いまだ三機のトロイア型は暴れているし、後方からも続々と新たな敵機が現れてくる。仕方ない、おれひとりで機械兵を全部相手するしかない。


    「来いよこの野郎、最後の一機まで、おれがスクラップにしてやる……っ！」


    　総司令官でありながら、最前線で敵機械兵を全部相手するはめになってしまったが、成り行き上、仕方あるまい。


    　──待ってろよ、アステル。すぐ助けてやっからな……。


    　敵に連れ去られてしまったアステルが心配でならない。ここでぐずぐずしていたら、取り返しのつかないことになりかねない。思いを操縦桿かんに託し、ルカはさらなる敵機へと機体正面を差し向けた。


    



    　†††


    



    　一方──。


    　純白の兵装に身を包んだ二機の騎兵が、前線とは反対方向、帝国軍の後方を目がけて三号道路を疾駆していた。


    　二騎の鞍くらの前にはいずれも、荒縄で縛り上げた捕虜が乗せられている。


    「む──っ!!　む──、むむ───っ!!」


    　猿ぐつわを噛かまされ、胴体を縛り上げられて、両足を鐙あぶみにくくりつけられ、アステルは身動きもできずにただ呻うめいていた。


    　アステルを胸の前に抱くかたちの帝国騎兵が、手た綱づなを叩きながら笑う。


    「戦場の天使さんもこうなると形かた無しだな。悪いが一晩はこのまま辛抱してもらうぜ」


    「む──っ!!　む───っ!!」


    　アステルはあがくが、オーバードライブ後のため身体は言うことを聞かない。馬体に縛り付けられるこの格好も屈辱的だし、背後の騎兵は明らかに相乗りを楽しんでいる。


    「暴れるなよ。かわいい顔が台無しだ」


    「む───っ!!」


    　あがくアステルの後方、もう一騎の鞍の前に同じ姿勢で囚とらわれているのは、ミズキだ。こちらも猿ぐつわを噛まされて、両足を鐙に固定され、胴体も縛られていて身動き取れない。


    「気分はどうだ、天才操縦士さん。お前の髪、いい匂いがするな」


    　背後の騎兵にそう言われ、ミズキは全身に鳥肌を立てて怒る。


    「むご──っ!!　むが──っ!!」


    「怒るなよ。これからラランディア繋けい留りゆう塔とうまで道中長い。そんな怒ってたら途中でくたびれちまうぞ」


    「むごー……っ？」


    「エデン艦隊司令のところに連れていく。お前さんたちに用があるらしくてな。戦前から言われてたんだ、ミズキとアステルを生け捕りにしてエデンに引き渡せって」


    　なんだと、とミズキは頭ず蓋がいのうちに疑問符を浮かべる。エデン人がおれとアステルに用があるってことは……なにか嗅かぎつけやがったのか？


    　ともかく、繋けい留りゆう塔とうへ連れていかれたら終わりだ。ミズキの正体は暴かれ、アステルはエデンに回収される。なんとかここを脱するしかないが。


    「む──っ!!」


    　とりあえず身体をよじることしかできない。けれど拘こう束そくは厳重でとても解けそうにない。


    「ん……っ!?」


    　不意に、道の先から一騎。


    　長なが槍やりの石突きを鞍くらの右側面の留め具に固定し、穂先を突きだし、道幅の狭い道を正面衝突も辞さずに突進してくる。


    　漆黒の軍装。風のような襲歩ギヤロツプ。美しい金の髪と端正な顔立ち、瞳に滾たぎる獰どう猛もうな戦意。


    　──あの野郎、毎回いいとこ持っていくなあ。


    　ミズキは感心しながら彼の名を呼ぶ。


    「ベルヴルメルヴイル!!」


    　猿ぐつわを噛かまされているため、変な音になってしまったが構わない。


    　アステルを抱きかかえた一騎は、ためらうことのない襲歩にひるんだ。


    　このままでは正面から衝突する。なのにメルヴィルは騎速を緩めない。襲歩の勢いと馬の重量を槍の穂先にすべて預け、さらに鞭むちを入れてくる。


    　速度が上がる。


    「バカか……っ!?」


    　帝国騎兵は慌てて手た綱づなを引きつけた。驚いた馬が後ろ足だけで立ち上がり、むかってくる穂先を避けようとして横転する。


    「むぐ───っ!!」


    　地に叩きつけられたアステルの悲鳴をあとに残し、メルヴィルは後続の馬へ容よう赦しやない槍の一撃。その衝撃はすべて、鞍の留め具が受け止める。哀れな馬の悲鳴と共に、こちらも土煙をあげて転倒する。


    　一瞬のうちに二騎を仕留めたメルヴィルは、素早く馬体を旋転させて、倒れた騎兵へ歩み寄る。


    「ふむ。呆あつ気けない」


    　帝国騎兵はふたりとも失神していた。ついでにミズキとアステルも気を失っている。馬は身を起こそうとあがいているが、捕虜の足首を鐙あぶみに縛り付けているため起き上がれない。


    「女を鞍に乗せる趣味はない。……と言っても捨てていくわけにもいかないか」


    　どうしたものか思案していると、背後から味方の騎兵二騎が遅れてやってきた。


    「隊長、あまり無茶は……」


    　諌いさめる言葉を聞きもせず、メルヴィルは告げる。


    「お前たち、このふたりを乗せて司令部へ送り返せ。おれはもう少し遊んでくる」


    　呆あきれ顔の部下をその場に残し、メルヴィルは単身、颯さつ爽そうと戦場を行く。今日は朝から働きづめなのだが、まだ戦いが足りないらしい。


    「おれは……男だ……バカ野郎……」


    　うっすらした意識のなか、ミズキがそんな罵ば声せいをあげたが、もうメルヴィルはその場にいない。騎兵二騎は地へ降りて、アステルとミズキの束縛を解いた。


    



    　†††


    



    　正午にさしかかろうとする日差しが、三号道路を埋め尽くした機械兵の残ざん骸がい、無残な亡なき骸がら、投降した帝国軍兵士たちを白く照らし出していた。


    　生き残った反乱軍兵士たちが注視するなか、ラファエルはゆっくりと片膝ひざをつき、背面ハッチからルカが顔を覗のぞかせる。


    　たちまち、空間そのものがめくれあがるような歓呼が天空を突き上げる。


    　血と泥で顔を汚した兵士たちは、それでも満面の笑みをたたえ、銃剣を空へかざして、局地戦の勝利の立役者の名前を唱和する。


    「ルカ・バルカ!!　ルカ・バルカ!!」


    　それに対し、ルカは無理やりに仏ぶつ頂ちよう面づらをたたえて怒鳴り返す。


    「まだ勝ってねえ!!　勝負はつづいてんだ、おら、乗っ取った機械兵に軍旗させ！　誰が乗るか決めろ！　乗っ取ったら機械兵を先頭にして三号道路を西進、敵の後こう背はいに回り込む！」


    　おう!!　と威勢の良い返答が歩兵たちから返った。


    「アステルとミズキは!?　無事か!?」


    「敵のなかにはおりません！　敵将校によると、ラランディア繋けい留りゆう塔とうへ護送したとか」


    「繋留塔!?　なんでそんなとこに……」


    　と、道の先から味方の騎兵二騎が駆けてきた。その鞍くらの前に安穏と腰掛けているふたりを見て、ルカは胸を撫なで下ろす。


    「心配させんな、バカ……」


    　騎兵の鞍の前にまたがったアステルは不機嫌そうに、


    「あんたがヘボだからこんなんなるの」


    「うるせえ。お前が無茶すっからだろ」


    　騎兵の話から、メルヴィルが助け出してくれたことを聞いた。ルカは深く頷うなずいて、


    「ほんとすげーな、あいつ。味方で良かったぜ……」


    　感心していると、ミズキが鞍くらから地面に飛び降りて、ラファエルを見上げた。


    「うおっ、もしかして鹵ろ獲かくしたのか!?、おれ、乗っていい!?」


    「おう、乗れ乗れ。バケモノがバケモノ操縦したら、もう誰も止められねえよ」


    「誰がバケモンだ！　せめて天才って言え！　よし、そんじゃ乗るぞ、さっき悔しかったぶん大暴れしてやる！」


    　ミズキはラファエルの機体に取り付いて、いそいそと巨体を登って操縦席に潜り込んだ。最新鋭の機器を目の前にして「うほー」とか「すげー」とか感嘆しながら、楽しげにエンジンを始動させる。


    「ありがとよ、ガヴー。お前のおかげでなんとかなった」


    　バウワウの傍かたわらで、鎌かま鳥どりの手た綱づなを握るガヴーに礼を言った。頼りになる歩兵隊長は三号道路の先を示し、


    「メルヴィルがひとりで後方を攪かく乱らんしている。助けに行こう」


    　実にそっけない。


    「そだな。よし、機械兵の準備急げ。絡みついてる鎖さ弾だん、全部外したら出撃する。今度はこっちの番だ、敵の拠点、全部踏みつぶしてやろうぜ」


    　民兵たちは大急ぎでラファエルをはじめとする鹵獲した機械兵に歩み寄り、巻き付けた鉄鎖を外しにかかる。倒したセカンドランク機械兵のうち、稼働可能なものは二機だけだった。残り十一機はすべて、ルカの操縦するラファエルによって徹底的に破壊され、二度と立ち上がることはできなかった。こうした機体はのちほど工兵隊がエンジンを取り外し、別の用途にあてたり、稼働中の別機体の交換パーツ倉庫として使用する。


    　ほどなく──。


    「よし、反撃だ!!　行くぜ!!」


    　再びバウワウに騎乗して、ルカは双頭の鷹たかの軍旗を天へかざした。


    　戦意に満ちあふれた応が八十名ほどの歩兵たちから返り、ラファエルを先頭に、アクラシエル型一機とトロイア型一機、さらに鹵獲した九門の野戦砲が三号道路の西進を開始する。


    　アステルは身体に力が入らないくせに、来たときと同じようにルカの前に腰を下ろし、小さな背中をルカの胸に預けていた。


    「下がってろ、って言ってんのに」


    「うっさい。あんたのせいでこんなんなってんだから責任取りなさい」


    「……ったく。まだ戦いは終わってねえのに」


    「もう勝ったでしょ、これ。バケモンがバケモンに乗ってんだし」


    「最後までわかんねーよ。油断すんな」


    　言いながら、ルカも内心、これは勝ったかなと思っている。ルカと同じく敵もまた司令部を三号道路に出していたらしく、気絶した敵師団長ゲオルグをはじめ、高級将校を大勢生け捕りにできた。彼らを尋問したなら、帝国軍の全容も把握でき、敵部隊の配置も掴つかめるだろう。


    「成功しちゃうね、革命」


    　アステルはぽつりとそう言って、ルカの胸に背中を預ける。


    　長い道のりだった。けれどすべての努力は、もうすぐ報むくわれようとしている。


    「ファニアに会えるね」


    　前を向いたまま、アステルはルカだけに聞こえるように小声で言った。


    「まだ勝ってねえよ」


    　つれなく答え、ルカは道の先へ目を戻す。このまま帝国軍を打倒したなら、もう王都ラランディアまで一直線だ。立ちはだかるものはなにもない。


    　前ぜん哨しようの騎兵が戻ってきて、声を張り上げる。


    「敵拠点発見!!」「行くぞみんな、叩きつぶせ!!」


    　たちまち歩兵たちが道の両側へ散開し、機械兵はスロットルを一斉にひらく。


    　戦場の匂いが舞い戻る。こちらの六倍近い帝国軍をボカージュからすべて駆逐するまで、この戦いは終わらない。


    　──待っててくれ、ファニア。いま行く。


    　ルカはバウワウを操あやつって戦場を駆ける。この戦いに勝ちさえすれば、会いたかったひとに、また会える。

  


  
    　　　　　　三章　彼方


    



    　王都ラランディアの百万市民たちは、革命の歌を歌っていた。


    『ガルメンディア王家を打倒せよ』『彼らの首を王都へ晒さらせ』『王女ファニアを処刑せよ』『王女の血をギロチン台に吸わせるのだ』『いまこそ革命のとき』『我らが自由を勝ち取るとき』『ルカ・バルカに栄光あれ』『王女ファニアを殺せ、ルカ・バルカ』


    　ほんの五年半前、凱がい旋せん式において、この街の市民たちは第七次テラノーラ戦役を勝利に導いた王女ファニアを讃える歌を歌っていた。それがいまや王家の処刑を望み、新たなる指導者ルカを渇望している。人心とは移ろうものだと聞いてはいたが、それにしても移ろい方が早すぎる。


    　王女ファニア・ガルメンディアは自室の窓から市街地の夜景を見渡しつつ、思う。


    　──明日には、ここへなだれ込んでくる。


    　真っ暗な市街地には、ガス灯とは別の小さな光が絶えずまたたき、移動している。大通りを駆け抜けようとした馬車があると、その光が次々に群れ集まってきて、馬車を止める。なにをしているのかは、だいたいわかる。王都から逃げようとした貴族高官たちを市民が制止し、馬車から引きずり出して暴行を加えているのだ。止めようとする衛兵も見当たらず、暴徒たちはわが物顔で街を闊かつ歩ぽし、馬車を襲い、商店に押し入って商品を勝手に持ち去っている。


    



    　ステファノ歴一七九四年、十一月十六日、ラランディア宮殿──。


    



    　常ならば深夜まで貴族たちの宴うたげがつづき、朝まで明かりの消えることのなかった不夜城ラランディア宮殿は、いまや廃はい墟きよのように静まり返っていた。


    　四日前──。


    　フィデル・ボカージュにおいて、ゲオルグ・パスパロフ子爵率いる帝国軍西方派遣師団一万と、ルカ・バルカ率いるウルキオラ反乱軍一千四百が激突。六倍近い戦力差を跳ね返し、反乱軍は帝国軍に勝利した。


    　この一報はまたたくまに王国全土を駆け巡り、一斉蜂ほう起きした他都市の反乱軍を大いに勇気づけ、国内の四箇所の戦線において彼らと対たい峙じしていた王国軍は腰が引けた。


    　かねてから住民に同情していた王国軍の兵や下士官たちは、この機に乗じて士官たちを問い詰めた。


    「国民を守るための王国軍が、なぜ国民と対峙しているのか」「おれたちは親兄弟を殺すような真ま似ねはしない」「敵はむしろ国民を殺せと命じるガルメンディア王ではないのか」……。軍規は乱れ、軍務のボイコットが相次ぎ、身の危険を感じた士官たちは次々に軍を脱走した。


    　もはや王国軍は軍隊として機能していなかった。兵や下士官は反乱軍に同調して、公然と上官に歯向かった。王国軍総司令官クラウディオ枢すう機き卿けいは徹底抗戦を命じたのち、自みずからは馬車に乗って早々に王国外へ脱出、実質的な指揮権は参謀長マクシミリアノ大将に委ゆだねられた。


    　マクシミリアノの時流を読む目は確かだった。軍人というより政治的人間である彼は革命が為なったあとの自分の立ち位置を最優先に考え、十五日早朝、四軍に分かれていた王国軍へ通達を発した。


    『臣民が無事に王都へ辿たどり着き陛下へ陳情を行えるよう、王国軍は彼らの道中の安全を確保すべし』


    　マクシミリアノの本領発揮とでもいうべき見事な鞍くら替え、見事な言葉遊びレトリツクだった。昨日まで反乱軍を打倒しようとしていた王国軍は、一夜にして反乱軍を臣民と呼び、彼らを護衛して王都を目指し進軍することとあいなった。


    　ロンゴリア、リエラ、ウレド、そしてマエスカス。すべての戦線において反乱軍は王国軍を護衛につけ、革命の歌を歌いながら王都を目指した。


    　もはや王都を守るのは、王女付き近この衛え連隊のみ。その近衛兵もほとんどのものが逃げ散って、残っているのは二百名ほど。とても反乱軍に太た刀ち打ちできる戦力ではない。だが。


    　──なにが起きようと、わたしは逃げない。


    　ファニアは静かに覚悟を決める。


    　ぶざまなことはしたくない。民衆がわたしの死を望むなら、それでもいい。ただ王女に生まれついたものの責任として、この宮殿から逃げない。


    　──わたしは最後まで、王政を守ろう。


    　宮殿に住んでいた数百名の貴族高官たちは、全員が家財道具をまとめて馬車に詰め込み、外国の親戚を頼りに逃亡してしまっていた。賢明なものはフィデル・ボカージュの戦いに帝国軍が負けたと知ったその日に荷物をまとめ、鈍いものはマクシミリアノが裏切ったあとになってようやく逃走を決意した。これはさすがに遅すぎて、いま、夜の巷ちまたで暴徒たちに捕まって家財道具を奪われている。


    　そして昨夜──十五日夜。ガルメンディア王と王妃、その親族もまた富裕商人に変装して六頭立ての馬車に乗り、王都から逃げ出した。


    『いったん、辺境の街に隠れ住む。革命政府は遠からず内部崩壊するであろう。時流が再び王政へ傾いたとき、再び王都へ戻れば良い』


    　実父の言葉を、ファニアは遠く聞いた。


    　そして、一緒に逃げることを断った。


    『賢明とはいえぬな、ファニア。下げ賤せんの民は容よう赦しやを知らない』


    　王の言葉をファニアは静かに受け流し、右足を引き、頭こうべを垂れて別れの言葉を告げた。


    『わたくしには、約束があります』


    　王と王妃は哀れみの目線をひとり娘へ投げよこし、嘆息した。もうこれ以上の言葉は、両者にとって無意味だった。彼らは夜のうちに宮殿から逃げ出し、そのあとの安否は聞こえてこない。


    　いま、ファニアはひとり、最後の王族としてラランディア宮殿に残っている。


    　──愚かさの責任を、取ろう。


    　あのウルキオラ暴動の際、十七歳だったファニアがルカに革命をそそのかしたがゆえ、王国はいま滅ほろびようとしている。そしてファニア自身は、なにもしていない。帝国軍の進駐、反乱軍の一斉蜂ほう起き、フィデル・ボカージュの戦い、王国軍の離反……革命に至るすべての事象はファニアの意志を介在させることなく、他人の手によって遂行された。


    　──わたしは、ただの役立たずだった……。


    　──ジェミニ皇帝との婚約も、王政が崩壊したなら意味を為なさない……。


    　グレイスランドの平和のために、会ったこともない皇帝と婚約した。けれど王政が打倒され革命政権が誕生したなら、ファニアの結婚などなんの意味もない。本来なら来月七日に挙式予定だったが、式場のラランディア大聖堂は当事者も参列者もいないままその日を迎えることだろう。


    　ファニアはガラス鏡のむこうの夜を見つめる。


    　サウスランド大街道を西進するウルキオラ反乱軍は、明日にも王都へ到着するという。


    　五年前、城じよう塞さい都市ウルキオラでルカと交わした約束──。


    『いつかこの国で革命を起こす。きみにもう一度、会うために』


    　彼はあの言葉どおり、幾多の苦難を乗り越えて、約束を果たそうとしている。


    『はい。あなたを待っています、いつまでも』


    　ファニアもまた、その約束を果たさねばならない。もはやなんの実権も持たない、ただの無力な一個人だが。


    　──ここでルカを待とう。


    　──たとえ道の先が断頭台であっても。


    　──無力だったわたしの、せめてもの役目を果たそう。


    　悲しい決意を胸に刻んで、ファニアはひとり、夜明けを待った。


    　明日、ルカは王都に辿たどり着く。あれから五年。短い年月ではなかった。出会ったころは十七歳で、いま、二十二歳になった。ふたりの立場は大きく変わり、ファニアはいまや滅びゆく王国の最後の王族、ルカは反乱軍の統率者。現在のルカはファニアに裁定を下せる実力を持つ。


    　ルカに裁かれるなら、いい。そう思う。


    　──ルカ。わたしの死を以もつて、革命を成じよう就じゆさせなさい。


    　とても静かな気持ちで、ファニアは王都の夜を見つめた。明日、ルカに会える。その事実だけが、ひそかに胸のなかを温かくしていた。


    



    　†††


    



    　十一月十七日、午前八時半。


    　王都ラランディアの城壁が地平線の彼方かなたに見えた瞬間、二万人を超えるウルキオラ反乱軍の群衆から大きな歓声があがった。


    「やった、着いたぞ、あれがラランディアだ！」「おいおい、夢じゃないよな、本当にここまで来ちゃったよ！」「王さまがあそこにいるんだろ？　あたしたちの言うことを聞いてもらおうじゃないか！」


    　二万人のうちの九割九分は、ウルキオラ以外の都市を訪れた経験がなかった。それどころか旅をするのもこれがはじめてというものたちだ。腹をすかせながら、九度もの夜営を経て辿たどり着いた王都を前に、彼らの感激と興奮はひときわ大きなものだった。


    　ルカはその先頭でバウワウにまたがり、彼方のラランディアを見やった。


    　大勢の仲間の犠ぎ牲せいの果て、ようやくここまで辿り着いた。


    　詰めを間違えるわけにはいかない。ルカはもう一度、自分のなすべきことを確認する。


    　──王政を破壊する。


    　それはすなわち。


    　──王侯貴族の特権を、すべて力尽くで剥はぎ取る。


    　新しい憲法を制定して、王侯貴族の権益をすべて見直し、さらに彼らの所有する領地、建物、株式、債券、その他動産をすべて国有化して国民に再分配する。これが完かん遂すいされたなら、王侯貴族は事実上、地上から消滅する。


    　──そのとき、革命が成じよう就じゆする。


    　──死んでいった連中の思いが、報むくわれる。


    　フィデル・ボカージュの戦いにおける反乱軍の死者は百三十六名、重傷者は三百名以上。みな、ルカに付き従って尊い命を差し出し、もしくは手足を失い、肉体に生涯治ることのない傷を負った。


    　──おれは、連中の思いを背負わなきゃ……。


    　ボカージュ戦に勝利を収め、ここへ歩いてくるまでの五日間、ルカはずっとそのことを考えつづけていた。目の前で無残に死んでいった民兵たちが、ルカを信じてここまでずっと付き従ってくれた熟練砲兵たちの死にざまが、潰つぶされることも厭いとわず敵機械兵に取り付き、機体を這はい上がっていく歩兵たちの必死な形相が、ルカの網もう膜まくに焼き付いて、目の前の平原に覆い被さっていた。


    　はじめは、ファニアとの約束があるから革命を志した。いまは、その夢に巻き込んだ大勢のひとたちの思いも背負い込んでいる。投げ出すことはできない。約束と一緒に死んでいったひとたちの思いも背負って、新しい時代を築こう。ルカはそう決意していた。


    　そのとき、傍かたわらのメルヴィルが彼方かなたの空を見やって舌打ちした。


    「またエデン艦隊だ。ほかにやることはないのか」


    　ラランディア繋けい留りゆう塔とうの方面から、エデン飛行艦隊が飛来してくるのが遠く見えた。扁へん平ぺいな影が三つ四つ、ゆっくりと王都を目指して忍び寄ってくる。革命のクライマックスを見物するつもりらしい。


    「一ひと悶もん着ちやくあると思ってんだろ。ヒマなやつらだぜ」


    　ルカは遠とお眼鏡めがねを右目に当てて、ラランディアを観察する。


    　丸く切り取られた視界のなか、城壁の内側から煙がたなびいていた。


    　炊事の煙ではない。ひと筋、ふた筋、十一月の空へ溶け込んでいく濃密な黒煙は、火災によるものだ。城壁のせいで火元は見えないが、複数箇所で火災が起きている様子。


    「誰かが暴れてやがる」


    　ルカは短く告げて、遠眼鏡を外した。メルヴィルも自分の遠眼鏡で黒煙を確認し、


    「……昨夜、マエスカス反乱軍が王都へ入城したと聞く。彼らの仕業かもしれない」


    「もしくは、調子こいた市民か。どっちにしろ急いだほうが良さそうだ、出しゆつ立たつしよう」


    　促うながして、ルカは周辺の伝令騎兵を振り返る。


    「王都に入っても略奪は許さない。やったものは厳罰に処す。革命を貶おとしめる行為をおれは絶対に許さない。いかなる状況にあろうと規律正しく行動するんだ、みなにそう伝えろ」


    　騎兵たちは頷うなずくと、全長四キロメートルに及ぶ二万人の縦隊の隅々へルカの言葉を運んでいった。


    　いまさらこんなことを通達したって、焼け石に水だとはわかっている。いまごろきっと王都内は、もともとの住民と、なだれ込んだマエスカス勢によって騒乱のただなかにある。略奪の伴わない戦争なんて夢物語、命を懸かけて戦って勝った兵士たちに「なにも奪うな」などと命令するほうがそもそも無粋だ。


    　だがせめてルカの配下だけでも、そうした蛮行とは無縁でいて欲しかった。暴力を以もつて家屋に押し入り財産を持ち去る行為は「弱いものが踏まれない社会を築く」という革命の理念から遠く隔たった行為だ。反乱軍がそれをやってしまったなら、革命が成じよう就じゆしたあと、必ずややこしいことになる。


    　鼓笛隊が演奏をはじめ、ウルキオラ反乱軍は高らかに革命の歌を歌いながら出立した。王都の城門はすでに開け放たれ、戦うことなく入城できる状態にある。いまだ城壁内には王女付き近この衛え連隊が居残っているはずだが、抵抗する様子はない。連隊長イシドロ伯はもはや王女を守る使命を投げ捨て、遁とん走そうしてしまっているのかもしれない。もしそうだとしたら、王都内に王女ファニアを守るものは誰もいない。


    　──無事でいてくれ、ファニア。


    　祈りながらルカは、自みずからが縦隊の先頭に立った。


    　王都で活動しているファビアン・クラブの面々はどうしているだろうか。カミーユあたりが指導的な役割を担い、群衆をうまく統率してくれているといいのだが……。


    



    　城門の内部は案の定、混こん沌とんのさなかにあった。


    　ルカを歓呼で迎え入れる市民もいなければ、立ちふさがる近この衛え連隊も王都守備隊もいなかった。なにものにも邪魔されることなく東門をくぐり抜け、荒れ果てた街路へ出る。


    「…………！」


    　銀灰色のとばりが街全体に覆い被さっていた。この時期は民家が石炭ストーブを焚たきはじめるから王都の景色はいつもくすんでいるのだが、今日はさらにいがいがした匂いが鼻の粘膜を刺激する。


    　あちこちで馬車や荷車が倒され、家財道具とおぼしい、破片や木片や衣類の切れ端が路上に散乱していた。黒ずんだ血痕も馬車の周辺に見受けられ、牽けん引いん具を外された馬がやるせなさそうに路肩に立っていた。


    　道路沿いの建物も、窓ガラスが割れ、引き倒された看板が泥にまみれていた。割れたショーウインドーから黒煙を噴き上げている商店もあり、焼け出された住民たちが路上にうずくまって泣いていた。


    　それほど豊かではないこの街区でもこの状況なら、シティはどういうことになっているだろう。そしてラランディア宮殿は。イヤな予感に囚とらわれながら、ルカは宮殿を目指してバウワウの足を進めた。


    　進むほど、混沌は深まっていった。


    　貧しい身なりの人間たちが路上にたむろし、略奪品とおぼしい酒をあおり、高価そうな布地や食器や絨じゆう毯たんを路上にそのまま積み上げて、下品な笑い声をあげていた。別の露地の一角では、汚い毛布をはおった父母と子どもふたりが路上にへたれこみ、途方に暮れた顔でルカたちを眺めていた。顔立ちやふくよかな体格からすると、おそらくは王都から逃げようとした貴族か、富裕層の家族だろう。四人とも半裸で、髪は乱れ、顔は血と泥に汚れていた。


    　反乱軍が通りかかると、道沿いの建物から突然、大勢の女、子どもが走りでてきて助けを求めてきた。彼らの話では、昨夜から街で貧民たちが暴れていて、取り締まる警察も衛兵もいないとのこと。王都ラランディアには「メガロダウン」と呼ばれるグレイスランド最大級のスラム街があり、そこに住まう二十万人以上の貧民たちが略奪と暴行にいそしんでいるらしい。


    　スラム街で生まれ育ったルカは、貧民たちのすさんだ内面をよく知っている。王侯貴族が力を失い、不法を取り締まるものがいなくなったいま、貧民たちは溜まりに溜まった鬱うつ憤ぷんを街路へぶちまけている。踏まれつづけてきたものたちが、今度は踏む側へ回り、民家に押し入って家財道具を奪ったり、馬車で逃げようとする貴族たちを取り囲み、身ぐるみ剥はいで路上へ放り出している。


    　こうなることは予想していた。時代の変わり目には必ずこうした混乱がつきまとう。だが実際にこの惨状を目まの当たりにすると、心が凍える。


    　──とても制御できない。


    　二十万人の貧民の負の情念が、いまこの暴力となって王都の隅々へ行き渡り、既存のものを破壊しようとしている。王侯貴族の横暴から市民たちを救うための革命であるはずなのに、いま眼前にあるのは、解き放たれた貧民の脅威から逃げ惑う市民たちの泣きっ面つらだ。


    　と、道の先から馬に乗った一団が現れ、大急ぎでルカのもとへ駆け込んできた。


    　先頭の貧相な男に見覚えがあった。キュウリに似た痩やせ顔に眼鏡めがねをかけたあの小男は。


    「カミーユ！　よく来てくれた！」


    　ルカは快かい哉さいでファビアン・クラブの盟友を迎え入れた。カミーユはルカの目の前で馬を下りると、手短に挨あい拶さつしてから王都の状況を説明する。


    「マエスカス反乱軍の一部が略奪をはじめまして……！　王国軍は取り締まるどころか、自みずから略奪に加わるものも出る始末。これを見た貧民たちがメガロダウンからあふれ出てきて、もう収拾のつかない有様です！」


    「ガルメンディア王はなにをしている？　宮殿も略奪されたのか？」


    「王の消息は不明です！　王女付き近この衛え連隊の一部が宮殿の防衛に当たっており、現在、マエスカス反乱軍と睨にらみ合っているところです！」


    　カミーユの話では、王女付き近衛連隊長イシドロ伯は早々に王都から逃げ出しており、これを受けて連隊の士官たちも大半が軍務を放棄し逃げ散ったとのこと。ただ王女ファニアを慕う二百名ほどの兵がラランディア宮殿を守っており、暴徒の突入を許していないらしい。勇気ある近衛兵を統率するのはウーゴ男爵、ルカもよく知っている誠実な貴族だ。


    「マエスカス反乱軍は王女を殺せと息巻いています！　このままでは遠からず、彼らは宮殿内に突入し、王族を拘こう束そくするでしょう。そうなったらマエスカス勢が革命の主導権を握ってしまうことに……！」


    「……ファニアは宮殿にいるのか？」


    「王女付き近衛連隊が宮殿を離れないということは、王女がまだそのなかに残っているということです！」


    　ぐっ、とルカは熱い息を呑のみ込んだ。


    　ファニアの性格からして、宮殿から逃げ出すとは思えない。


    　それに、もしかすると。


    　──おれを待っているのか、ファニア？


    　五年前、口づけのあとに交わした約束の言葉が、ルカの耳の奥に舞い戻った。


    『はい。あなたを待っています、いつまでも』


    　胸の奥が焼け焦げた。ルカは傍かたわらのメルヴィルに告げた。


    「……おれは先に宮殿に行く。みんなを連れてあとから来てくれ」


    　メルヴィルは肩をすくめて、冗談めかした。


    「お姫さまを助けに？」


    　ルカは口元だけで笑う。


    「そうだ。そのままおれ、戻らないかも」


    　冗談に冗談を返すと、メルヴィルは真顔になって、


    「それはなにより。きみも王女も不器用すぎる。少しは自分の想いに正直になれ」


    　ルカは一瞬、きょとんとしてメルヴィルを見た。女嫌いのこの男にしては、意外な言葉に思えた。不似合いな言葉はさらにつづいた。


    「愛した女性のためなら、余計なものなど投げ捨てるべきだ。きみが後悔しないために」


    「……どうした？　なんかおかしなもん食ったのか？」


    「いたって平静だよ。いいから早く行け。王女はきみを待っている。奪い取って、逃げろ。二度と戻ってくるな」


    　ルカは肩をすくめ、バウワウの手た綱づなを握りなおした。


    「……戻るよ。……いまさら逃げるわけねーだろ」


    　真顔でメルヴィルにそう告げて、鐙あぶみを蹴けった。カミーユが慌てて、ルカのうしろにつづく。


    　バウワウを襲しゆう歩ほで走らせながら、ルカは街路の先を睨にらみつけた。


    　待っててくれ、ファニア。いま助けに行く……！


    



    　市街地を見下ろす高台のふもとに、ラランディア宮殿の表門があった。


    　午後の日差しが照らし出す下、雑多な武器を手に、着の身着のままの市民たちが数千人ほど表門の前に蝟い集しゆうして気炎を上げていた。昨夜、一足先に王都へ入ったマエスカスの住民たちだ。王都に最も近く、道すがら略奪にいそしんできた彼らは意気軒けん昂こうであり、次はいよいよ宮殿内へ突入して宝物を漁あさろうと、歌声を高くしていた。


    『ガルメンディア王家を打倒せよ』『彼らの首を王都へ晒さらせ』『王女ファニアを処刑せよ』『王女の血をギロチン台に吸わせるのだ』『いまこそ革命のとき』『我らが自由を勝ち取るとき』『ルカ・バルカに栄光あれ』『王女ファニアを殺せ、ルカ・バルカ』


    　野蛮な歌を聴きながら、ルカはゆっくりと彼らの狭はざ間まを縫ぬっていく。


    　歌詞に聞き覚えはないが、メロディに聞き覚えがあった。


    　王都を旅立つ直前、ルカがピアノ教師ラウラに作詞作曲を頼んでいた、みんなが盛り上がることのできる革命の歌だった。


    　確かに依頼どおり、みんなが盛り上がることはできている様子だが。


    「なんだこの歌詞……」


    　呆ぼう然ぜんとしたルカの問いかけに、カミーユが応える。


    「パブでみなにアイディアを募つのった結果、最終的にこういうかたちに……」


    　ルカは口を半開きにして、自分を讃える歌を聴く。なぜだか民衆は、ルカ・バルカがファニア・ガルメンディアを殺すことを望んでいるらしい。


    「なんでそうなる？」


    「大衆受けの良いビラや風刺画をばらまいた結果、我々も予期せぬ方向に世論が醸じよう成せいされたらしく……」


    　なんだかよくわからないことになっているが、世論操作が難しいことも事実だ。いまは細かいことは気にせずに、宮殿へ入ることを考えよう。


    「おう、ルカさまだ！　みんな、ルカさまが来てくれたぞ！」「道をあけろ！　英雄のお出ましだ、みんな、道をあけるんだ！」


    　マエスカスのひとびとは盛大な拍手と指笛でルカを迎えた。フィデル・ボカージュの戦いで帝国軍を打ち破ったために、ルカの名声はますますいっそう庶民の間に鳴り響いていた。ルカは群衆へ声を張り上げる。


    「トニーニョはいるか？　大事な話がある、トニーニョとふたりだけで話がしたい！」


    　マエスカスの有力者、遠隔地商人トニーニョ・ガスコフの名前を呼ぶと、ひとびとはすぐに当人のところへルカを誘いざなった。


    　温厚で恰かつ幅ぷくが良く、野心にあふれて陰謀好きなトニーニョは大喜びでルカを迎え、ほかの人間たちを周囲から追い払った。


    　群衆から離れた木陰でふたりきりになり、ルカは小声で用件を伝える。


    「宮殿にはウルキオラ勢が最初に入る。お前たちは遠慮してくれ。マエスカス勢が宮殿を滅茶苦茶にすると、あとが困る」


    　勝手な希望を切り出すと、トニーニョの目が木漏れ日を妖しく弾はじく。


    「見返りは？」


    「国民議会の議長席。イサク街道の通行税の徴収権」


    「……よろしい。ただ、わたしにも連中は御せませんでな。事実、王都に入った途端、連れてきた住民の半分は略奪に走ってしまいました。いまここにいる連中も、自由のための戦いだとか息巻いていますが、単に宮殿の略奪が目当てなだけで。ウルキオラ勢だけが宮殿に入るとなると、一部の連中が暴発してしまうやも」


    「必死で抑えてくれ。これからおれが近この衛え連隊の隊長と話をする。殺気立った連中が邪魔しないよう、手た綱づな握っててくれ」


    「……構いませんが……身の危険が大きすぎるのでは？　近衛連隊にとってあなたは憎んでもあまりある仇きゆう敵てきでしょうに」


    「隊長のこと知ってんだよ。大丈夫。うまく収めるから、あんたは自分の手下が暴発しないよう見張っててくれればいい」


    　トニーニョの了承を取り付け、ルカは表門を注視する。


    　逆さか棘とげのついた鉄柵が道幅いっぱいに張り巡らされ、柵のむこう、積み上がった土塁からは野戦砲八門の砲口と、カスコート銃の銃口が五十ほどこちらを指向していた。最後まで王女ファニアを守ろうとする近この衛え連隊の精兵たちだ。マエスカス勢が鉄柵を引き倒して突入してきたなら、まず屑くず鉄てつ弾を浴びせ、そののちカスコート銃で斉せい射しやするつもりだろう。


    　──小細工すれば警戒される。


    　ルカは懐中時計を確認した。午後二時三十分。これ以上時間を浪費すれば他都市の反乱軍も王都へ到着し、宮殿の奪い合いがはじまる。


    　──おれが決着をつける。


    　決心し、背後に控えていたカミーユに頼んだ。


    「おれひとりで行く。おれが戻らなかったら、あとのことは頼む」


    　カミーユは息を呑のみ、眼鏡めがねの奥の眼まな差ざしを厳しくする。


    「ひとりで!?　危険が大きすぎます！」


    「ファニアはひとりでおれを待ってんだ。だったらおれもひとりで行かないと」


    　カミーユは口をあんぐりとあけたまま、両手で頭を抱えた。生き真ま面じ目めすぎるこの弁護士にはルカの言葉が理解できない。


    　ルカは笑みをたたえ、手た綱づなを叩いた。


    　バウワウはゆっくりと鉄柵の前へ歩み寄る。


    　カスコート銃の銃口が一斉にルカを照しよう準じゆんする。近衛兵のぎらついた眼差しが降り注ぐ前で、ルカは声を張り上げた。


    「ウーゴ男爵はいるか!?　ルカ・バルカが話しあいに来た、男爵に取り次いでくれ！」


    　砲兵たちが互いに緊張した顔を見合わせる。両者の間に静寂が立ちこめ、風だけが流れすぎる。


    　ほどなく──近衛連隊将校服に身を包んだウーゴ男爵が土塁のむこうから現れ、鉄柵の前へ歩み寄ってきた。


    　鉄柵を挟んでふたりは向かい合う。先に口をひらいたのは男爵だった。


    「ひとりで敵陣に乗り込むのはこれが二度目ですね、ルカ・バルカ」


    　ルカはにやりと笑って応える。ウルキオラ暴動の際、ルカはファニアの求めに応じてただひとり、王国軍司令部へ交渉のために赴おもむいた。ファニアとの話しあいののち、ウルキオラ住民を武装解除するために一緒に働いたのが、このウーゴ男爵だった。


    「王女を守ってまだがんばってるバカな貴族がいるって聞いてさ。そのバカなら、話も通じるだろうと思って」


    「…………無謀なひとだ。貴殿は革命の主導者でしょうに。わたしが貴殿を人質に取ればどうなるとお思いです」


    　表情を変えずにそう言って、ウーゴ男爵は鉄柵の門もん扉ぴをわずかにあけさせた。


    「それでも構わないと仰おつしやるならどうぞ。煮るなり焼くなり、あなたを好きにできる」


    「おうよ。好きにしてくれ。でも煮たり焼いたりはファニアに会ってからでいいかな。ふたりで会う約束してるもんで」


    　ウーゴは気に入らなそうに口元を歪ゆがめる。ルカはバウワウに乗ったまま鉄柵をくぐり抜け、宮殿内へ入った。背後で再び、鉄柵の門が閉じられる。ルカがひとりで通り抜けたことで、マエスカス勢の間からどよめきがあがった。


    　ウーゴは軽騎兵を呼び、伝令を頼んだ。


    「殿下に、ルカ将軍が単身、話しあいに来たと伝えよ」


    「……はっ」


    　軽騎兵は手た綱づなを叩き、宮殿を目指して広大な庭を駆けていった。


    　ルカは宮殿内を見渡す。広々とした緑の芝生に、手入れの行き届いた並木道、あちこちにそびえ立つ白亜の建物、アケロン川から引き込んだ水の流れ。そしてすべてを見下ろすように、小高い丘の上にそびえ立つ豪壮な宮殿。あそこにファニアがいる。


    「ご案内します」


    　うん、とルカは頷うなずく。


    「ファニアは怒ってるかな」


    　気になっていたことを尋ねてみる。


    「わたしに聞かれましても」


    　愛馬と愛獣を連ねて広い庭園を歩みながら、もう一度、尋ねる。


    「ファニアは……おれのことどう思ってんだろ」


    　ウーゴはしばらく黙って、それから、わずかに怒りを孕はらんだ目線を持ち上げた。


    「……自覚していないのですか？」


    「え？」


    「………………」


    　むすっ、とウーゴは黙り込んで、返事してくれなかった。気まずい沈黙のうちにふたりは坂道を登りつめ、宮殿の門前へ辿たどり着いた。


    　ひとけが全くなかった。廷臣たちも使用人も庭師も、きれいに逃げ散ってしまったらしい。近この衛え兵のひとりにバウワウの手綱を託し、ルカは鞍くらから降りて宮殿内へ足を踏み入れた。


    　滅ほろびゆく宮廷の寂しさが、館内をゆくルカに沁しみた。


    　かつては着飾った幾百の廷臣が行き交い、昼夜を問わず華やかな宴うたげに明け暮れ、笑い声が絶えることのなかったであろう「水晶の間」もまた、豪壮な絵画や華美な調度品が居心地悪そうに光り輝く、ただ長大なだけのがらんどうだった。


    「住民がここに入ってきたら、略奪されまくりだな」


    　ここの銀燭しよく台だいのひとつでも持ち帰れば、貧民だろうが一財産が築ける。


    「これでもほとんどの調度品が持ち去られたあとなのです。ここにあるのは荷馬車に押し込めることができなかった残り物にすぎません」


    　ウーゴの返答に、ルカはため息を返す。ルカの目に宝物庫に見えたものが、王侯貴族にとっては見切り品の物置とは。


    「みんなが怒るのも無理ないよ。いくらなんでも不公平すぎる」


    「……王は強大である必要があるのです。あなたがたも人心を統治する難しさをこののち思い知るでしょう」


    　うん……とルカは重く返事する。すでに反乱軍は制御できておらず、略奪もはじまってしまった。略奪された市民たちはこののち、怨えん嗟さの眼まな差ざしを革命政府にむけるだろう。


    　ルカは長い階段をあがって三階に辿たどり着き、控えの間に通された。


    「……こちらでお待ちを」


    　ファニアは身支度の最中らしい。まだ宮殿に残っている献身的な侍じ女じよがルカに紅茶を運んできた。ソファーに腰を沈め、ルカはティーカップを手に取る。


    　侍女が部屋を出ると、広い部屋にひとり残された。


    　深い沈黙が戻ってきた。日はずいぶん傾いていた。鳥の声が遠く聞こえた。時代の転換点であろうこの場所は、あまりに静かで寂しかった。


    「お待たせしました。こちらへどうぞ」


    　一時間以上待たされてから、ウーゴ男爵に呼ばれた。ルカはソファーから腰を上げ、控えの間を出た。


    　長い廊下を、ウーゴの背について歩き抜ける。


    　おもむろに、ルカに背をむけたままウーゴが言った。


    「……先刻の質問にお答えしましょう」


    「……………………」


    「殿下は五年間、あなたを待っておられました」


    「……………………」


    「あなたとの約束があるから、今日まで逃げずにここに残られたのです」


    　それだけ告げて、ウーゴは再び黙って歩を進めた。


    「……そっか」


    　ルカは窓の外を見た。日差しはずいぶん傾いて、窓枠に切り取られた光が絨じゆう毯たんに長く伸びていた。


    「ありがと」


    　礼を述べると、ウーゴはおもむろに歩を止め、横顔だけをこちらへむけた。


    「……独り言を呟つぶやいても？」


    「……？」


    「……王も王妃もクラウディオ枢すう機き卿けいも、すでに王都を脱出した。殿下は最後の王族として宮殿に残っておられる。殿下はもしかすると、ルカに革命をそそのかしたがゆえ国家がこの状況に陥おちいった、その責任を自みずからの命で償うおつもりではないか」


    「………………」


    「殿下はあまりに真ま面じ目めで不器用に過ぎる。いっそ……最愛のものが力尽くで彼女をここから連れ去り、ふたりで逃げてしまっても良いのではないか」


    　ウーゴはルカを見ずに、あくまで窓の外を見ながらそう言った。


    「それが殿下の……いや、ファニア・ガルメンディアというひとりの女性が幸せになるための、唯ゆい一いつの方法ではないか。もしも想い人がそうするなら、わたしは邪魔立てせず、ふたりの逃避行を黙って見送ることにしよう……」


    　ルカは言葉を挟まず、ウーゴの独り言を聞いていた。


    　子どものころから、ルカは貴族が大嫌いだ。民を踏みつけにして、自分だけ贅ぜい沢たくして、傲ごう慢まんで偉そうで爵位を持たないものは人間だと思っていない。そんな連中はひとり残らずいなくなれば良いと思っていた。でも。


    「立派な貴族もいる、って、あんたに会って思えたよ。勇敢で誠実で思いやりがあって……あんたみたいな貴族がもっと大勢いたら、こんなことにならなかったかも」


    　ウーゴは口元に皺しわを溜ためた。


    「……独り言です。聞き流してください。……こちらです」


    　長い廊下の真ん中あたり、蔓つる草くさの浮き彫りが意匠された白い扉の前でウーゴは足を止めた。


    　このなかに、ファニアがいる。


    　ウーゴがドアをノックし、告げた。


    「……殿下。ルカ将軍をお連れしました」


    　部屋のなかから、懐かしい声が届く。


    「どうぞ」


    　その短い言葉を聞いただけで、ルカの心臓が跳ねる。


    　とうとうここまで来た。この五年間、地獄の戦場を駆け抜け、サロンで慣れない熱弁をふるい、幾多の戦友の死をかいくぐりながら、反乱軍の統率者にまでのし上がってこの場所を目指して突き進んできた。


    　なにもかも、このときのためだ。


    　ウーゴが真剣な眼まな差ざしをルカに投げる。その目は「殿下を頼む」と無音の言葉を発している。ルカは頷うなずきを返し、胸を張り、意を決して室内へ足を踏み入れた。


    



    　天井に届くほど高いガラス窓が居並んで、そのむこうにラランディア市街地の眺望が広がっていた。


    　空はいつの間にか薄桃色に染まっていた。紅がかった日差しが大理石の床に溜まって、空間そのものが朱色に色づいていた。


    　ファニア・ガルメンディアは真っ青なガルメンディア王国軍の将校服に身を包み、直立したままでルカを迎えた。


    　表情には、なんの感情も浮かんでいなかった。ただ葡ぶ萄どう色の瞳にルカを映し、歓迎の言葉もなく、無言でルカを見つめていた。


    　昔よりずっときれいになった。


    　ルカはそんなことを思った。ルカと同じように、ファニアにも五年という時間が流れ、外貌に変化を促うながしていた。


    　室内なのに風になびいているように、下ろした長い髪は白銀から薄紫へ彩りを変えていた。凛りんと背を伸ばし、長くすらりとした足をぴたりとそろえて、生まれ持った威厳と気高さがおぼろな燐りん気きになって輪りん郭かくから立ち上っていた。


    　ルカは礼儀や作法に頓とん着ちやくしなかった。そんなものはもはや意味を為なさない。だからへらりと笑って、ぴんと張り詰めた雰囲気を無視し、ざっくばらんに挨あい拶さつした。


    「久しぶりです、殿下。やっとここまで来ました」


    　突っ立ったまま、そう言う。ファニアの能面に変化はない。


    「約束、果たしました。褒ほめてくれないんすか？」


    　へらへらしながら、ことさらなにげないふうを装ってそう問うた。ひとめ見ただけでファニアがぎりぎりの状態にいることがわかっていた。


    　まるで王国の滅亡に殉じようとするかのような軍服すがた。いまのファニアは追い詰められている。無理もない、王国中が王政に反旗を翻ひるがえし、父王も王妃もさっさと逃げて、国に残った王族はファニアだけ。先ほどウーゴ男爵が言ったように「王政と共に死ぬ」とか「民衆の裁きに我が身を委ゆだねる」とか言い出しかねない雰囲気だ。


    　──おれはここに、ファニアを助けに来たんだ。


    　身分の檻おりからファニアを解放する、ルカはただそれだけ考える。


    　ややあってようやく、感情を抑えた、きりりとした言葉がファニアから届いた。


    「その振る舞いはなんです、ルカ・バルカ。とても王侯に対するものとは思えません」


    　いまだ気高くて、凛とした声。


    「跪ひざまずきなさい。話はそれからです」


    　一切の感情をにじませない、神の代理人としての口上だった。まるで自分からあえてルカの反感を買おうとするような、居い丈たけ高だかな言葉。


    　ファニアは死ぬつもりだ。張り詰めた弦にも似たファニアの表情と言動から、ルカはそれを確信する。


    　ルカは突っ立ったまま、ことさらなにげないふうを装って肩をすくめる。


    「いやです。おれはこれからそういう面倒くさいの、なくしていくつもりなんで」


    「……………………」


    　ファニアの眼光が厳しくなり、ルカに突き立つ。王侯の威厳を物質化したような透徹した眼まな差ざし。ルカはしかし、従わない。


    「殿下、約束守ってください。おれが革命起こしたら、ヴィヴィ・レインのこと教えてくれるって言いましたよね」


    「……………………」


    「ここに来るまで、おれなりにいろいろとヴィヴィのこと調査したんです。それで……おれの推理を聞いて欲しいんですけど、時間いいですか？」


    「……………………」


    「おれは、殿下がヴィヴィ・レインじゃないかと思ってます」


    　いきなりそう切り出すと、ファニアは胸に右手を当て、上目遣いにこちらを睨にらんだ。その右手には、いつものように手袋が嵌はまっている。


    　ドル・ドラム戦役のとき、不思議な白フクロウに「お前はすでにヴィヴィ・レインに会っている」と告げられて以来、折に触れ、ルカはこれまでに出会った人物の不可解な言葉や行動について検証の光を当てるようになった。


    　その結果、最も怪しいと感じたのはファニアの言動だった。


    「根拠は……昔、殿下と一緒にヴェガに乗って、ミカエルを目撃したときです。ミカエルが暴れてるのを見た殿下は、『いったい誰が』って言いましたよね」


    　五年半ほど前、第七次テラノーラ戦役において、聖都カルロビバリに進駐したとき。


    　エデン飛行艦隊から解き放たれた上級三隊フアーストランク第一階級「熾天使セラフイム級」機械兵ミカエルは、すさまじい戦闘力をふるってたった一機で聖都にいた王国軍を壊かい滅めつに追い込んだ。その生体じみた破壊のありようを目撃したファニアは、第一声で「いったい誰が」と言ったのだ。改めて一連の出来事を振り返ると、ルカにはそれが最も引っかかった。


    「あんなのが暴れてるのを見たら『なんだあのバケモノは』とかが普通じゃないですか？　なのに殿下は『いったい誰が』って言ってた……。あのときは意味がわからなかったけど、そのあとアステルに、ヴィヴィ・レインはミカエルの専属操縦士だ、って話聞いて、ふと思い至ったんです。『いったい誰が』の前と後に省略されていた言葉がなんなのか」


    「……………………」


    「自分以外のいったい誰がミカエルを操縦しているのか。殿下はあのときそう問いたかったんじゃないですか？　自分にしか操縦できないミカエルにいったい誰が乗っているのか、って」


    　ファニアはなにも答えず、ただじぃっとルカを見つめている。


    　ちなみに言動が怪しい、といえばミズキも一緒だ。いくらなんでも機械兵に詳しすぎるし、その昔、翼竜バスシバを知っていることについてごまかした。


    　ミズキの過去に不思議なものがあることは間違いない。しかしシルフィ曰いわく、ヴィヴィ・レインは右手の甲に「八端十字」、いわゆる「熾天使セラフイムの紋章」がある、とのこと。ミズキの右手にはそんなものはない。一方、ファニアはいつも両手を手袋で隠している。あのふたりきりの敵中突破の際、突然の豪雨にさらされて洞どう窟くつに逃げ込んだときも、彼女は一晩中、手袋を外そうとしなかった。


    　もしかしたらファニアの右手袋のむこうにあるのは、熾天使の紋章ではないのか。


    　それを確かめるために。


    「右の手袋、外してもらえません？」


    　不ふ遜そんな態度でそう頼むと、ファニアの表情にようやく、憤りのようなものが差した。


    　冷たい言葉が投げ返される。


    「王侯貴族に対して『手袋を外せ』と頼む意味をご存じですか？　裸になれ、と言っているのと同じですよ」


    「………たかが手袋です。手の甲は裸じゃない」


    「人前で服を脱げと？　非礼を通り越して侮ぶ辱じよくです、言葉を撤回しなさい」


    　ルカは肩をすくめて、手のひらを天井へむけ、困り顔をこしらえる。


    「なんにもおれの頼みきいてくれないんすか？　おれ、なんにもメリットないじゃないですか。五年間、殿下のいうこと聞いてがんばってきたのに、褒ほめられるどころかけなされるし。ヴィヴィのことも教えてもらえないし。いくらなんでも扱い酷ひどすぎるでしょ」


    「……………………」


    「そんなだからみんな王政に不満もって、こんなことになるわけです。殿下のいう通り一生懸命がんばってきたんだから。手袋外すくらいしてくれたっていいじゃないですか、約束のひとつくらい守ってくださいよ」


    　不満を表情いっぱいに表すと、ファニアはますます視線をきつくし、一度うつむいて、長い息を吐き出してから顔を上げた。


    「……本意ではありませんが……ヴィヴィのことを教えると約束しましたから……。あなたの努力に免じ……お見せしましょう」


    　ファニアは震える左手で、右手の手袋の指先のあたりをつまんだ。


    　ルカは息を呑のみ、白絹の手袋が引っ張られていくのを見る。


    　手首が露あらわになり、衣きぬ擦ずれの音と共に、右手の手袋はするりと抜けた。


    「…………っ!!」


    　ファニアは恥ずかしそうに頬ほおを赤らめ、生のままの右手をルカに示して持ち上げる。


    



    　剥むき出しの右手の甲には熾天使セラフイムの紋章が──ない。


    



    　ルカは奥歯を噛かみしめた。


    　どこにいるんだよ、ヴィヴィ・レイン。


    　ファニアは手袋をはめ直し、説明の言葉を紡つむぐ。


    「一七八一年、五月……。いまから十三年ほど前。ダス・フロレス平原に、エデンの輸送船が墜落しました。エデン特区から要請を受け、王は積み荷を回収するため王国軍を墜落地に派遣します。その救い出された乗客のなかに……ヴィヴィ・レインはいました」


    　ルカは黙ってファニアの話を聞く。エデン輸送船が墜落した話は以前、ミズキとアステルと三人旅をしていたとき、港町ロンゴリアの青年に聞いた。彼の話によればエデンと王国が共同作業で積み荷を回収し、いずこへか持ち去ったらしいのだが、ヴィヴィがそこにいたというのは初耳だ。


    「興味本位で王について現場へ行ったわたしは、野戦病院に運び込まれたヴィヴィと出会い、同い年の彼女と仲良くなりました。当時わたしは九歳、それほど多く会話したわけではありませんが、ヴィヴィがミカエルの操縦士であること、ジュデッカから連れ去られたこと、大切な双子の妹がいることを本人から聞きました……」


    「……………………」


    「ヴィヴィが収容されたのは一日足らずで、すぐにエデン特区の飛行艦艇に収容されて飛び立ちました。ときが流れ、わたしが十五歳のとき、ラランディア宮殿の舞踏会でエデン特区の大貴族と謁えつ見けんした際に、ヴィヴィの消息を尋ねました。……ヴィヴィはミカエルの起動実験において事故に遭い、植物状態に陥おちいったと知らされました。……わたしがあのとき『いったい誰が』と呟つぶやいたのは、ヴィヴィ以外に誰がミカエルを操縦しているのかがわからなかったためです」


    　ヴィヴィ・レインは植物状態にある。その事実をルカは頭ず蓋がいに刻んだ。そして気になったことをファニアに尋ねる。


    「ヴィヴィ・レインの外見は？　髪の色とか、肌の色とか、目鼻立ちとか……」


    　はい、とファニアは頷うなずいて、はっきりと言った。


    



    「アステルに瓜うり二つです」


    



    　ずん、とルカの奥底になにかが響いた。


    　絡み合い、こんがらがっていた糸が、そのひとことで一気に解きほぐれたような。


    「……アステルがヴィヴィ・レイン？　だけどあいつ、ミカエルから『ヴィヴィ・レインをつれてこい』って吐き出されたとか……」


    「……アステルにはじめて会った際、ヴィヴィとは似ているけれど違う人物であることはわかりました。わたしの知るヴィヴィは幼いながら真ま面じ目めで聡そう明めいで……アステルのような自由奔放な性格ではありません。ただ、ヴィヴィ本人はジュデッカの出身だそうです。失われた魔法、人智を超えた技が彼かの地には存在するとか……。わたしたちの知らない技が、アステルに働いているとしたら……」


    　ルカは考え込む。アステルにはじめて会った際、あまりにもシルフィにそっくりで驚いた。そしてヴィヴィもまたアステルにそっくりで、さらに双子の妹がいたという。


    　シルフィ、アステル、ヴィヴィ。


    　見た目が同じ三人の少女。


    　ルカはシルフィにはじめて出会った夜のことを思い出す。地上に落ちてきたとき、シルフィは意識を失いながら「ヴィヴィ、待って」と呟つぶやいた。あのとき、炎上しながら去っていく輸送船には双子の姉、ヴィヴィが乗っていたのだろう。


    　ファニアの話を受け、これまで調査した内容を踏まえて、一連の出来事を整理する。


    　およそ十三年前、ジュデッカに生まれたシルフィとヴィヴィは、なんらかの理由でエデン飛行艦隊によって誘拐され、エデンへ連れ去られようとした。それに怒った翼竜の群れがエデン輸送船を襲い、ルカは輸送船から落ちてきたシルフィと出会い、ファニアはダス・フロレス平原に墜落したヴィヴィと出会った。シルフィは事故の三年後に路上で凍死して、エデンに連れていかれたヴィヴィは少なくとも墜落から六年以内にミカエルの起動実験に失敗、植物状態となった。ここまでは間違いあるまい。


    　──それで、アステルまでヴィヴィにそっくりって……どういうことだ？


    　わかりそうでわからない。解きほぐされようとした糸に、また別の糸が絡まりついたような。もどかしい思いを持てあましていると、ファニアは態度に厳粛さを取り戻し、


    「……満足しましたか？　約束は果たしました。さあ、次はあなたが責任を果たす番です」


    　挑むように、ルカを見み据すえてくる。


    「わたしを捕らえ、裁判にかけなさい。わたしはガルメンディア王家の誇りに懸かけ、あなたがたに君臨する正当性を公式の場で主張しましょう」


    　張り詰めたファニアの言葉の奥に、死を覚悟した響きがあった。


    　ルカはひとつ、息を吸って、吐いた。


    　ファニアは死なせない。彼女を救うためにここに来たんだ。


    　そして真ま面じ目めな顔を持ち上げる。


    「裁判なんかにかかったら、確実に殺されますよ。王さまと貴族に踏まれてきた人間の恨みは半端じゃないんで」


    「民がわたしの死を望むなら本望です。この身の破滅を以もつて新たな時代の到来を告げることがわたしの役目なら、喜んで断頭台にものぼりましょう」


    　ルカは眼まな差ざしをきつくして、ファニアに突き立てる。ファニアは静かな佇たたずまいでルカの目線を正面から受け止める。王女の言葉がつづく。


    「あなたが革命の統率者としての役割を果たしたように、わたしも最後の王族として役目を全うしなければ。政治的な役割をなにも果たせなかったわたしですが、せめてこの命を用いて、おのれの役割を果たしたいと考えます」


    　ふたりは黙って視線を交わす。ルカの胸のうちが焦げる。やはりファニアは自分が王政の中心に立ってルカたち反乱軍を迎え撃つことができなかったことを悔やんでいる。だから自みずからの命を使って革命の終止符を打とうとしている。


    　そんな役目は悲しすぎる。このかわいそうなひとを助けたい。そのためには。


    　先ほどのウーゴの独り言が、ルカの脳裏に反響する。


    　──言葉では助けられない。


    　──行動しかない。


    　紅の双そう眸ぼうが、ぎらりとたぎる。ルカは一歩、歩を進める。


    「……なんです。……まだ近づいて良いとは言っておりません。……下がりなさい」


    「いやだね」


    　ルカはもう一歩、ファニアに近づく。


    　ファニアは睫まつ毛げを翳かげらせて、一歩、うしろへ退く。


    「下がれ、と言っています」


    「断る」


    　ルカはまた一歩、ファニアに近づく。


    　手を伸ばせば届くところに、ファニアがいる。


    　ファニアの表情が、怒りを孕はらんで持ち上がる。


    「下がれ、下げ郎ろう……っ！」


    　ルカは激情の赴おもむくまま、ファニアの右手首を掴つかむ。


    「もういい、ファニア」


    　抑えつづけていた想いは、言葉に変わる。


    　このかわいそうなひとを、王族という呪縛から解き放ちたい。


    「身分なんか、おれが剥はぎ取ってやる」


    　間近からファニアを見つめ、ルカは宣言する。


    　ファニアの表情の奥が、切なく歪ゆがむ。


    「身のほどを……弁わきまえよ！」


    　絞り出した声のその奥に、言葉とは別の感情が確かにある。握った右手首に、ファニアの力がこもらない。


    「弁えるような身分は、もう存在しない」


    　ルカは強引に、ファニアの細い背を抱き寄せる。ファニアは怯おびえたように身をすくめ、至近からルカを睨にらみ上げる。


    　彼女の本心は見えない。だが、瞳の奥に、言葉のむこうに、懸命に隠そうとしているなにかが確かにあって、それがルカの腕に力をこもらせる。


    「はじめは、きみに会いたいだけだった」


    　本当の想いが、言葉になる。


    「街、一緒に歩いたり。そのへんの店で同じもの食べたり。本の感想話し合ったり、しょうもないこと言って笑ったり。きみとそういうことしたくて、おれは革命を起こすことにした」


    　思考を経ずに、言葉が勝手に紡つむがれていく。ファニアの背に回した手に、力を込める。抗あらがおうとするファニアの力が、抜けていく。


    「おれなりに一生懸命走って……その過程で大勢、大事な仲間ができた。途中で倒れた仲間もたくさんいる。彼らの夢とか希望とかも、いまのおれは背負ってる。後悔はない。これからも死んだ連中の思いを抱えて走ろうと思ってる。だけど、きみとの約束を果たしたせいできみを失うなんて悲しすぎる」


    「……放して……」


    「身分制はおれがこの手で解体する。王族の誇りも務めも責任も、無意味になる。ジェミニと結婚する必要もない。きみはファニアって名の普通の女の子になる」


    　ファニアの細い背中が震えている。彼女のうちを巡る幾多の強い感情が、ルカの胸のうちへ伝わってくる。


    　ルカは願いごとを口にする。


    「おれにきみを守らせてほしい。おれと一緒に生きてくれ、ファニア」


    「……無礼者っ!!」


    　ファニアは泣いていた。ルカの胸に両の拳こぶしを押し当て、かろうじて抱ほう擁ように抗いながら、うつむいたまま、涙がぽたぽた大理石の床に落ちていた。
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    「……わたしは王族です……！　民に君臨し、民を搾さく取しゆし、民のために我が身を捧げる、それがわたしの誇りです……！　あなたの言葉は……わたしに対する最大の侮ぶ辱じよくです……！」


    　言いながら、ファニアの涙は止まらない。強い言葉を使いながら、ルカに表情を見せないように、ずっとうつむいている。


    　ルカは右手でファニアの顎あごを掴つかみ、無理やりに上方をむかせた。


    　泣き濡れた葡ぶ萄どう色の瞳に、ルカ自身が映っていた。


    　桜色の唇がわなないて、軽くひらいていた。


    　言葉は、もういらないと思った。あとはファニアを想う気持ちだけあれば良かった。ルカは自分を制御することをやめた。


    



    　ファニアは懸命に涙をこらえようとしていた。けれど威厳の残ざん骸がいを寄せ集めて表情と態度にまとおうとしても、ルカの言葉が、背に回った腕が、ファニアから王族の鎧よろいを剥はぎ取っていく。


    　わたしは第一王女。ガルメンディア王家の誇り高き血を引いている。下げ郎ろうがこの身に触れるなど言ごん語ご道どう断だん、いますぐ手を放し、非礼を詫わびてひれ伏せ。王族の誇りが紡つむぐそんな言葉が、喉のどでつかえて出てこない。


    　──この身分を、剥いで。


    　代わりに意識の深いところが、そんなふうにささやく。


    　ファニアは固く身をすくめてルカの抱ほう擁ように抗あらがい、その声に耳を閉ざす。


    　──ここから連れ去って。


    　けれど心の裂け目から、音のない言葉が血のように流れ出てくる。


    　──あなたとふたりで、街を歩いてみたい。


    　止めることができない。身体に力が入らない。威厳を醸かもすために両足に力を込めたいのに、足はただ震えるだけ。背に回ったルカの両手がなかったら、とっくに崩れおちている。


    　──あなたと同じ本を読んで、感想を話しあったりしてみたい。


    　心から響く声が、涙になって頬ほおからあふれる。なんて惨めで、なんて弱い。こんな情けない自分のすがたを、ルカに知られたくないのに。


    　ルカの手が顎あごを掴つかみ、うつむこうとするファニアの顔を無理に上げさせた。見られたくない泣きっ面つらを彼にさらし、唇が勝手に軽くひらく。


    　──あなたとずっと、一緒にいたい。


    　音のないその声に呼応するように、ルカの唇がファニアの唇を塞ふさいだ。


    



    　ファニアに抗する力は残っていなかった。ルカにされるがまま身を委ゆだね、終わってから、罵ののしった。


    「卑ひ怯きよう者……っ！」


    　ルカはもう一度、ファニアの言葉を封じた。ファニアは受け入れ、長くそうしてから、


    「悪魔……！」


    　またルカを責める。


    　ルカはなにも答えず、いきなり、ファニアの身体を胸の前に両手で抱き上げた。


    「…………！」


    　自分自身の衝動に抗あらがうことを、ルカはやめていた。


    　ファニアの言葉を鵜う呑のみにするつもりもなかった。


    　唇を重ねればわかる。ファニアは生きようとしている。生きたいと願っている。それがわかればいい。人間なんてただ力強く生きればいいんだ、なにもかも間違っていたとしても。


    　両手でファニアを抱き上げたまま、ルカは室内を歩む。


    　泣き濡れたファニアが、間近からかすれた声を投げる。


    「放せ……無礼者……っ！」


    「悪いけど、もう放さない」


    　ルカはそのまま部屋を歩き抜け、隣の部屋のドアノブを掴つかむ。


    「…………!?」


    　ファニアの寝室だった。天てん蓋がい付きの豪壮なベッドが、茜あかね色の夕陽に濡れていた。


    「あ…………」


    　ファニアの見ひらいた目が、ルカに突き刺さった。


    　ルカは考えることをやめていた。思索も理屈も論理も無意味だった。ただファニアと自分が望むことに忠実であろうとした。言葉はふたりを遠ざけるだけで、近づけようとはしてくれない。それならあとは行動するしかなかった。


    



    　いまこの宮殿の表門では、二百名近い近この衛え兵たちがわたしの身を守るため、命を賭として反乱軍と対たい峙じしている。


    　暗くなった窓の外を見やりながら、ファニアの思考の醒さめた一部分が、そう告げていた。


    　時代は回天のときを迎えようとしている。わたしとルカはその渦の中心にいる。いまこの場はグレイスランドの今後百年の未来を決する、歴史的な舞台であるはずだ。


    　なのに、わたしとルカはいったいなにをしているのだろう。


    　こんなことをしている場合ではないのに。今夜にも数万人の反乱軍がこの宮殿を取り囲もうとしているというのに。


    　わたしたちは生きのままのすがたで、動物みたいにお互いをむさぼりあっている。


    　互いを受け入れて、鼓動を同期させ、同じ律動に身を委ゆだねている。


    　歴史の鳴動も、時代の軋きしみも、いまのわたしたちから遠く隔たったところへ押しやられてしまった。


    　非常に無責任だ。王族として不適格、いや、人間としても失格だろう。今日ここで反乱軍の統率者が王家の最後のひとりを裁くはずなのに。わたしたちは為なすべきことを放り投げて、思考することもやめ、取り憑つかれたようにお互いの存在の深くへ分け入っていく。


    「ファニア」


    　ルカがわたしの名前を呼ぶ。健常な思考はとうの昔に焼き切れてしまっていて、もうずっと互いの名を呼ぶことしかしていない。


    「ルカ」


    　階級の概念も王族の矜きよう持じも、根源的な希求の前には意味をなさなかった。身分も威厳も軍服も、一切を剥はぎ取られたわたしは血肉の詰まった袋に過ぎなかったし、そういう最低な存在で良かった。


    　ただルカを受け入れているだけで幸せだった。ふたりで一個の血肉になって、同じ心臓を共有し、同じ血を体内へ巡らせていれば良かった。


    　このままでいい。これ以上は望まない。ルカとふたり、世界から切り離されたところでずっとこうしていられたらいい。


    　世界そのものが静止すればいいのに。


    　そうしたらふたりでずっと、こうして溶け合って過ごすことができるのに。


    　神さま、どうかこの夜が終わりませんように。


    　次の朝など、来ませんように。


    　この一瞬だけあればいい。


    　永遠など必要ない。


    　いまだけでいい。


    



    　蕩とろけた思考は、なかなか戻ってこなかった。


    　すぐにでも眠ってしまえるほど疲れ切っているはずなのに、目は爛らん々らんと冴えてベッドの天てん蓋がいを仰あおいでいる。


    　ルカは呼吸を整えながら、傍かたわらを見やる。


    　しどけないファニアが、ルカに寄り添っている。


    　その体温と柔らかさが、いましがた数回に及んだ行為が夢でないことを教えてくれる。


    　闇のなか、ベッドにまで忍び込んだ蒼あおい月光が、ファニアの表情を照らしていた。


    「……………………」


    　とても静かな表情で、ファニアは肩口からルカを見上げていた。


    　その清せい冽れつな葡ぶ萄どう色の瞳が、ルカの胸を鋭く射い貫ぬく。


    「あ…………」


    　なにか言おうとして、言葉が出てこない。ただ射貫かれた箇所が激しく疼うずく。


    　ファニアは黙って、そうっと身を引き剥はがし、サイドテーブルのバスローブを羽織った。月光が一瞬だけ、剥むき出しのファニアの背をおぼろに照らし出した。


    「……湯ゆ浴あみを……」


    　かぼそい声で、ファニアはそう言った。


    「あ……うん」


    　ルカはかろうじて、喉のどの浅いところで返事する。隣の部屋が浴室らしい。おぼつかない足取りで去っていくファニアの背に、声を掛けた。


    「あの、ファニア……」


    「ん……？」


    「……戻ってくるよな」


    　われながらアホみたいな台詞せりふだと思いながら、ルカはそんなことを問いかけた。


    　ファニアはしばらく黙ってルカを眺めてから、すうっ、と音もなく身を翻ひるがえし、ベッドに戻って両手と両膝ひざをシーツに押し付け、ネコみたいな姿勢で忍び寄り、ルカの頬ほおに口づけした。


    「……戻るよ」


    「あ……うん」


    　四つん這ばいの王女はかすかに微ほほ笑えんでそのままの姿勢で後退すると、今度こそ隣の浴室へ消えていった。


    　ファニアがいなくなってから、ルカは再び枕まくらに後頭部を預ける。


    「……なんだいまの」


    　ベッドの天てん蓋がいにファニアの微笑みが浮かび上がり、つづけて、手の甲どころではない、ここで見たあらゆるファニアが声や香りと共に再生される。


    　ルカはおのれの存在の中心にファニアが嵌はまったことを知る。シルフィを失ってからずっと空虚だった場所が、いま、ファニアによって埋めたてられて、ルカに幸福という感情がいなかるものか、思い出させてくれる。


    　──もう二度とファニアと離れられない。


    　心の深いところがそうささやく。この幸せを手放したくない。これからずっとファニアと一緒に生きていけたら、他になにも望まない。


    　けれど──ルカには仲間がいる。王国をひっくり返すためにここまで共に走ってきた仲間たちと、最後の王族であるファニアは相あい容いれない。ファニアが生きる限り、王政の芽は残りつづける。王政復古を恐れる革命政権は、ファニアの存在を許さない。


    　ルカの脳裏に、メルヴィルとウーゴに言われた言葉が甦よみがえる。


    　──ふたりで逃げる……。


    　このまま手を取って、身分も立場も仲間たちもかなぐり捨てて、どこか遠い辺境の地へファニアとふたりで逃げていく。その誘惑は甘く危険だ。


    　悩んでいたそのとき──。


    「……ん？」


    　細かな振動が寝室へ伝わってきた。テーブルの水差しが細かくかたかた揺れはじめる。


    　上空から不吉な音響が降り注いでくる。天井と側壁が、みしみしと音を立てて軋きしみ、まもなく床そのものが縦に振動をはじめる。


    　地震──ではない。それより遙はるかに悪あく辣らつな、人為的ななにかが空から降りてくる。


    「…………っ！」


    　いやな予感がして、ルカはベッドから跳ね起き、慌てて軍服のズボンに片足を突っ込む。


    「ファニアっ」


    　素肌に直接上衣を羽織って隣室へ呼びかけた、その刹せつ那な。


    　ぐおおお、と一際高い音響が宮殿を揺るがした。地鳴りのような低く重い音と共に、燭しよく台だいが倒れ、装飾棚のなかのものが傾き落ちる。


    　音圧は空から降り注いでくる。天空に住まう巨人がラランディア宮殿をその巨大な手のひらで押さえつけているかのような。


    



    　これは──エデン飛行艦艇の降下音！


    



    　ルカはガラス窓に駆け寄って、上方へ押しひらき、窓枠から身を乗り出して夜空を見上げた。


    　星空が、エデン艦隊の下腹に埋もれていた。


    　高度五十メートルほどの超低空飛行。


    　いつの間にこれほど接近していたのか。まるでルカに気づかれないようにソーマエンジンを絞って忍び寄り、宮殿の直上に接近したところでいきなり高度を落としたような。


    　突然──巨大な鯨くじらのごとき艦影から、次々にワイヤーが射出された。


    　星の海が切り裂かれる。蛇へびのようにうねり、くねりながら落下してくるワイヤーの先端に、純白の兵装……！


    「帝国兵!?」


    　呆あつ気けに取られるルカの眼前、ワイヤー降下してきた兵士たちは勢いをつけ、両足を前に差し伸べて、宮殿のガラス窓を叩き割った。


    「うおっ!?」


    　ルカは思わず後方へ飛び退のく。きらきら舞い飛ぶガラス片をものともせず、帝国兵三名がいきなりファニアの寝室に突入し、床を滑り、体勢を立て直す。その手には銃剣付きのカスコート銃。


    「てめえ……っ!!」


    　ルカはとっさに床に落ちた燭しよく台だいを掴つかむ。しかし帝国兵は素早く銃剣をルカに突き付けて動きを封じる。明らかに降下訓練を経た一連の動作。


    「動くな。陛下から殺すなと言われている。おとなしくしろ」


    「……っ!?」


    　またたくまにルカの首元へ、三つの銃剣が押しつけられた。なすすべなくルカは燭台を手放し、両手をあげる。


    　──ミスった。ちくしょう……。


    　自分の油断を悔いるが、もう遅い。ファニアは無事か。


    「ルカ……」


    　隣の浴室から、バスローブすがたのファニアがふたりの帝国兵に連れ出されてきた。背中に銃剣を押しつけられ、抵抗できない様子。


    　──なんてこった。


    　先ほどまでの至福から、一気に奈落のどん底へ。


    　こういう無粋なことをしでかすやつは、この世にひとり。


    　ソーマエンジンの不吉な燃焼音が、徐々に近づいてくる。


    　割れた窓ガラスのむこうに、いきなり、浮遊する巨大な艦影が横付けにされた。


    　飛行艦艇の昇降ハッチがひらき、長い銀色のタラップがほとんど無理やり、ファニアの寝室に突っ込まれる。先導の兵が割れたガラスを蹴け散らし、通り道をあけたのち、見覚えのある人影がタラップ上を歩き抜け、悠然と寝室に降りたって、囚とらわれのルカに微ほほ笑えみかける。


    「やあルカ。花嫁を迎えに来たよ」


    　神聖リヴァノヴァ帝国皇帝アリヴィアン五世ことジェミニは、その褐色の肌の上に妖しい笑みを咲かせて、ルカからファニアへと目を移した。


    「こんばんは、はじめまして花嫁さん。ぼくがきみの未来の旦だん那な、ジェミニだよ。登場の仕方がかっこいいでしょ」


    　ほがらかな笑みを、ファニアはただ硬い表情で見つめ、ルカへ目を移す。


    「ルカ……」


    　抵抗するな、の意味を込めて、ルカは首を左右に振る。楽しそうに笑っているがジェミニは危険な男だ、その場の思いつきでなにをしでかすかわからない。


    「結婚式、楽しみにしてたんだけど、どうも先行き不透明な感じだったから、ぼくが自分で迎えに来たんだ。こんなめちゃくちゃな国にいたら結婚式もできないし、ぼくの国に行ってやればいいじゃんと思って」


    　ジェミニは説明しながらルカの面前に歩み寄り、顔を近づける。


    「久しぶり、ルカ。大活躍だそうだね。がんばって、努力して、やっと報むくわれようとした矢先に、ご褒ほう美び全部ぼくに持っていかれるの、どんな気分？」


    「……呼んでねーよ。帰れ」


    「うふふふふ。いやだ」


    　ジェミニはほがらかに拒絶すると、ルカに見せつけるようにファニアの腰に手を回した。ファニアはぎゅっと身を縮こまらせる。帝国兵がファニアの両手を後ろから掴つかみ、逃げることを許さない。


    「確かにすごい美人だね」


    　ジェミニはファニアの顔立ちを至近からとっぷりと観察しながらそんなことを言う。


    　挑発だとわかっているが、ルカはこらえきれない。


    「触んじゃねえ、クズ……っ！」


    　ジェミニはうれしそうに、ルカの激げき昂こうを見やる。


    「ふふふ。悔しい？　ねえ、ムカつく？」


    　ジェミニはファニアのバスローブの帯へ手をすべらせ、結び目を緩くする。


    　身体の前がはだける。ファニアは腰のうしろに回された両手を帝国兵に掴まれているため、前を合わせることもできない。葡ぶ萄どう色の瞳が屈辱に潤む。


    「触んなっ!!」


    　紅の双そう眸ぼうを血走らせ、ルカは叫ぶ。


    「ぼくの花嫁だよ。なにしようがぼくの自由」


    「それ以上触るな。触れば殺す。必ず殺す」


    　脅おどすと、ジェミニは満足そうに唇を歪ゆがめる。


    「反乱軍が突入してきたら、ファニアは断頭台に直行でしょ？　ぼくが保護してあげるから、安心して。きみに彼女を守ることはできないし」


    「…………!!」


    「さあ、行こうかファニア。こんな危ない国じゃなく、帝国でぼくと楽しく暮らそう。じゃあねルカ、彼女はぼくが幸せにするから、きみはきみでがんばって」


    　ジェミニはファニアの腰に手を回して、無理やりにタラップへと引っぱっていく。


    　兵士に後ろ手を掴まれたファニアは、かろうじて身をよじらせ、ルカを振り向く。


    「ルカ……っ!!」


    　切なく叫ぶ。


    　ジェミニはファニアに顔を寄せ、ルカに聞こえない小声でささやく。


    「あまり抵抗するとルカを殺すよ？　それでもいい？」


    「…………!!」


    　ファニアはみひらいた目をジェミニに突き立てる。


    　ジェミニは凄せい艶えんに笑んで、はだけたバスローブを片手で弄もてあそびながら言葉をつづける。


    「ルカを死なせたくなければ、ぼくの言うことを聞くんだ。わかったね？」


    　ファニアは震えながら、ルカを片目で見やる。兵士三名が銃剣をルカの首元へ突き付けている。ジェミニの差配ひとつで、あの銃剣はルカの首を貫く。


    「…………」


    　唇を噛かみしめて、ファニアはジェミニを睨にらんだ。


    　ジェミニはタラップの直前でルカを振り向き、ファニアの顎あごを掴つかんで上方をむかせる。


    「ルカ、きみが証人だ。ぼくたちの永遠の愛の誓いを見届けてくれ」


    　そしてファニアの唇に自みずからのものを重ねる。


    　ルカの髪が、逆立つ。


    「ジェミニィィっ!!」


    　怨えん嗟さの叫びを楽しむように、ジェミニは思うまま、ファニアの口こう腔こうへ分け入っていく。


    　ファニアの瞳から水流があふれ出る。右手をぎゅっと握りしめ、ファニアは耐える。


    　ルカは銃剣の先に首を押しつけながら、半狂乱の体となる。


    「殺すっ!!　お前を殺す!!」


    　ジェミニは長く執しつ拗ような口づけを終えると、勝ち誇った表情でルカを見やる。


    「いいね。殺しに来なよ。ぼくの帝国ときみの王国でケンカしようか。ファニアを取り合って何十万人も巻き込んで会戦ケンカするんだ、実に楽しそうだね」


    　ファニアを伴い、タラップに片足をかけ、ジェミニは飛行戦艦へと戻っていく。追いかけようとするルカを、兵士のひとりが羽は交がい締めにし、床へ組み伏せた。


    「ファニア……っ!!」


    　無理やりに顔を上げて、ルカはファニアを見上げる。


    　タラップの上、ファニアは身をよじらせてルカを見る。


    「ルカ……っ!!」


    　涙をたたえたその表情を、ルカは網もう膜まくに焼き付かせる。


    「必ず取り戻す……っ!!」


    　喉のどを嗄からして、それだけ伝える。


    　ファニアは瞳を濡らしたまま、わずかに頷うなずく。


    「じゃあね、ルカ。待ってるよ。ぼくのところまで来れたら、の話だけど」


    　そんな挑発を残して、ジェミニは昇降ハッチにファニアを押し込めると、にやにや笑いをもう一度ルカに見せつけてから、機内へ消えていった。


    「…………っ!!」


    　ルカは呆ぼう然ぜんと、そのすがたを見送るしかない。


    　飛行戦艦が高度を上げていく。部屋に残っていた帝国兵三名は、ルカに銃剣をむけたまま後ずさりし、それから床に投げ出されていたワイヤーのフックをベルトに引っかけた。


    　高らかなソーマエンジンの響きを残し、帝国兵たちは訪れたときと同じように、風のごとく寝室からすがたを消す。


    　ルカはひとり、部屋に残される。


    　我に返るまで、しばらく時間がかかった。


    「……おい。……なんだこれ。……ふざけんな」


    　ガラスの破片を踏み砕きながら窓枠に駆け寄って、夜空を見上げた。


    　ファニアを乗せた飛行戦艦が月光を弾きながら高度を上げていく。


    「ファニア……っ!!」


    　呼ぶ声は、届かない。飛行戦艦の真っ赤な標識灯が星空に埋もれていき、やがてエンジンの響きも消えていった。


    　静寂が返ってくる。ただファニアがいない。どこにもいない。やっと会えたのに。いきなり遙はるか彼方かなた、リヴァノヴァ帝国皇都パグラチオンへ……連れ去られてしまった。


    　そんなバカな。五年間、命がけでずっとがんばってきて……こんな結末なのか？


    「ファニア……」


    　ルカはひとり、星空へ呼びかける。


    　ついさっき見た笑顔が、ありのままのファニアが、星のスクリーンに映写される。


    　あの美しいひとが。かけがえのないひとが。これから彼方の地で、ジェミニに弄もてあそばれる。


    「おおお……」


    　動物みたいな呻うめき声が、ルカの腹ふく腔くうの底から漏れ出た。両膝ひざが地に落ちて、どす黒い感情が内臓を焼き尽くす。


    「おおおおっ!!　おおおおおおおっ!!」


    　ケモノのように、ルカは叫んだ。他にどう反応したら良いのかわからなかった。長い努力の末に革命を成じよう就じゆしたルカは、いま一個の動物となって悶もだえることしかできなかった。


    「ファニアっ!!　……ジェミニっ!!」


    　最愛のひとと、最も憎悪するもの。ふたりの名前がルカの意識をぐちゃぐちゃに掻かき乱す。


    「おおおおおおおっ!!」


    　ただ咆ほう哮こうした。そうすることしかできなかった。臓器がすべて焼き切れるほど、ルカはこみあげてくる感情をただ咆哮へ変えた。


    



    　†††


    



    　幾百の花火が蒼そう天てんに咲き乱れ、十二月の空を彩っていた。


    　数十万人の市民たちがラランディア宮殿内の広場に押し寄せて、指笛を吹いたり、頭上に掲げたハンカチを振ったり、笑顔の花を咲かせていた。


    　群衆たちの目の前には、円柱の並びで門前を支えた五百人議会場の荘厳な佇たたずまいがあった。


    　いま──鉄てつ鋲びようの打たれた分厚い鉄扉が音を立ててひらき、議会によって任命された新たな革命政府の指導者たちが群衆の目の前へ歩み出てきた。


    　黒い森のような数十万人がいちどきに歓声をあげ、青空を突き上げた。雲ひとつない蒼天の下、時代は大きな転換点を迎えようとしていた。


    



    　ステファノ歴一七九四年、十二月七日、ラランディア宮殿前大広場──。


    



    　本来ならジェミニとファニアの第一次結婚式が行われるはずだったこの日が、ガルメンディア王国が終わり新しい国家が生まれ出る記念日として選ばれた。


    　五百人議会長、トニーニョ・ガスコフが進みでて、口上を述べる。


    「わたしはここに新たな国家の誕生を宣言する！　諸君、歴史の証人として今日この宣言を胸に刻み込んでくれたまえ、末永く子らに語り継いでくれたまえ！」


    　すさまじい歓呼が再び空を突き上げる。トニーニョは充分に観衆を煽あおり立ててから、ひといきついて胸を張り、いま議会で決定したばかりの国家の名前を告げた。


    「我々の国の名は、ルナ・シエラ!!　我々は今日ここに、ルナ・シエラ共和国の樹立を宣言する！」


    　創世神話における竪たて琴ごとの女神の名前を国家名として高らかに宣言すると、住民たちは口々にその名前を唱和して、喜びが広場いっぱいに広がっていった。


    「ルナ・シエラ!!　ルナ・シエラ!!」


    「我らの誇る自由の国だ、王さまも貴族もいない、おれたちの国だ！」


    　ひとびとはお互いに抱き合い、涙を流さんばかりに祝福の言葉を投げ合って、今日この場に立ち会えた喜びに頬ほおを濡らした。


    　トニーニョはさらに声を張る。


    「我らの国に王はない！　代わりに三人の執政が行政と立法を司る！　第三執政、グスタボ・パルマ！」


    　紹介を受けて、ウルキオラ管区長グスタボが群衆の前へ進み出てお辞儀する。


    「第二執政、カミーユ・ロベル！」


    　つづいて、ファビアン・クラブ代表カミーユが群衆の歓呼と指笛を浴びる。


    　ここでトニーニョは一拍の間を置き、じらすように群衆を見回す。


    「そして……みなさまお待ちかね、第一執政……！」


    　群衆が息を呑のむ。子どもが目を輝かせ、若い女性は両手を胸の前に組み、大人たちは次に備えて息を吸い込む。


    　トニーニョは演出的な間を充分に置いてから、英雄の名を呼び上げた。


    「ルカ・バルカ!!」


    　天地を揺るがす歓声が打ち上がり、青空が皺しわばんだ。


    　いつもの漆黒の軍装に黒マントをなびかせ、ルカが歩み出て片手をあげると、群衆はあらん限りの大声でルカの名を唱和する。


    「ルカ・バルカ！　ルカ・バルカ！」「おれたちはあんたについていくぜ、ルカ!!」「これから豊かな国を造っておくれよ！　子どもたちの未来のために！」


    　第一執政は実質的に、ルナ・シエラ共和国の統治者だ。名目上は三人の執政による合議制だが、ふたりともルカの傀かい儡らいであり、行政権は完全にルカの手に委ゆだねられ、立法権は五百人議会に委ねつつ立法発議権、拒否権をルカが併せ持つ。そしてルカの直下に「国民会議」なる名称の委員会を置き、新制度の監視役として各行政機関に派遣される。ルカが指名したこの「国民会議」のメンバーが実質的に行政機関の中枢を担い、ルカの思惑を国家の隅々へ行き渡らせる仕組みである。


    　つまりルナ・シエラ共和国は、共和制とは名ばかりのルカの独裁国家だ。


    　ルカの意志ひとつで国民を動員し、ルカの指し示す方向に戦争を仕掛けることのできる危険な国家形態を、ルカは絶対王政の後あと釜がまに据すえた。


    　群衆の歓呼は鳴り止やむことを知らない。


    　ルカは手を振ってその歓呼に応えながら、ただ心は冷え切っている。


    　ファニアを失ってから、三週間が経っていた。動かない心を抱えたまま、感情の伴わない笑みを群衆にむけつつ、ただ北東の空を見やる。


    　この空の彼方かなた、リヴァノヴァ帝国帝都パグラチオンがある。


    　囚とらわれのファニアがそこにいる。ファニアを助け出したい。そのためだけにルカは、独裁者としてこの新しい国家に君臨することを決意した。


    　──なあ、ファニア。きみはまた怒るだろうけど。


    　無言で空へ呼びかける。


    　──おれはこれから、ここにいる人間全部、騙だまそうと思う。


    　貼り付けたような笑みをたたえ、群衆の歓呼に応えながら、ルカはただファニアのことだけを想う。


    



    　──この数十万の市民たち全員が戦場で死ぬことになろうとも。


    



    　やがて「災厄の魔王」と呼ばれる独裁者は、凍り付いた心を抱えて彼方の空へそう誓う。


    



    　──ファニア。きみを取り戻す。


    



    　のちに史上最大の戦争と称される「グレイスランド大戦」がいま、ルカの意志によって幕を開けようとしていた。
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